






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　ネーデの大地









「あー……やべえ、今いま更さらになって何か忘れもんしたような気が……」

　出発の前というのは、どうしてこんなにも心がざわめくのだろう。

　徐じよ々じよに近づいてくるそれと出発の時を目まの当たりにして、悠ゆうは漠ばく然ぜんとした気持ちに押されて、ふと呟つぶやいた。

「心しん配ぱい性しようね。昨日何度も確認したじゃない。気のせいよ」

　悠としては誰だれに向けた言葉でもなかったが、側そばには気の合う仲間が何人もいる。自然と呟きを拾うことになったのは、荷物の確認に付き合ったシエルだった。

　冒ぼう険けん者としての歴が最も長いシエルは、事前の準備の重要さをよく知っている。彼女もまた旅立つ前の準備は入念にするタイプだ。

　だからこそ、シエルは知っている。まとめた荷物に不備はなく、万全といっても差し支つかえない状態であると。

　二人のやり取りに、あたりから柔やわらかな笑いが聞こえてくる。

　でも、とクララは前置きをして、小さな口を開いた。

「なんだかユウの気持ちも、わかる気はするけどね。そわそわするっていうか……」

「ん、アレを見てしまっては、仕方がないかもしれないな」

　続いたのは、カティアだ。

　口元は苦笑いに歪ゆがみ、眉まゆも所在なさげに垂れ下がっている。

　気持ちはわかる──言う通り、悠達の気持ちは、皆みな同じだった。

「前々から見てたし、アークこれも同じようなモンだとはわかっちゃいるが……宇宙に浮うかぶ大陸っつう異次元感は、やっぱこう、怯ひるむよなあ」

　眼前に広がる光景はあまりにも非現実的で、今ここに立っていることも夢ゆめ幻まぼろしの如ごとくに感じられてくる。

　悠達の眼前にあるのは──暗くら闇やみの中に浮かびながらも、その姿をはっきりと浮かび上がらせる、巨きよ大だいな大陸であった。

　背景には巨大な青い星。恒こう星せいから受け取った光を神こう々ごうしくも優やさしく返す母なる惑わく星せいを背に、そこは──

「辿たどり着いたんだなぁ、ネーデに……」

　ネーデと名付けられし、逐おわれた者達の楽園は存在している。

　感かん慨がい深げに呟くクララの横顔に、悠はぐ、と眉に力を込めた。

　滅ほろんだと言われる人々にのみ伝えられた、存在すらも知られていなかった楽園は、幻のような光景を背に──確かに、存在していた。

　圧あつ倒とうされた。悠達の心境を語るのならば、この一言に勝まさるものはあるまい。

　逸いつ脱だつした現実を前にして、自分達の存在がちっぽけに思えた。風が吹ふけば無重力の宇宙をどこまでも飛んでいってしまいそうな、全能感とは対極の感覚が身を包む。

　しかし──悠は、自らの頰ほおを張る。

　この非現実の光景を待っていた少女がいる。その先にある光景を願って、今ようやく手が届くところまで来た。

「よし、行くか！」

　だったら自分が入り口なんかで尻しり込ごみしているわけにはいかない。自分に活を入れれば、悠を信じる仲間達をも奮い立たせる。

　一つ大きく息を吸ってから、ゆっくりと吐はき出す。

　辿り着いた伝説の場所で、悠達は一歩を踏ふみしめた。




　　　　◆




　ネーデに上陸して少しして──悠達は、あたりを見回しながら道を歩いていた。

　現在視界に広がるのは草原と、小高い丘おか。夜空よりもなお暗い暗黒の空──

「ここがネーデ、ですか。おもっていたよりも、ふつうですね」

「ああ、ちょっと不自然すぎるくらいにな。空は暗いのに地面とかはフツーに明るいし、何より、道がある。……っつうか轍わだちっていうのか。間ま違ちがいない、ヒトの痕こん跡せきだよな」

　そして、ヒトの痕跡が、ネーデにはあった。

「向こうの大陸とかでも見た、ありふれた草原ってカンジだよな。そこがまるっと宇宙空間に放り出されたみたいだ。……そういや、アークもそうだったけどなんで息とか当たり前に出来てんだ……？」

　疑問が一つ浮かぶと、次々と別の疑問が浮かび上がり、疑問点を結ぶ線が絡からまっていく。

　クララ達は『宇宙』という単語に首を傾かしげ、悠の解説を待ったが、悠はそれを気にしていられないほど思考に没ぼつ頭とうしていた。

　宇宙に浮かぶ大陸。地上をそのまま切り取って浮かべたような環かん境きようが、どれほど異常なことであるか、悠にはわかった。

　お世辞にも学校の成績が良かったとは言えない悠だが、一いつ般ぱん的てきな教養くらいはある。詳くわしい理り屈くつは微み塵じんもわからないが、宇宙で呼吸が出来ないことをはじめとし、生物が生きて行ける環境がどれほど奇き跡せき的てきな条件の上に構築されるかは漠然と理解することが出来る。

『思ったよりも普ふ通つう』な、いつも通りに活動できるこの環境は、宇宙という世界において異常そのものなのだ。

　重力が存在する。光が存在し、植物が生きている、大気が存在する。惑星とは比べるべくもないくらいに小さいネーデが生物の生きて行ける条件を整えるのは、科学的には不可能だろう。

　まるで、小さな『世界』そのものだ。悠のいた地球で大昔の人が夢想したような、平面の地球が、そこにはあった。

「……すごい複雑な魔ま法ほうの力を感じるよ。風の、土の、木の──あらゆる魔力が流れて、働くようにされてる。だからかな、なんだかちょっと、魔力の流れが綺き麗れいすぎる感じ」

　そしてそれらは、紛まぎれもない『意志』によって造られているようであった。

　世界を創る。それは正しく神のみが為なせるはずの、ヒトの所業だった。

「悠の言うカガクも、クララの魔法観も私にはわからないが、これはいよいよもって、という感じがするな」

　ただ──何もわからなくても、それらが人じん智ちを超こえた技であることは、全員が痛いほどわかっていた。

　きっと、今までとは違ちがう決定的な何かが、待っている。恐おそらくはあの小高い丘の先に──

　はやる気持ちと、浮き上がるような感覚。焦しよう燥そうと期待と不安がないまぜになって、悠達を突つき動かす。

　口数も少なに歩き続け、そして悠達は、それを見た。

「……でかい、壁かべ？」

「門もあるわね。防ぼう壁へき、かしら」

　距きよ離り感かんも狂くるうような、巨大な壁。汚よごれ一つない、眩まばゆいばかりの白を輝かがやかせて、そこにある何かを取り囲む──時の流れからさえも守りそうな頑がん健けんな壁が、立っていた。

「あ……あれっ！　あれって……っ！」

　震ふるえる指先で、壁を指す。

　アークの中央にあった施し設せつ以上に完全な姿を残す白壁に、クララから言葉にならない気持ちが溢あふれた。

　今まで何度か文明の痕跡を目にしたものの、これまで完全な姿を残していたことはない。ひと目で見てわかるその頑がん強きようさと、汚れのなさは無機質にさえ見えるにもかかわらず、人の技術の息いき遣づかいを感じさせた。

　今までにない強い人の気配に、クララは溢れた言葉が詰つまって、それを発することが出来ずにいる。

　追い求めたものが、ようやく見つかるかもしれないのだ。それほどまでに濃こい予感だからこそ、言葉を紡つむげずにいる。だってもしも、そこに何もなかったら──

「何にせよ、行くしか──確かめるしか、ねえよな」

　やっと出たクララの問いかけを否定も肯こう定ていもせず、悠はただ白壁を見み据すえ、呟いた。

『もしも』の可能性を考えたのは、クララだけではない。

　悠達もまたクララと共にマオルの影かげを追いかけてきたからこそ、その心境が痛いほどにわかる。

　だからこそ、悠がクララの手を引いた。

「でも……ううん、そうだね、行こう！」

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、クララは前を向き、毅き然ぜんと歩き始めた。続く形で悠達がその背を追い、小高い丘を下りていく。

　星海の空を背にそびえ立つ白壁が、近づくにつれ大きくなる。

　……思えば、旅の最中このように、明確な『ゴール』が見えたことはあっただろうか。

　ある意味では輝きの台地がそれに当たるのだろうが、あそこは頂上に登ったその時でさえヒトの痕跡というものは見えていなかった。

　対してあの白く大きな壁は、間違いなく自然にできたものではない、人工物だ。

　そこに誰かがいるにせよ、いないにせよ、ひとまずの区切りとなることは間違いない。

　辿り着くその瞬しゆん間かんが待ち遠しいようで──小さい頃ころ歯医者で順番を待っていたあの時のような。悠は、不思議な感覚を覚えていた。

　ただ、そんな感覚に既き視し感かんを覚えたからこそ、その時は必ずやってくるということもわかっていた。

「……改めて見ると、すさまじい大きさですね」

「ザオ教の神しん殿でん以上だな。こんな、継つぎ目めもない壁をどう建てたのやら……」

　たっぷりと三十分近くをかけて歩いた悠達の眼めの前には、一層大きく見える壁がそびえ立っている。

　詳しよう細さいな高さはわからないが、百メートルはくだらないだろう、と悠は思う。

　現代の地球にはダムなど、人工の壁でこれよりも高いものが存在するが『なにか』を取り囲むような『大きさ』を含ふくめれば、これは悠の知る限りで最大の建造物と言ってもいい。

　──当然、それほどまでに巨大なモノが何の目的もなく造られているわけはない。

　この壁に埋うめ込まれた門を見れば、その用よう途とも想像が出来るというものだろう。

　堅けん牢ろうな防壁。神の手さえ感じさせる雄ゆう大だいな盾たては、一体何を守っているのか。

「……中の方もぼちぼち確かめなきゃだけど、どうやって入るのかね、これ」

　だがその守りが堅けん固ごであるが故ゆえに、中を確かめる手段がなかった。

　壁の中に埋め込まれた門は、壁に比べれば一回り低いサイズではあるのだが、それでさえあまりにも巨大で、悠達でも四、五人で押してどうにかなるサイズには見えない。

　悠一人ならば壁を走るロックゴートの力を使って上から入ることもできるが、他の者達は無理だ。

　他の方法を考えつかなければ仕方がないが、それでも出来ることならばその中は全員で──少なくとも、クララだけは一いつ緒しよに確認をしなければならない、そんな気がした。

「案外、クララが触ふれたら開いたりしないかしら。ほら、アークの時みたいに」

「ううん、どうかなあ。試してだけみるけど……」

　もしもこの建造物がマオル族のものならば、クララを伴ともなわない自分にはそれを侵おかす権利がない。少なくとも悠はそう思った。

　だからこそ、シエルの案にはなるほどと思う。『資格者』ならば、あの時のように門の方からクララを迎むかえ入れてもおかしくはないだろう。

　しかし──弾はじかれたようにカティアが手を広げ、門に向けて歩き出そうとするクララを、制止する。

「いや、待て！　門の方が動いているぞ！」

　カティアの言葉に、悠達は一いつ斉せいに門へと視線を集めた。

　言う通り、重い音と共に、門が開き始めている。

　石の擦こすれる重苦しい音と共に、地面をも揺ゆらして門が動いている。

　開き始めた門の中心からは光が溢れ始め、悠は思わず腕うでで顔に影を作る。

　が、それほど強い光ではないことに、そして光を背に立つ『何者か』がいることに気がつくと腕をどける。

　──光の中に、立つ影があった。

　旅の終着点で初めて見る、ヒトの姿に、それを追い求めていたにもかかわらず悠達は言葉を失った。

　開ききった門の奥に立っていたのは、簡素で古風な衣服を身に纏まとった──銀ぎん髪ぱつの、人々だった。

「此こ度たびは随ずい分ぶんと活力に満ちた方々がおいでなさったな。長旅の末によく参られた、旅の人よ」

　銀髪の人は五人。中でも一回り歳としをとった初老の男性は、抑よく揚ようなく、しかし柔やわらかな物もの腰ごしで悠達にそう告げた。

　優やさしい口ぶりは、敵意を感じさせない。いや、むしろ歓かん迎げいしているようでもある。

　悠達が戸と惑まどっていると、柔にゆう和わな微笑ほほえみを浮うかべた初老の男性が、クララにその優しげな視線を向ける。

「そして、君にとってこれが適切かはわからないが、それでも言わせてもらおう。おかえり、同どう胞ほうの少女よ」

　靡なびく銀の髪かみを見て、男性はそう発する。

　数あま多たの思いが嗚お咽えつとなってクララの口から漏もれた。

　塞ふさぐように口に手を当てるが、それでも溢れてくる何か激しい感情が、止まらない。

　クララと初老の男性を見比べて──悠達もまた、温かな気持ちから笑みを浮かべる。

　見たこともない『故郷』と、自分を迎える遠くで血の繫つながった人々──少女の長い長い帰省の旅が、今ようやく一区切りを迎えた。








第一話　星せい霜そうの果てに









「おおお……」

「なんというか……これはまた、凄すさまじいな」

　今現在、初老の男性と他数名につれられ、悠ゆう達は『ネーデ』を歩いていた。

　辺りを見回してはしきりに感かん嘆たんの息を漏らす一行に、初老の男性はくすりと鼻を鳴らす──

「あ、スイマセン、なんか物もの珍めずらしいものを見るような……」

「いや、構いませぬ。物珍しいのは事実でしょうし、そう喜んでもらえれば我々としても悪い気はしない」

　そんなやり取りが、何度か繰くり返されていた。

　だが、互たがいの間の空気は心ここ地ちよい。全く見たことのない町並みに興奮する悠達と、自分達の文明を誇ほこる初老の男性。

　男性──マオル族が悠達を好ましく思っているのには他にも幾いくつか理由があったが、未知の光景に心躍おどらせる悠達はまだ気づかない。

　とはいえそれも無理はないだろう。

　追い求めてきた伝説上の種族、マオル族──とうに絶ぜつ滅めつしたと伝えられる彼らは生きていて、地上のそれを遥はるかに超こえる文明を築いていたのだから。

「これは……もうなんといってよいやら。……こんな世界が、そんざいしていたのですね」

「本当、信じられないことばかりよね」

　木よりも、石よりも継ぎ目のない滑なめらかな家の壁。緩ゆるやかに動き、移動を補助する歩道──この、いいや『地上』の大地ヴィエールの人々であるアリシアやシエルには、その概がい念ねんそのものが自分達とは異なる世界のものだった。

　一方で『動く歩道』などを始めとして、より先進的な町並みを知っている悠でも、マオルの街には感心せざるを得ない。

　──街頭や、動く歩道等、これらの機器は全て魔ま力りよくによって動いている。しかし電線に当たる類のものはなく、それらは全て地面に埋め込まれたケーブルによって魔力を供給されているのだ。

　別段、地面に埋め込まれた導線というのは珍めずらしいものでもないだろうが、問題はそのビジュアル。魔力を伝えるこれらのケーブルは、電気の魔力であるトルマリンブルーに光るのだ。

　ケーブルに魔力が伝えられるたび青緑の光が走り──その様は近未来、即すなわち地球よりもなお進んだ科学を想起させる。マオルの街に立ち込める、星空の下の静せい謐ひつな空気もあり──気分はいわゆる『ラストダンジョン』。

　このムードだとここに『敵』がいるということはないだろうが、追い求めてきたものがいよいよ目の前に姿を現したという、とにかく最後という意味では間ま違ちがっていないかもしれない。

　それが、正しく『古代の超ちよう文明』の世界だったのだ。心の一つも躍るというものだろう。

「すっげー！　すっげー……！」

　いつにも増して輝かがやかしい少年の瞳ひとみ──『おのぼりさん』でいると商売に躍やつ起きなモイラスの商人達に舐なめられたりふっかけられたりということもあるため普ふ段だんはカティアが諫いさめるのだが、今回はそれを咎とがめる者は居ない。

　そのカティアや、シエルでさえ圧あつ倒とうされっぱなしだったからだ。

　とは言え、そればかりでも話は進まない。

　気がつけば、初老の男性は歩みを止めていた。どうやら目的地に着いたのだろう。

　男性が前にしているのは、造りこそ変わらないが周りの建物よりも一回り大きな建築物であった。

　アークの中央部の居住施し設せつでクララがしたように、男性が手をかざすと、自動ドアのように戸が開く。

「あっ、すいませんはしゃいじゃって」

「気になされるな。その様に元気でいられるのは、貴重だ。むしろ我々としては非常に好ましく思っているくらいです」

　建築物の中を示すことで悠達を中へと招き入れた男性は、言葉通りに思っているようで、嫌いや気けのない言葉を柔和な笑顔が飾かざっている。

　しかし、男性の言葉にぴくりと眉まゆを動かす者が居た。

「……その口ぶりだと、もしかしてここに来るのは私達が初めてってわけじゃないの？」

　疑問をそのまま口にしたのは、シエルだった。

　先さき程ほどから男性は悠達の『元気』『活力』といったものを評価している。

　それは、比ひ較かくになる前例があるが故のものだ。

　──思えば、それは当たり前の疑問。

　一定周期で大陸を訪れる浮ふ遊ゆう大陸──行けば戻もどる、その当たり前の中に、『不帰かえらずの楽園』に向かった者達の痕こん跡せきが全くないというのは不自然である。

「然しかり。気になるのであれば、話の中でお伝えしましょう」

　そして男性は、あっさりとシエルの疑問に首しゆ肯こうした。

　この場で話すつもりはない──あるいは、順序がある。言外に語る、なんとも気になる切り方に『前例』が気になったのはシエルだけではない。

　悠達は顔を見合わせてから、男性の指し示す建築物の中へと足を踏ふみ入れる。

「どうぞ、お座りください。今茶を入れさせましょう」

　建築物の中に入ってみると、男性はすぐ見えるテーブルに着き、手を上げることで共に居た一回り若い男性に指示を出す。

　テーブルに肘ひじを乗せた男性は、腕を組む。その様子に警けい戒かい……までは行かなくとも、なんとなく尻しり込ごみをする悠。

「……？　どうしたの？」

　だが、クララが何のためらいもなく席に着くのを見ると、悠達もそれに倣ならった。

　小さく息を吐はき、男性がわずかに眉を緩める。指示した茶を待つこともなく、男性は口を開いた。

「さてどこから話せば良いか……気になることは多々あるでしょうが、まずは改めて──私の名はガトゥム。現在、このネーデにてマオルの者のまとめをしております」

　そうして重々しく語られたのは、悠達にとっては『答え合わせ』となる自己紹しよう介かいだった。

　マオルの者。この街に着いてから見る人々の髪の色で予想はしていたが、改めてマオル族であると告げられ、なんとなしに悠達は声を漏らした。

「その様子ですと、我らの存在は把は握あくしておられたようですな。此方こちらまで来られたのは、やはりそちらの子が関係しておられるのか」

「え、ハイ。ええとどこから話したらいいのかな」

　ここへ来た経けい緯いを聞かれ、悠はわずかに戸惑った。自分が話せば、簡単だ。クララのルーツを、マオル族の存在を捜さがして、人じん智ちを超こえた存在である『アーク』に手がかりを見み出いだした。結果、ここにいる。因果関係だけを伝えるのならば、それでいい。

「いや……違ちがうな。クララ、頼たのめるか？」

　だがなんだかそれでは違う気がして、悠はクララにその説明を引き継つぐ。

　理由だけではない、様々な動機があって考えがあったからこそ、クララが──自分達がここにいる。

　それならば、説明をすべきは自分ではないと、そう感じたのだ。

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。この時のために、ずっと考えてきたから」

　悠に説明役を受け渡わたされたクララは、迷わずにそう答えた。

　昔を思い出すように、胸に手を当て、眼めを閉じる。

　伝えたいことはたくさんある。だからこそ渦うず巻まき溢あふれそうな思いをゆっくりと嚙かみ締しめて、クララは凜りんと開いた眼で、語り始める。

　……言う通り、クララの説明は流りゆう暢ちようであった。

　物心付いたときには村の父母に育てられていたこと。珍しい白はく髪はつを馬ば鹿かにされることもなく育ったこと。悠に助けられ、旅が始まったこと。

　一つ一つを話すたび胸が軽くなるのは、溜ため込んでいたことを家族に話す感覚に似ていた。

　嚙み締めるようにクララの話を聞きながら、ガトゥムは優しげに眼を細める。

　クララにとって、悠達にとって、忘れられない一日が始まろうとしていた。




　　　　◆




「おまたせしました、我らが街の伝統的な茶です。話も長くなりますので、ひとつどうぞ」

　少しして──クララの話が一段落を迎むかえたところで、先程までガトゥムの側そばにいた男性が人数分のコップを持ってくる。

「これはご丁てい寧ねいにありがとうございます」

「いただきます。……おお！　甘い、優しい香かおりだ」

　ガトゥムと男性に礼を述べて、悠は早さつ速そく出された茶に眼が釘くぎ付づけになった。

　最初に感じたのは、奥行きのある甘そうな香りだ。果実の鮮せん烈れつな感じではなく、重く落ち着いた、優しい香り。

　色は淡あわい琥こ珀はく色いろ──紅茶よりはやや薄うすい。

　熱く湯気を立てる茶を、小さく啜すすると、その甘い香りが一いつ斉せいに口の中で開いた。

　やはり、どっしりとした香りだ。味は、ほんのりと甘いが恐おそらく糖類に由来したものではない、お茶自体のふんわりとしたもの。

「あー、美味うまい……」

　どこか、無む性しように懐なつかしい──悠が感じたのは、郷きよう愁しゆう。

　日本的、と言えばいいのだろうか？　温かな畳たたみを思い出すようなぬくもりが身体からだにじんわり染しみていく。

「これは、ふしぎなあじですね。しかしとことんやさしいあじ。あわいあまさと、のうこうながらにひかえめなかおり……」

「うん……本当、不思議な味。でも初めてなのに、違い和わ感かんがないというか。これ、どういうお茶なんですか？」

　一方で、クララ達は新しん鮮せんな味に感心しつつも、どこか丸みを帯びた安らぎに満ちた声で疑問を口にする。

「我らが街では豆の栽さい培ばいが盛さかんでね。これは、豆の茎くきや殻からを乾かん燥そうさせ、焙ほうじたものです。どこか落ち着く味でしょう」

　こくこくと頷うなずくクララとアリシア。

　悠はまだ、目を閉じて微かすかに残る芳ほう香こうを楽しんでいる。

　……感じた懐かしさは、勘かん違ちがいではなかったようだ。その製法は日本にもある豆茶に近い。祖母の家で出された不思議なお茶。小さな頃ころには別段美味いとは思わなかったが、成長したからか、それともお茶そのものがいいのか──『理解わかる』ようになったのが、誇ほこらしいような寂さびしいような、セピア色の感情を自覚した。

「美味おいしいです、本当に、これ」

「気に入っていただけたようでなにより。……では、話を続けましょう。今度は、此方の番ですな。まず、この街についてお話ししましょう。と言っても『アーク』で概おおむねのことはご存じのようですので、補足程度に留とどめ、あとはご自分の目で確かめていただくのがよいでしょうが」

　ほっと一息吐ついたことで、落ち着いた気分で話は再開する。

　前置きをしてガトゥムが語り始めたのは、より踏み込んだ『楽園』のこと。

「既すでにご存じの通り、この『ネーデ』は過去のマオル族の賢けん者じやが創った大陸です。あらゆる魔ま法ほうの元素を操あやつり、擬ぎ似じ的に『世界』を創っている。我らも魔法には造ぞう詣けいがありますが、正直に申し上げると『ネーデ』が人智を超えているのは我らにも同じ、原理のほどは詳くわしくは説明できませぬ」

　どうやらこの創られた世界についてあまりわかっていないのは、この街に住むマオル族も同じらしい。頷きを返して、悠は続きを待つ。

「故ゆえに、歴史から語りましょう。そう遠くはない昔、我らは進んだ魔法技術を地上の者に狙ねらわれ、住すみ処かを逐おわれることとなった。元々我々はあまり多くありませんでしてな、どうしようもなかったと聞きます」

「直接それをしたのが私達でなくても、考えさせられる話ね。……ごめんなさい、私達の先祖が。代わって謝罪します」

「なんの。仰おつしやる通り、それをしたのは貴方あなた方ではない。お気になされるな、友人よ。それに過去のことを恨うらんでも仕方がない、我々が見ていくべきは未来だとは思いませぬか」

「……感謝します」

　地上を逐われた過去に、シエルとカティアが胸を痛める。が、ガトゥムは本当に気にしたことのない様子だった。

　常に落ち着いた雰ふん囲い気きを纏まとっていることといい、これがマオル族の精神性なのだろうか、と悠は思う。クララを見ていると、なんとなく理解出来る気がしたが。

「話を戻しますと、地上の街を逐われる際に我らはバラバラになりましたが、その中でも少なくはない者達が当時の我らにとっても伝説であった『ネーデ』の存在にすがりました。そして実際にそれは在った。『ネーデ』に辿たどり着いた我々は、白しら壁かべに囲まれたこの街を見つけました。街の名は『ヘレム』。これもまた、過去のマオル族が造ったものです。此方は『ネーデ』の構造よりは単純な造りで、今でも増改築を行っているため理り屈くつを求められれば説明が出来るが、それはまた別の機会としましょう。今では、こうして嗜し好こう品ひんの茶を嗜たしなむ程度には、皆みな平へい穏おんで満たされた生活を送っています」

　ともあれ、そうして辿り着いた『楽園』に住み着いたのが、このマオル族の生き残りである。

　ガトゥムが語ったささやかな幸福に、クララの頰ほおが緩ゆるみ、視界が滲にじむ。

　──辛つらい結末を迎えた者達がいた一方で、こうして救われた者もいる。それは、クララにとっても救いであった。

「一つ気になるのですが、あの高い外がい壁へきはなにかから街を守るためのものと思って相そう違いありませんか？」

「ええ。ネーデは莫ばく大だいな魔ま力りよくによって可動しているため、強力な魔ま物ものが多数存在します。防ぼう壁へきは、それらから街を守るためのものです。過去、この壁かべを越えて魔物が侵しん入にゆうしたことはありません。街の外へ出る必要もなく、ヘレムは平和そのものです」

　カティアの疑問への答えを聞いて、悠は『この先魔物が侵入してくるフラグでは』と思ったが、実際にそうなる可能性は低いだろうと苦笑いした。どうにもゲーム脳な自分を自じ嘲ちようしつつも、その言葉の真意を理解して、微笑ほほえむ。

　この街の人々は、魔物を恐れなくてもいいのだ。

　どうしようもないどん詰づまりで死んでいった『白の砂さ漠ばく』の人達とも、『輝かがやきの台地』の人とも違って。

　それは、とても素す敵てきなことのように思えた。

「はー……でも、街の外へ出る必要がないというのは？　食事とか、まさかこの街だけで作れてたりするんスか？」

　だが一つ気になったのは、街の外へ出なければ食料などの問題はどうしているのか、ということだ。

　くすりと鼻を鳴らして、ガトゥムは答える。

「その通り。水や食料も、生きていく上で必要なものはこの街の生産施し設せつだけで全て賄まかなえます。人口が十倍ほどに増えるまでは、問題ないでしょう。尤もつとも、そうなると住む場所の方が問題になってくるでしょうが」

　そのまさか。生存に必要なものは全て街に揃そろっている。そう答えるガトゥムはやはり誇らしげだ。

　だが、それも当然だと悠の口は開いたままになった。人工の環かん境きようで、食料や水の供給も出来る。更さらに、より高い人口密度でも問題なく人々を養っていくことが出来るとも。

　アーコロジー。

　──それは、地球でさえ未いまだ成らぬ完全環境都市であった。

「……驚おどろきました。ホント、スゴイ街です」

「嬉うれしい言葉だ。これは、現在の我われ々われが積み重ねた努力の成果ですからな」

　しかもそれらは、ネーデを創った古代のマオル族に依よる技術だけのものではないという。

　高い技術に、思考理論。『マオル族』という民族は、想像を超こえて成熟した民族であると、悠は感服した。

「ええと……その、話は変わってしまうのだけど、私も質問いいかしら」

　話が落ち着いたところで、シエルが控ひかえめに手を挙げる。

「貴方は。もちろん構いません。その問いは恐らくは、今後のことにも繫つながりましょう」

「……では。ガトゥムさんは、ここに来た外の人は私達が最初ではないと言ったわね。それって私達の他にも、地上からここに来た人達が居るってこと？」

　それは、先さき程ほど後へと回された問いかけだった。

　今後のことにも繫がる、と告げていたガトゥムは、深く頷いた。

「その通り。『楽園』の伝説を確かめるために『アーク』へ乗った者は少ないながらもいる、そうですな」

「ええ」

「だが、アークへ乗り込んだ者は生きた証さえ帰ってこない──その理由は、二つ。一つは、ここへ生きて辿り着いた者が存在するからです。此方こちらに残るため、帰らない。単純な理由ですな」

　生存者がいる。その言葉に、シエルの顔が綻ほころぶ。

　……知り合いがかつて『アーク』に挑いどんだと、シエルは言っていた。

　シエルは一人で活動していた冒ぼう険けん者だが、仲間はおらずとも友は居た。友人が生きている可能性が浮ふ上じようしたからだ。

　しかし、シエルは一いつ瞬しゆんで表情を曇くもらせた。生きて辿り着いた者が『存在する』。その言は、それが少数派であることを示し唆さしていたからだ。

「と、言うのは──」

「あまり多くはありません。数人で集まって此方へ来るのが基本だと聞きますが、毎回此方へやってくるのは多くて二人。一人も居ない──ということの方が多いと言っていいでしょう。そうして『アーク』で亡くなった者達を埋まい葬そうしたり、ネーデが停てい泊はくしている間に痕跡を消すのが我々というわけです。ヒトとモノ、何の痕跡も残らない二つ目の理由が、これですな」

「そう、ですか。……ありがとうございます」

　果たして、シエルの思案はその通りであった。

　居ないこともない──くらいに考えておく方がいいのだろう。

　自分の感情に見切りをつけたシエルが、表情に影かげを落とすのを見て、カティアがそっと肩かたに手を寄せる。

「ん、ありがとう、大だい丈じよう夫ぶ。じゃあ、痕跡を消すことの意味は？　かえって不思議に思われると思うのですが」

「我々やネーデの存在を隠いん匿とくするためですな。時折日誌などにアークの調査状じよう況きようを記す者もおりますので──最後の意思や言葉を我々の手で隠かくすことには心が痛みますが、こればかりは過去の『教訓』とさせてもらっております」

　冒険者として、死んでも何かを残せれば、という者は多い。

　そんな人達の最後の言葉を隠すのは心苦しい、と語るガトゥムに、シエルは小さく息を吐はき出して、表情を緩めた。

「亡くなった冒険者を埋葬してくれたこと、冒険者として礼を言います。危険な場所に挑んで帰ってこなかった人達は、埋葬さえされないのが殆ほとんどですから」

「此方としても救われる思いです。他に、なにか質問はありますか？」

「では、わたしがいいでしょうか」

　次に手を挙げたのは、アリシアだ。

　頷きが返ったことを確認すると、眼めを少しだけキリリとさせて、言う。

「ぶしつけですが、生きてネーデにたどりついた人がかえらないのはなぜですか。しゅっこくせいげんのようなものがそんざいするのでは？」

「特にそのようなものは設けていません。……単純な話、帰れないのでしょう。貴方達の様に活力に満ちている人達は初めてです。……生きて辿り着いた者も、取り返しのつかない怪け我がをしているのが殆どなのですよ。その状態でもう一度『アーク』で生き抜ぬくのは、非常に難しいでしょう。現在は街に馴な染じんでくれたと思っていますが、もしも帰ることを望まれた際も、我々が引き止めることはないとお伝えしておきましょう。『ネーデ』の存在が地上の人々に明らかになるのは避さけたいですが、人の意思を捻じ曲げるというのは、我々も好みません。当然、口頭で約束をするくらいはさせてもらいますが」

　アリシアが気になっていたのは、ネーデに辿り着いた者が何な故ぜ帰らないか、ということ。

　ネーデの情報を持ち帰れば、それだけでも後に語り継つがれるほどの名めい誉よを手にすることが出来るだろう。しかし、ネーデの人々がそれをよしとするはずはない。

　ならば強い統制や制約が付属してしかるべき、というのがアリシアの考えだった。

　が、返ってきたのは気が抜けるような緩い待たい遇ぐうだ。これも、マオルの精神性の一つだった。根本的に人が善であることを前提としているのだ。

　……だからこそ、星の外まで逐われている、というのもあるのだろう。尤も、この点においてはそんなことをしなくても出ていくに行けないという理由があるようだが。

　マオル族に対する、なんとも言えない感情──こんなスタンスで大丈夫なのかという思いと、何かあったら自分達で守る手助けをしなければとかが交じった──を抱いだく悠。

　皆みなも同じような思いだったのか、アリシアの質問を機に、空気が停てい滞たいする。このまま質疑応答も終わりだろうか。そんな雰囲気になりつつある時だった。

「最後に、一つ。私からいいですか？」

「いいとも、クララ」

　最後にと前置きをしてから、クララが言う。

　ガトゥムはクララの名を呼んで応えた。

「地上にも、マオル族の人達はまだいると思いますか？」

　席を立ちかけていたガトゥムは、腰こしを下ろし、口角を上げる。

「ああ、きっと。過去、ここへ辿り着いた者も何人かいる。良ければ、話を聞けるように取り計らおう」

　ガトゥムの言葉に、クララはぱっと笑みを浮うかべる。

　横目でそれを見ながら、悠は優やさしく微笑んだ。

「どの道、君達も六ヶ月ほどは滞たい在ざいするのだろう。その間、この建物を宿として使うといい。ここは君達のような客人用の一時的な住居として使われている建物だ。もしもネーデに移住したいというのならば取り計らうが、その話はまた今度の機会にしよう。友人達も、今日のところは休むといいでしょう。『アーク』の生活は疲つかれたでしょうからな」

　食材はそちらに入っている──と伝えると、ガトゥムは今度こそ立ち上がって、配下の男性を伴ともなってドアへと向かっていく。

「改めて──ようこそ、ヘレムに。君達の長い旅路を、祝福する」

　見返る笑顔を前に向き直すと、ガトゥム達は宿しゆく泊はく施し設せつを後にした。

　残された悠達はたっぷりと沈ちん黙もくの時間を過ごしたあと、一いつ斉せいに大きな息を吐いた。

「なんというか……」

「まだ夢見心ごこ地ちというか、現実感ねえよなあ」

　クララは苦笑い、シエルは無表情で──各々表情は違ちがえど、悠の言葉には同時に頷うなずいた。

　天の大陸、白しら壁かべの街。ここに来て、悠達は自分達が置かれている場所がどれほど非現実的な光景であるかを実感したのだ。

　加えて、ガトゥムから齎もたらされた数々の情報の大きさに、頭がパンク気味になっているのだ。

　思考の緊きん急きゆう停止に、骨の髄ずいからじんわりとした興奮がやってくる。平たく言えば、落ち着かなかった。

「ヘレム、か。アークの中央部もそうだったが、ここは更に高い技術で造られたのを感じるな」

「細かい魔ま法ほう技術はわからないけど、その使い方がすげーよ。……俺が住んでた場所でも、こんなに凄すごい場所はなかったぞ」

「ユウさんのいたというところは色々なものがしんぽしているとかんじていましたが。ここはそれ以上ですか」

「ああ！　さっき話してくれたこの街はこの街だけで多くの人が暮らしていけるってヤツ、俺の居たところじゃまだせいぜい実験段階ってカンジなんだぜ」

　だが当然、悪い気はしない。

　カティアやアリシアは生きつ粋すいの冒険者というわけではないが、それでも悠達と行動して冒険することそのものの楽しさや意義は知っている。

　地上の人が誰だれも見たことのない世界を目まの当たりにして、熱に浮かされていた。

　ずっとずっと進んだ魔法技術を、あるいは科学とは別の進化を遂とげた対極の技術を、それらを見て体験できることに、興奮を禁じ得ない。

「知り合いの冒険者はちょっと残念だけど、生きてる人もいるって言ってたわね」

「地上にもマオル族がまだいるかも、って！　……なんだかホント、夢みたい」

　その上、クララやシエルにとっては嬉うれしい情報もあった。

　ひょっとしたら、というニュアンスも含ふくまれるものの、それは確かな希望だ。

　旅の末に何かを摑つかむ──それは、冒険者に限らない、人が生きていく目的そのものだろう。

　悠達が『楽園』での旅で摑んだものは大きく──この旅の成功は、胸の内に太陽を宿したような熱さを感じさせていた。

　疲れているだろうとは言われたものの、実際のところアークの旅も後半はちゃんとした住居で過ごしていた悠達にとっては、それほどのものでもない。

　賑にぎやかな会話は、夜よる遅おそくまで続くのだった。








第二話　ヘレムの街









　ヘレムに到とう着ちやくした翌日。

　悠達は星空の下、明るい街を歩いていた。

　やはり空は黒いのに地上は明るいというちぐはぐさに違い和わ感かんを覚えつつも、今は興奮の方が勝まさり、はしゃいでいる。

「うおお……！　これがヘレムの街の商店街か……！」

「なんとも静かな街だな。露ろ店てんのたぐいもなく、随ずい分ぶんと洗練されている印象だ」

　そこはモイラス、地上の街とは違い、露店はない。それ故ゆえか静かではあるが、極きよく端たんに人が少ないわけではなく、人通りはそこそこといったようで、寂さびしい印象はない。

　この辺りで一番騒さわがしいのが悠達の一行であるのだが、周りのマオル族は彼らに、微笑ほほえましい視線を向けている。これらの視線はバカにしているわけではなく、自分達の文化に触ふれることで喜んでいる悠達を好ましく感じているものだ。

　比べず誇ほこる。どちらも素す晴ばらしいものとしながらも、自分達への称しよう賛さんは素直に喜ぶ。マオル族の人々の精神性は、非常に穏おだやかだ。

「でも、不思議だなあ。こんなに静かなのに、なんだか落ち着くよね。地上に居た頃ころは、こんなに静かな商店街とかに来たら何かあったのかなって思っちゃうけど」

「そう言われればそうね。……なんでかしら」

　人々の流れは足を止める要素の少ない通りにもかかわらず、緩ゆるやかである。落ち着いた人々の流れは、ヘレムの街にも柔やわらかな空気を満たしているように感じられる。

「見てください、あんなに高い場所にはしがかかっています」

「ホントだ！　よく見たら、立体的な街だなあ……」

　空気感だけではない、やはりその造形そのものも悠達の興味の対象だ。

　ビルと言っても差し支つかえがない高さの建築物に、それらを結ぶために中空を縦横無む尽じんに巡めぐる橋──歩道のビジュアルは、やはりせいぜいが二、三階建ての建築物しかない地上とは大きく違う。

　悠にとっても、クララ達にとっても、ここは『未来都市』であった。

　ここにはきっと、まだ想像も出来ないようなモノがたくさんあるのだろう。そう思えば、六ヶ月という期間も十分なものかわからない。

　再び『アーク』が巡ってくるまでの期間でヘレムを、あるいはネーデを探たん索さくし尽つくす。そう決めた悠達の最初の目標が──ヘレムの食文化に触れることだった。

「っと、それより順番に目的果たしてかなきゃな。なあシエル、本当にあっちの人捜さがさなくていいのか？」

「いいわ。こっちにいる限りは会おうと思えば会えるでしょうし。私も、ヘレムの食文化が気になるもの」

　悠にとっては、『食』というものは旅の一番の目的である。

　こちらに来て最初にすることがヘレムの食探訪とは、流石さすがの悠も「本当にいいのか？」と疑問に思ったものだが、まずはみんなが楽しめるものを、ということでクララ達からは賛同が得られている。

　いいというのならば悠に断る理由はない。

　そうして始まったのが今日という日であった。

「よーしじゃあ本格的な観光は後にして、一ひと先まず資金の確保と行くか！」

「まもののそざいをうりかいする文化がこちらにもあってよかったですね」

　何かを買うなら金がいる──その点は、此方こちらでもなんら変わりはない。

　幸い、此方でも魔ま物ものの素材などは需じゆ要ようがあるようだ。

　装そう飾しよく、武器、実用品。より進んだ魔法の技術を持つからこそ、マオルの人々にとっても力を宿す魔物の素材は宝なのである。

　まずは資金を得るべく、悠達は換かん金きん屋へ向かうのだった。




　　　　◆




「金、換かえてもらったけど、これどんくらいの価値なんだろうなあ」

「ふむ、流石にわからないな。が、硬こう貨かの量でいえばそれなりなんじゃないか？」

「見たところそれほど種類があるようにも見えないよね。そしたら結構な量なんじゃないかなあ」

　換金を済ませた悠達は再び街を歩く。

　怪かい鳥ちようの爪つめ、鰐わにの革──アークで戦った魔物の素材を渡わたした悠達は、重くなった財さい布ふの価値を推測し合う。

「換金屋さんも、初めて見る素材って言ってたから、高いか低いか極端になりそうね。これだけあれば、良い金額になってそうだけど」

　その中で、的を射ていたのはシエルの推測であった。

　実際に、悠達の財布はヘレムの中で最も重いものだと言っていいだろう。クララの言の通り通貨の種類は少なく、単純に多ければ多いほど金額が上がっていくからだ。

「ですがふしぎですね。アークのまもののそざいをはじめて見る、とは」

「言われりゃそうだな」

　しかしアークから来た冒ぼう険けん者が何人も住んでいるはずのこの街で、換金屋が悠達の持つ素材を初めて見るというのは少々おかしくも思える。

　が、これは少し考えれば当然の話。

「単純に外がい縁えん部ぶ以外の魔物を倒たおせた冒険者が居なかったんでしょう。外縁部の魔物だって手て練だれのパーティが全ぜん滅めつしかねない強さなのよ。それを狙ねらうワニや、中央部付近の大きな鳥なんて、普ふ通つうの冒険者じゃ逃にげることだってマトモに出来ないでしょうね」

　それらを狩かるレベルの冒険者が、ここまで現れなかったのだ。

　故に悠達の持ち込んだ素材は換金屋にとって『初めて見る』ものだった。

　強い魔物の素材である分当然質も良いので、今の悠達はちょっとした金持ちである。

「けどまあ、フツーに売ってるような食材くらい買えるだろ！　いやー、楽しみだな～」

　が、悠にとって重要なのは金の価値そのものではない。

　それで何が出来るか、ということだ。

「私も今回は特に楽しみだよ！　マオルのみんなは、何を食べてるのかな」

「学者でも興味を示しそうな内容だな。……実際、異世界？　異星？　の食材というのは、想像がつかない」

「豆のお茶をかんがえれば、きたいはできそうですが」

「ああアレ。美味おいしかったわね」

　そしてすっかりそんな楽しみを共有できるようになったのが、クララ達だ。

　まだ見ぬマオルの食材に思いを馳はせながら、歩く。

　最初はどこにしようか。悩なやみながら歩く悠達がやがて商店エリアの中でも最初にと選んだのが──

「やっぱ料理と言えば調味料だろ！　文化が一番出るのっつったらここしかない！」

　調味料の専門店であった。

　この世に食材は数あれど、料理の手法と味付けでその味は千変万化する。

　手法と調味料こそがその食文化の顔と言っても過言ではない。

　クララに読んでもらい、悠は調味料の意を示す看板を掲かかげた店へと足を踏ふみ入れる。

　調味料店の中は薄うす暗ぐらく、ひんやりとしている。ぼんやりとした照明はやはり魔ま力りよくをエネルギーとしたもので、熱を発していないようだ。

「いらっしゃいませ」

　カウンターのような──事実カウンターなのだろう──場所に立つ店員が、悠達の姿をみとめ、微笑を湛たたえて言う。

　店員の落ち着いた雰ふん囲い気きを見て、悠はふと地球に居た頃を思い出した。此方の世界にやってきてからというもの、店と言えば基本的に威い勢せいのよい人達ばかりが営んでいたからだ。

　穏やかな『いらっしゃいませ』は、日本の生活を匂におわせた。

　……と、悠は気づかぬ内に浮うかべていた笑みを消す。

「どうしたの？」

　クララが呼びかけるも、悠は応えない。

　──没ぼつ頭とうしているのだ。感じた『日本の匂い』は、店員の態度だけではない。

　鼻を擽くすぐる香かおりに、悠は神経を集中させつつも、店内を見回した。

　薄暗い内装、滑なめらかな壁かべ、それらはマオルの街では別段珍めずらしくない。

　ではこの場所に漂ただよう日本の『匂い』は何か？　単に雰囲気だけではない、確かに存在する香り。ならばその発信源はやはり『売り物』に光が当たる。

　調味料の店というだけあり、店の中には樽たるが並べられていた。ある場所では横よこ倒だおしになったものが並べられ、ある場所では縦にされたものが存在感を発している。

　香りは、正直に言えば様々なモノが混じって、一つ一つはわからない。

　だが悠には感じられた。鼻をつく独特なつんとした香り──そして、酸味を混じらせた膨ふくらみのある香りが。

「──まさか！」

　浮かんだ記き憶おくに落らく胆たんさせられないよう、自分に否定を下しながら、悠はカウンターへと歩み寄る。

　そんなことあるはずがない──言い聞かせながらも、期待を抑おさえきれずにいる。

「あの！　た、樽の中身、見せてもらってもいいですか？」

「え、ええ。勿もち論ろんです」

　総じて冷静なマオルの人さえ戦せん慄りつさせる勢いで詰つめ寄る悠。

　表面上で変わらないが、その声は気け圧おされ気味だ。

　それでも表立って表情を変えたり、取り乱したりしないのは流石プロと言ったところか。

　淀よどみのない動きで、コップのような容器を横倒しの樽に付けられた蛇じや口ぐちへとあてがう。

　横倒しの樽の中身は、液体のようだ。クララ達はわけのわからぬ悠の変へん貌ぼうに「まあいつものことか」と思いつつも、悠がここまでなる『調味料』の可能性に、その視線は興味深げに樽へと注がれている。

　なんだか変わったお客様達だ。『アーク』が接岸する時期なのでその関係のお客様だろうと思いながらも、店員は蛇口をひねった。

　この世界では珍しい、透とう明めいなコップ。中身がよく見えるそこに注がれたのは──

　さらりとした、黒い液体だった。

　砂さ漠ばくをさまよい歩いた遭そう難なん者が水を受け取る様に、悠は差し出された器を手に取る。

　液体は、薄うすく透すかせば単なる黒ではなく、美しい赤せつ褐かつ色しよくをしているとわかる。鼻を近づけてみれば、つんとするほど濃こい、しかしそれだけではない塩気と甘みを感じさせる複雑な深みをもった香りが鼻び孔こうを擽る──間ま違ちがいない、悠は拳こぶしを握にぎり込むように、力強く身を屈かがめた。

　そして──

「醬しよう油ゆだああっ！　なんで!?　いやでも間違いない……っ！」

　今まで溜ため込んでいたものを解き放つ様に、叫さけんだ。

　その剣けん幕まくに、店員がびくりと震ふるえるも、気にしない。気にしている暇ひまがない。

「ショウユ……!?　それがショウユなのか!?」

「ええっ！　ずっとユウが欲しがってた、あの!?　で、でもなんでマオルの街に……？」

　だがそれはクララ達も同じことだった。

　醬油──それは悠が時折語った、記憶の向こうの味。遠い遠いどこかにしかないと語られるその存在はクララ達にとっては伝説と相そう違いない。

　それが、まさかマオルの街にあるとは──悠には困こん惑わくと歓かん喜きが、クララ達にとっては伝説の街で伝説の調味料に出会った衝しよう撃げきが、それぞれの頭の中を支配していた。

「は、はい。今回の『寄港』でいらっしゃった方だとお見受けしますが、よくご存知ですね」

「うお……スイマセン、なんか盛り上がっちゃって。いえ、故郷に同じ調味料があったもので。そっちじゃマオルの人達も居なかったんですけど。……不思議なもんだな」

　あまりにも予想外だった出会いに、悠は気分が一周して落ち着いていた。

　色も香りも紛まぎれもなく醬油──実際には『醬油』と翻ほん訳やくされる極きわめて似た調味料なのだろうが、最も早はや悠にはどうでもいい。

　……だが、冷静に考えれば、ありえない話ではない。ガトゥムは昨日、豆が食の中心になっていると言っていた。ならば豆の加工品が食文化の中心になっていても、おかしなことではない。

「これがしょうゆですか。どくとくの、つよいかおりですね」

「そうね。なんだかとてもクセが強そうだけれど、これがユウの国ではポピュラーな調味料なんでしょ？」

「ああ！　ポピュラーすぎて、宇宙の街で見つかるなんて考えもしてなかったよ。このままだと匂いがキツく感じる人もいるかも知れないけど、料理すれば印象もガラッと変わると思うぜ！　楽しみにしといてくれ！」

　醬油があれば、きっと懐なつかしの味が再現できることだろう。新しい味の探求は悠が最も楽しみとすることの一つだが、それでも懐かしい味が無む性しように恋こいしくなるのはよくあることだ。それがもう二度と味わえない物と思っていたのなら、再会の喜びはひとしおだろう。

　適当な肉と野菜を醬油で雑に炒いためるだけでも、二度と会えないはずの家庭の味が蘇よみがえるだろう。

　それだけ魂たましいの源流に近い味なのだ、醬油というのは。

　当然、此方の世界の食材に合わせて味を調ととのえれば、新たな味が生まれていくだろう。

　無限の可能性に想おもいを馳せれば、きっとそれだけでも一日考えていられるだろう。

「お料理がお好きなのですね」

「そりゃもう！　うっわー、マジテンション上がる！　何から作ろうかな！」

　まさかのスペース醬油の存在に悠のテンションはとどまるところを知らない。

　が、熱心さの甲か斐いもあって店員の瞳ひとみは柔やわらかく、優やさしい笑みを浮かべる様になっていた。

　しかし醬油を見つけてはしゃぐ悠だが、一つ大切なことを忘れている。

「でしたら、此方の中身も見ていかれませんか。新しい出会い、あるいはこれも貴方あなたに再会を感じさせるかもしれません」

　そう、店に入った際に気になった横倒しの樽と、立てられた樽──その、立っている樽の方をまだ確認していないのだ。

「忘れてた……！　是ぜ非ひお願いします！」

　ようやく興奮も落ち着いてきたがまだまだ夢見心ごこ地ちで、悠は店員の申し出に応える。

　次は一体どんな調味料に出会うことが出来るのか？　期待に胸を膨らませる悠は、店員が蓋ふたを開けた樽から光が漏もれるのを幻げん視しした。

　まるで、中には黄金がいっぱいに入っているような──勿論、それは幻想だ。

　だが悠にとっては手に入れるのが黄金よりも難しい、難しかったという時点で、それの価値は黄金に並ぶほどのものだった。

　──味み噌そ。そう、これもまた豆や小麦から造られる、日本人にとっては国民的な調味料の一つ。

「みっ味噌ォ～────ッ！」

　卒そつ倒とうしかねないばかり興奮にふらつきながらも、悠はその調味料の名を叫ぶ。

　その声に、店員はまたびくりと肩かたを震わせるのだった。








第三話　故郷の食しよく卓たくで









「全く、先さき程ほどは流石さすがに少し驚おどろいたぞ」

「ははは……いや面目ねえ。まさか味噌と醬油がまた味わえると思わなかったもんで」

　マオルの街の食材を手に入れ、悠達はガトゥムに貸し与あたえられた住居への帰路に就ついている。

　醬油と味噌に興奮し、振ふり切れたテンションで暴走していた悠も今は先程の自分を思い出しては苦笑いで冷や汗あせを浮かべるなど、冷静さを取り戻もどしている。

「でもここまでなるのは珍しいね。それだけ、嬉うれしかったんだよね」

「ン……まあ、そうだな。やっぱスゲー嬉しいよ」

　だが──そう。それほどまでに、嬉しかったのだ。

　海外へ出た人が日本の味が恋しくなって、というのはよく聞く話。二度と会えないと思っていた故郷の味に会えたというのは、食いしん坊ぼうの悠でなくとも感かん涙るいにむせぶはずだ。

「でもわたしもうれしいですよ。みなさんもそうでしょう」

「それを言われると、同意せざるをえないな。まさか本当に『ショウユ』に出会える日が来るとは思わなかった」

「見つかったのが伝説の街っていうのが出来てるわよね」

　しかし醬油の発見を喜んでいるのは悠だけではない。

　時には生きる糧かてとして、時には心を奮い立たせ、時には楽しみとして──様々な形で悠の料理に心身を満たされてきたクララ達もまた、悠がしみじみと語る醬油の存在を求めてきたのだ。この世界の果て、星空に浮かぶ伝説の街でそれが見つかったとあれば、期待もどんどん膨らんでいくというものだ。

「でも悪いな。クララなんか特に、食べ歩きとかにも興味あったんじゃないか？」

「ううん、確かにマオルの料理にも興味はあるけど──どっちかっていうとそれは興味だから。期待してるって意味では、やっぱりユウの料理が一番だよ！　もうマオルの街も見つかったんだもん、売ってるような料理は食べようと思えばいつでも食べられると思うから、ずうっと気になってたユウの料理が早く食べたいなって！」

　外れはない、という安心感は絶対だ。そこまで信しん頼らいされていることに嬉しくなりつつ、悠はその腕うでを振るう意い欲よくを高める。

「オッケー！　手を抜ぬいたことはねえけど、今日はもっと頑がん張ばるからな！」

　やる気を込めて、ぐっと力こぶを出すようなポーズをして見せて、にかっと笑う悠。

　だがその瞳の奥には、ふとした感心があった。

「（いつの間にか力こぶなんか出来るようになったんだな。……昔はこんな風にやってもちょっと膨れる程度だったんだけど、わかんねえもんだ）」

　身体能力の大部分を魔ま力りよくで補うこの世界の人々とは違ちがい、悠の身体能力は『食』の力と筋力、僅わずかな魔力のハイブリッドだ。それ故ゆえに、悠の身体からだはこの中でも一番変化が大きい。

　気がつけば、悠の身体は細く絞しぼられた筋肉で覆おおわれていた。改めて見ることのなかった変化に、何な故ぜだか今いま更さらながら『遠くに』来たという実感が湧わいてくる。

　地球ではないこの世界に来て、自分は変わった。だからこそ、変わらないモノが、懐かしい味が恋しくなるのかもしれない。

　折角、そんな昔を懐かしむ機会が得られたのだ。今日は腕によりをかけよう。

　開く自動ドアをくぐり、買い込んだ食材を整理していく。冷蔵庫のようなモノは地上にもあったが、洗練されたデザインが昔むかし懐なつかしい地球を思い起こさせる。

　最さい新しん鋭えいの道具を見て懐かしさを感じる不思議に、悠は笑みを浮うかべた。

　雑談などしつつ、備び蓄ちく食料のあまりの『白銀米』を炊たく。

　吸水の時間を雑談などして過ごすと、どうやらそろそろ良い具合。

「よし、じゃあ今日は──『丼どんぶり』行ってみようか！　煮にても炒めても美味うまい醬油だけど、最初は生の醬油を味わってもらおうと思う」

　キッチンに立って気を引き締しめると、悠は今日の献こん立だてを宣言した。

　かつて台地の頂上で食べた『丼』。多た岐きにわたるそれの中でも、今日は醬油がなければ成り立たない海かい鮮せん丼どんを選せん択たくしたようだ。

「生の？　っていうと……」

　生の醬油と相性抜ばつ群ぐんの丼──といえば、多くの人はこれを連想するのではないだろうか。

「海鮮丼だ！　……いや、宇宙の水場を何ていうのかはわからないけどな」

　海鮮丼。即すなわち、生魚を使った丼である。

　かつては生の魚に抵てい抗こう感かんを持っていたクララ達も、その言葉にはぱっと表情を明るくする。

　悠が醬油を語る際に欠かせなかったのが、魚という存在である。山で、奇き妙みようなことに砂漠で、浮うき島しまで魚を食べるたび悠が想った組み合わせ。それがついにベールを脱ぬぐ時が来たのだ。

「と、ついでに味み噌そ汁しるでも作るか。ああ、まさに日本の食事って感じだ……」

　そしてもう一品、味噌汁。

　今回の具は海かい藻そうのみとシンプルだが、魚の骨やアラ等を使用してダシを取るつもりだ。使っている材料的にはアラ汁とでも言うべきなのかもしれないが、そこは悠が少しでも昔の日常気分を味わってみたかったからだ。

　とはいえ──

「……しかし、これもすげえ魚だよなあ。妙みように宇宙的っつうかなんつうか……『混こん沌とん魚ぎよ』とかって名前だっけ？」

「きれい……とは言えませんね。どくどくしいかがやきです」

　今回の昼食の主しゆ軸じくとなる魚が、どうしても日常感を味わわせてくれないのだが。

　混沌魚。そう呼ばれた魚の外見は、一言で言って『レインボー』。それに尽つきた。

　フォルムそのものは鯵あじなどにもよく見られる流線形なのだが、その色がとにかくスゴい。混沌の名にふさわしく、体表の色は見る角度によって無限に変化する。赤や青、黄色にはたまた緑やとんでもないのは紫むらさき等──とても食しよく欲よくをそそる見た目ではないものの、味は保証するというのが魚屋さんの言だ。

　なんでも、この色はあらゆる属性の魔力が集まるネーデの土地の力を存分に取り込んで育ったから……ということらしい。

　それって余計に大だい丈じよう夫ぶなのかと思った悠だが『食』の力は安全であることを示すばかりか、興味をグングンと引いてくる。

　どうしても生の魚と醬しよう油ゆという組み合わせが食べたかった悠は、近辺で捕れる──刺さし身みにできるほど新しん鮮せんな魚がこの混沌魚だけだったということもあり、購こう入にゆうに踏ふみ切ったわけだ。

　とはいえ──

「皮を剝はげば、身は綺き麗れいなものね」

「アークの鰐わにもそうだったな。美しいピンク色……脂あぶらのノリが実にそそる」

　皮一枚の下は普ふ通つうの肉とさほど変わらない──というのが基本的な生き物の構造だ。

　皮の下の肉は、言う通り脂の乗った桜色。てらっとした皮下脂し肪ぼうが艶なまかしく、なんとも期待を搔かき立てる。

　悠のナイフは滑なめらかに、素す早ばやく混沌魚の身と骨を切り分けていった。音もなく滑すべるナイフに、クララ達の歓かん声せいが響ひびく。

　むず痒がゆくも慣れたこともあり、悠の手は止まらない。

　あっという間に刺身の状態になった混沌魚の身は、滑らかな断面に薄うすい油の膜まくがコーティングされており、なんとも美しい。

「申し訳ない、少しお邪じや魔まを──と、これは。料理の最中でしたか」

　さあ刺身を御ご飯はんの上に。今回のクライマックスとも言える瞬しゆん間かんに、ふとそんな声が聞こえる。

　突とつ然ぜんの声にドアの方へと視線をやると、そこにはガトゥムが居た。

「間が悪かったかな。出直しましょうか」

「あー、むしろグッドタイミング？　良ければ一いつ緒しよに食べていきませんか？」

　出直すという言葉を聞くと、様子を見に来ただけではないようだ。

　ガトゥムから自分達へ用事があることを感じると、悠はどうせなら今話してしまえばいいという考えも込めて、ガトゥムを食事へと招く。

「む、それは嬉しいお誘さそいですが、しかし悪くはありませんか」

「いえいえ。量には余よ裕ゆうありますし、また訪ねてきてもらうのもナンですから」

「ユウの料理はとても美味おいしいんですよ！　ガトゥムさんも是非食べてみてくださいっ」

　遠えん慮りよから一度は断るガトゥムだったが、悠とクララによる波状攻こう撃げきで、ガトゥムは揺ゆらいでいるようだ。

　食事そのものへの興味よりも、招待を断ることを非礼と考えているのだろう、わずかに逡しゆん巡じゆんしてからガトゥムは頷うなずく。

「わかりました。私も、地上の食文化には興味がある。ご一緒させていただきましょう」

「わっ！　やった！　ありがとうございます！」

「ユウの料理は地上ともまた違うものですが、味は保証しますよ」

　喋しやべり方や、客人の応対を任されているということからも予想出来るが、ガトゥムは真面目な性格のようだ。

　結局断りきれず、あれよあれよという間に席へと着かされる。

「……ふむ、良い匂においですな。これは味み噌そ汁しる……？　だが、我われ々われのものとも違う香かおりだ。これは、ユウ殿どのの生国の料理なのですか？」

「あ、やっぱこっちにも味噌汁あるんスね。そうですそうです、味噌とか久しぶりに見たんで、懐なつかしくなっちゃって。香りが違うのは、ダシの違いですかね？」

　が、異文化の味が気になるというのも本当らしい。

　芳かんばしく、強きよう烈れつな魚のダシを感じさせる味噌汁の匂いに、ガトゥムは控ひかえめに鼻を鳴らしている。

　味噌があるのだ、やはり味噌汁もあるのか。異界の地が自分の生地と同じ文化の発展を遂とげていたことに嬉しさを感じる。

　しかし──

「……？　ダシ、とはなんでしょうか」

　この世界ではまだ足を踏み入れていない場所もある。

「えっ、いや味噌汁作る時ってダシとったり、入れたりしません？」

「ふむ？　その分ではダシという食材そのものがあるわけではないのですか。ええ、我々の文化にはまだその『ダシ』というものはありませんな」

　味噌はある、醬油はある──だが、まだこの国には『出だ汁し』の概がい念ねんがない。

　とはいえそれ自体はおかしいということもない。日本においても、明確に出汁という技法が生まれたのは味噌の後という考えもある。

　悠がここにやってきたのが、その空白の期間だったというだけだ。

「なんていうか、色んな物を煮出した汁なんですけど。旨うま味みとかを抽ちゆう出しゆつして、料理に風味とかを足すためのスープって感じですかね？」

「ほう……！　なるほど、勉強になる。これは実食の方も楽しみです」

　うまい説明ができないもどかしさを感じつつも、悠はガトゥムに出汁の概念を説明する。

　ガトゥムは悠の説明を熱心に聞いており、悠もやはり自分の話を真面目に咀そ嚼しやくするガトゥムの様子には好感を持つ。

　クララ達もまた、かつて自分達が悠の話を聞いて同じような反応をするガトゥムを微笑ほほえましく見守っていた。

「さて、そんな話をしていたら出来ましたよっと！　今日は混沌魚の海鮮丼と、味噌汁だ！」

　ガトゥムが来た頃ころにはもう八割がた完成していたこともあり、昼食の準備はすぐに完成する。

　配はい膳ぜんしていくにつれ目が輝かがやいていくクララやアリシア──と、困こん惑わくするガトゥム。

「……失礼、魚が生のままのようですが」

「あっ」

　しかし、悠は失念していた。この世界ではまだ、魚や肉の生食が一いつ般ぱん的てきではないことを。

　冷蔵庫に代わるものや、醬油の存在などから当たり前にその存在を結びつけていたが、技術の発展しているネーデにおいてもまだ生食は禁きん忌きのままであるらしい。

「これで完成……なのでしょうか？」

「まあその、そうなんですよ。一応弁明させてもらうと俺って『食』の能力があるんで、アレルギーとかじゃなきゃ百パー大丈夫って保証できるんですけど……あー、理り屈くつとか説明させてもらっても？」

　ノリノリで、食事に招いて生魚を出す──というのは、この世界においては好ましくないことだろう。

　ガトゥムも悠が悪気を持っていないことはわかっている様子だが、その顔にはありありとクララへの哀あわれみ。悪く言えばこんな食生活を送ってきたのかという同情のようなものが見て取れる。

　だが──

「絶対大丈夫です！　悠の能力はとってもすごくて、料理はとっても美味しいんです。ウソだと思うなら、ミソシルの方からでも一口食べてみてくださいっ！」

　身を乗り出すほどに、クララは語調を強めてそう詰つめ寄る。

　怒おこっている、というわけではないが、その剣けん幕まくは見る者によっては怒いかりに見えても仕方がないもの。それでもクララが『怒る』ということはこの場の者には想像しづらかった。

　どちらかと言えば、悲しい。信じているものを貶おとしめられた、というほどではないにせよ、否定的な意見を耳にして辛つらいという色の表情だ。

　ガトゥムも、一日前にたっぷりと時間をとって悠達と話したからか、クララの表情の意味には気づく。

「……申し訳ない。我々の理念にも反する言葉でした。では──味噌汁からになりますが、一口頂いても？」

「ど、どうぞどうぞ！　でも無理はしないでくださいね」

　頭を下げるガトゥムに、身み振ぶりでそんなことはしないようにと否定しつつ、同時に無理もしないよう勧すすめる。

　視線の集まる中、湯気の立つ器うつわに口をつけるガトゥム──

　味噌の優やさしい慣れた味が染しみ渡わたる。だがそれだけではない。波立つ──本物を知らぬ──海を想起させる、激しい風味。出汁が味噌の味を引き立て、海産系の出汁の与あたえる深みがその懐ふところの深さがまた得も言われぬ感覚を生む。

「……美味うまい。圧あつ倒とう的てきに。日常の味が少しの手間で、これほどまでにハイレベルに変化するのか……」

　美辞麗れい句くではない、心の底からの声が、温まった息に乗ってゆっくりと吐はき出された。

「やった！　ユウの料理、美味しいでしょう？」

　何な故ぜか一番嬉うれしそうなクララに、ガトゥムは夢見心ごこ地ちで頷いた。

「美味しかったからって安全ってわけじゃないんだけど……少なくとも、私達はユウの料理を信しん頼らいしていて、安全だっていうのもウソじゃないって思ってるんです。ガトゥムさんにもユウを信じてとは言えないけど、私達はもうユウの料理を怖こわいって思わないから……楽しくて、美味しくて、元気が出る料理だって思ってるんです」

　だから──とはあえて続けなかった言葉に、ガトゥムは頷いた。

　これが、長い旅の楽しみであり支えになってきたのだろう。一口の深みは、不思議なほどの説得感を持って、クララ達の旅路を思い起こさせた。

「重ねて、謝罪しましょう。申し訳なかった。貴方あなたの料理は、本当に素晴らしいものだ」

「あ……ハイ。なんか、そうやって言われるとテレますけど……ありがとうございます」

　クララの言葉と悠の料理に敬意を払はらって、ガトゥムは頭を下げる。

　悠も生魚がこの世界でどう扱あつかわれるか知っているため、それほど気にしているわけではなかったが、その謝罪を否定する方がガトゥムの真しん摯しな態度に対して失礼だろう。そう思い、正さなかった。

「此方こちらの海かい鮮せんドンも、頂いてよろしいでしょうか？」

「そ、そりゃ是ぜ非ひ！」

　ガトゥムの言葉に、悠達は沸わき立つ。

　自分のルーツを、自分達の信じるものを否定されるのが悲しい様に、文化の違ちがいを乗り越こえて歩み寄ってくれるというのは嬉しいものだ。

　明るくなった空気に悠が「いただきます」の宣言をすると、また一つガトゥムは意外そうで、納なつ得とくをする様に息を漏もらした。

「んん、美味しいっ！」

「ぷりぷり食感と濃のう厚こうな脂の味！　そして驚おどろくほどに臭くさみがないな！」

「ショウユがうまく隠かくしているのかしら。……ううん、それだけじゃない、これはむしろ引き立てあっている？」

「おみせでかいだショウユのかおりのいがらっぽいぶぶんがかんじられないようになってます……！　きひんのあるこうばしさが魚のくさみをおさえ、おこめのあまみを引き出しています！」

　一気に賑にぎやかさを増した食しよく卓たくには、喜びの声が行き交かっている。

　だがやはり、今日一番喜んでいる者と言えば──

「うおお……！　醬しよう油ゆ！　刺さし身み！　味み噌そ汁しるッ！　まさかまた食えるなんて……！」

　二度と会えないはずの味に再会することが出来た、悠にほかならないだろう。

　涙なみだまでにじませて食べる海かい鮮せん丼どんの味は、新しい体験をしたクララ達よりもなお大きな感動で打ち震ふるえている。

　そんな悠を見て微笑むクララ達と──一行を見て、笑みを浮うかべるガトゥム。

「よい友人関係ですな」

「あ、ごめんなさい、騒さわがしくて……」

「いや、謝ることはない。同どう胞ほうが──クララ、君が心の底から彼らに受け入れられているようで、そして君が心の底から彼らを信頼しているのが感じられて、私は嬉しい」

　ガトゥムの言葉は、さほどの抑よく揚ようを感じさせない穏おだやかなものだったが、温かだった。

　クララの目め頭がしらが熱くなる。色々な種類の嬉しさが交ざって、溢あふれそうになった。

　気持ちを零こぼさない様に瞑つぶった瞳ひとみは、輝く虹にじのような曲線。

「はいっ！」

　思い切りの笑顔で、クララはそう答えた。

「ユウ殿も──本当に、素す晴ばらしい食事でした。これほどのものを惜おしまずに分け与えられるのは、素晴らしいことだと思う」

「い、いやいや！　そんな大げさな……フツーに売ってるものを料理すれば良いんだから、大したことじゃないでしょう。まあここじゃないと買えないって意味じゃ醬油とかは貴重ったら貴重なんですけど……」

「謙けん遜そんなされるな。少なくとも私はこれ以上の食事というものは想像が出来ません。とはいえそれは主題ではない。……貴方の様な方がいたからこそ、クララはここまで来られたのだと、実感しました」

「ええ……？　いや、俺は──」

　予想以上の反応に、今度こそそれは違うと反論しようとする悠だが──当のクララが、悠へ向けて首を振ふっている。それを、否定しないで、と。

「……俺だけでも、無理だったと思うんスけどね。ただまあ──メシはみんなで食った方が美味いっていうのが、モットーですから」

　だから悠は、そこだけを付け足した。

　ふてくされているようにも見える、照れた悠を茶化すこともせず、ガトゥムは満足げに頷うなずいた。

　これならば。小さな呟つぶやきが聞こえると、ガトゥムは真正面から悠を見つめる。生き真ま面じ目めさが伝わってくる揺ゆれのない眼光に、思わず悠も態度を正す。

「もうじきアークは出航してしまいますが、ユウ殿どの達はしばらくヘレムに滞たい在ざいなされるので？」

「そのつもりです。あー、後で色々聞きたいんですがいいですかね」

「それはよかった。用事の一つは此方での過ごし方などについての説明でしたので。本来ならばもう一つの用事を先に済ませようと思っていたのですが──少し前後してしまいますが、此方での過ごし方についてお話しさせて頂いても？」

「大だい丈じよう夫ぶです。むしろありがたいかも」

　悠への質問、そして返ってきた答えを聞くと、ガトゥムはまた頷く。

「では、まず滞在費のことですが、此方はある程度は支給されます。日常生活を送るにはこれだけでも問題ないでしょう。より多くの嗜し好こう品ひんや物産が欲しい場合は、地上の物や魔ま物ものの素材などを金銭と交こう換かんされると良いでしょう。宿しゆく泊はく施し設せつは此方をそのままお使いください。アークがもう一ひと巡めぐりしてくるまでは、貴方達の他に外の人が来ることもないのでお気になさらず。此方は綺き麗れいに使っていただければ、対価を要求することもありません──と、ここからがお話の肝きもなのですが」

　ヘレムでの滞在に関する話を聞かされ、その予想以上の好こう待たい遇ぐうに驚く悠達。

　だがガトゥムは話の肝と前置きをして、息を継つぐ。

「良ければ滞在中、我われ々われにユウ殿の料理の技法を教えていただきたい。無論、無理にとも只ただでともいいません。お教えいただけるのならば、相応の対価をお支し払はらいしましょう」

　それは提案だった。

　料理を教わる代わりに、対価を支払う──単純な話だ。

　だがそこに気軽さはなく、射い抜ぬくような真面目な視線が悠から離はなれずにいる。

　どうやら、ちょっとした料理教室というモノでもないようだ。思わぬ展開に、たじろぐ悠。

「ちょ、ちょっと待ってください。俺の料理って所しよ詮せん趣しゆ味みくらいのもんすよ!?　適当でやってる部分も多いし、そんな金もらって教えるほどのもんじゃないです。軽く伝えるくらいならタダでもやりますから……！」

　人様に教えるほどのものではない。そこそこ料理の腕うでには自信があるが、それは飽あくまでも趣しゆ味みとしてのもので、料理教室を開けるようなものかと言えば否いなだろう。

「そういうわけにはいきません。価値には正当な対価を。それが当たり前というモノです。たとえ『かけら』だとしても貴方の技術と知識には非常に高い希少性と価値がある。現在の我々に必要な知識を相応の対価で受け取る、それだけの話です」

　しかし、行き詰づまった何かを軽い助言の一つが大きく推おし進めることもある様に、優すぐれた知識というのはその一いつ片ぺんでさえも大きな力を持つ。

　ガトゥムは、マオル族が地上と比べ進んだ技術を持つが故ゆえに、知識の持つ価値に対しては譲ゆずる気はなかった。

「我々は地上の人々に比べ、優れた技術を持っていると、自負しています。それは数百年、数千年にわたり穏やかな世界を目指して研けん鑽さんを積んできたからこそ。……しかし、それ故に他の文化が未発達であることも事実です。日々を穏やかに暮らす余よ裕ゆうを手に入れ、ようやく我々は料理や音楽などの豊かさを学び始めましたが、それはごく最近のこと。まだまだ我々の『文化』は未熟だ」

　それは、決して大げさなことではない。

　言われてみればと、悠にも思い当たる節はあった。ヘレムに辿たどり着いた悠が最初に感じたのはいわゆる『ＳＦ』的な完成度、そして合理性だ。極限まで無む駄だのない『機能』に特化した街というのは、生物的な感情の介かい在ざいしない──無機質であるとも言い換かえることが出来た。

「ユウ殿の味み噌そ汁しるには、それを痛感させられました。ただ味噌を溶といた水に具を入れただけの我々のそれとは違い、旨うま味みを煮に出した『ダシ』を作り加えるという一手間。それは正しく、豊かさの表れです。これから文化を発展させていく我々にとって、その知識はかけらでさえも大きく物事を推し進める賢けん者じやの石が如ごとき存在だ。どうか、その知識を我々に分け与えてはもらえないでしょうか」

　だからその知識が必要なのだと、ガトゥムは再び頭を下げる。

　大真面目に言われ、悠は混乱している──が、真摯さは伝わった。

　それに、言っていることはわかる。何より料理の一手間を豊かさと表現するのは、悠の心に大きく響ひびいた。

「……わかりました。それが、手伝いになるって言うなら、必要だって言うなら喜んでやります。報ほう酬しゆうとかっていうのはまだちょっと重いけど、そう言われて嬉しいってのはありますし」

　これほどの文明を築いた人々に、自分のルーツである国の技術を──先人達が積み上げてきたものをこうまで言われると、やはり嬉しい。

　文化を築く、その手伝いが出来るのならば、悠としても誇ほこり高いというものだ。

「引き受けてくださいますか。……誠に、ありがたい。他にも我々が力になれることがあれば、なんなりとお申し付けください。クララをこの地まで連れてきてくださったことといい、悠殿どの達は我々の恩人です」

　差し出された手を握にぎり交わす。

　本当に真面目な人達だ、と思いつつ、不思議な温かみに悠は微笑ほほえんだ。

　しばらく友好を確かめてから手を離す。

「さて、ではもう一つの話をしましょうか。此方こちらはクララへの確認が目的なのですが」

「私ですか？」

　そうすると、気分と同時に話を切り替かえるガトゥム。

　淡たん白ぱくな切り替えの早さに、妙みような面おも白しろさを感じて、くすりと鼻を鳴らしてしまう。

　が、どうやら真面目な話らしいことを感じると、悠は姿勢を正す。

「実は、君に会いたいという人がいる。地上から此方へやってきたマオルの者なのだが、地上に姉を残して来たそうでね。其その者は既すでに四十を超えている。年ねん齢れい的てきにも時期的にも、関係者である可能性は低いと思うのだが、彼女の心の決着のためにも、一度顔を合わせてやってはくれないだろうか」

　地上からやってきたマオル族──自分とも似た境きよう遇ぐうの人物の存在に、クララは息を吞のんだ。

　姉を残してきた四十代の……確かにガトゥムの言う通り、クララとの関係性は薄うすそうだと悠は思う。

「その人が会いたいって言ってるなら、私は大丈夫ですよ。きっとその人も、色々な思いがあってここに来たんでしょうし、私に会いたいって言うのも、その人にとって大切な意味があるんだと思います」

　それでも、会わない理由にはならない。

　極きよつ圏けんで見てきたマオルの絶望が、そうさせた。それがその人にとっての救いになる可能性が少しでもあるのならば会いたいと、そう思う。

「君ならそう言ってくれると思っていた。では、そうだな。また明日にでも訪ねてきていいだろうか？」

「はい！」

「ありがとう。では、皆みなさんも正午に此方にいてもらっても良いでしょうか？」

「大丈夫ッスよ。時間ちゃんと見ときます」

「助かります」

　昼夜のないネーデで「昼」に約束をすることに、不思議な高こう揚よう感かんを覚えつつ、承しよう諾だくする。

　見れば、クララの表情からもわずかに興奮が伝わってくるが、これは地上から来たマオル族という自分と同じ立場にいる人と会えるからだろう。

　挨あい拶さつをして去っていくガトゥムを見送って、悠達はガトゥムがいなくなって空いたぶんのスペースを詰つめる。

「地上から来たマオル族、か。クララ以外にもいたのだな」

「苦労したでしょうね。アルパが居たあの時じゃ、中央の施し設せつは使えなかったでしょうし」

　自然と話題に上るのは、明日会うであろう地上から来たマオル族のことだ。

　自分達でも相当苦労し──少なくとも悠がいなければここまで来ることは出来なかっただろうと考えているカティアやシエルにとっては、その道のりの困難さが思い起こされる。

　凄すご腕うでの冒ぼう険けん者しやなのか？　あるいは、より優れた魔ま法ほうの力があるのか。

　冒険者としての観点から、戦いの技術について話すカティア達は、楽しげだ。

「……どうしましたか、クララさん」

「あ……うん、やっぱりどんな人かなって気になって」

「そのわりには、うかないかおですが」

　一方で『同じひと』を思うクララの表情は複雑だった。ワクワクしている──しかし、緊きん張ちよう？　いいや、心配を感じさせる、喜びきれない表情。

「うん、ユウやみんなが居ても、大変な道のりだったと思うから。その人もここまで本当に苦労したんだろうなあっていうのがやっぱりあって──そんなに大変な思いをしても、思い残すことがあったんだなって。地上にもまだ大変な思いをするマオル族の人達がいるんだなって考えたら、ちょっとね」

　それはここへ来た『同じひと』だけではなく、地上にいるであろうマオル族の人達への思いだ。

　ここが幸せな場所だからこそ、地上に残された人のことを思うと少しだけ寂さびしくなる。

　しんみりとした感情の吐と露ろに、静けさが訪れる。

　だが、それも僅わずかなこと。

「だったら、下に戻もどった時にでも捜さがしてみようぜ。どうせ極きよつ圏けん巡めぐり自体は続けるんだから、一いつ緒しよに捜せば効率いいだろ？」

　悠は、当たり前にそう提案した。

　そんなのは何でもないと軽い調子で言うのは、一見して空気が読めていないかのようだ。そんな調子でも、クララ達の目にはそう映らない。

　無理難題を『やればいいじゃん』というのではない、出来るのだからやってみようと、提案する。

「ユウ……」

「あー……その。なんだ。まだまだみんなで色んなところに行きたいと思ってたからさ。当たり前みたいに言っちまったけど、平気だったか？　やっぱずっと捜してた場所だし、ここに残りたいっつーなら、尊重したいとも思ってんだけど……」

「そんなわけないよ！　私だって、みんなと一緒に旅をして──美味しいものを食べたいって、そう思ってるよ」

「ん、よかった」

　わざとらしい咳せき払ばらいでほっとした息を隠かくして、悠は顔に入れていた力を緩ゆるめた。

　カティア達がにやにやとしているところを見ると、カッコつけるんじゃなかったと後こう悔かいする。

　けれど、悠の気持ちがクララにはありがたい。

「いや、ちょっと気になってたんだよな。……まあ、これからもヨロシクってことで……」

「うんっ！」

　だから敢あえてそれを指し摘てきするようなことはしない。

　照れくさそうに差し出される手を力いっぱい握ると、悠は真っ赤になる。

　こんな時間が続けばいい──と、そう思うのならば、続けることにした。それだけの話。

　なんでもない時間をなんでもなく楽しむ悠達の時間は、過ぎていく。








第四話　遥はるか彼方かなたの故郷にて









　そわそわ。

　そわそわそわ。

　そんな擬ぎ音おんが見えそうなクララを見つつ、悠達は時々顔を見合わせて苦笑いしている。

　時計の針は、もうじき約束の時間になる。

　もしかしたら血けつ縁えん関係にある者かもしれない──ガトゥムがセッティングした出会いに、クララは今緊張の限界にあった。

　身を縮こまらせて、常に身体からだを動かしている。借りてきた猫ねこのようだなと思いつつ悠が席を立つと、クララは何かを訴うつたえかける様な視線で、すがってくる。

「お茶淹いれてくるよ。みんな飲むだろ？」

　温かいものを飲めば、ちょっとは落ち着くだろ。問う悠に、クララは控ひかえめに首しゆ肯こうを返す。

　いつも天真爛らん漫まん！　……という様なキャラではないにしろ、最近ではそれなりに活発になってきたクララがここまでになっているのを見ると、よほど緊張しているのだなと察することが出来る。

　悠は台所へと向かうと、ヘレムに来てからよく飲んでいる豆茶を淹れ始めた。

　素そ朴ぼくで優やさしい、甘い香かおりはその温かさと共に心まで温めてくれることだろう。

　……などと考えていると、ノックの音が響ひびく。

「約束の時間ですので、失礼する」

　どうやら、来たようだ。ぴゃ、と短く悲鳴を上げるクララの声に笑い声を漏もらして、悠は用意するコップの数を増やした。

　ついでに、茶ちや菓が子しも持っていこう。炒いった豆のかすかな塩気は、原料を同じとする豆茶とよく合うのだ。

　お茶の一式を揃そろえて盆ぼんにのせ、悠はリビングへと戻る。

　するとそこには──

　嗚お咽えつを漏らすクララと、同じく涙なみだを拭ぬぐう、見慣れぬ女性の姿があった。

　……どうやら、無関係な人だった、というわけでもないようだ。

　見るに、この出会いはきっとよいものだったのだろう。自然と柔やわらかい笑みを浮うかべて、悠はお茶を配はい膳ぜんしていく。

「どうぞ、豆茶です」

　どうやら、簡単な話でもないだろう。お茶でも飲みながら、時間をかけて話せばいい。

　折角ここまで来られたのだから、急ぐ必要なんてないのだ。

　クララの背を優しく叩たたいて、悠はクララの隣となりに座った。




　　　　◆




「へえ……じゃあ、ええと、テレサさんはクララの叔お母ばさんに当たる方なんですかね」

「おそらくはそうだと思います……クララさんは、姉の幼い頃ころに生き写しですから……」

　それから少しして。まだ眼めを赤く腫はらしながらも、テレサと名乗る中年の女性はぽつりぽつりと、事情を語り始めていた。

　クララも少し落ち着いたのだろう、鼻を鳴らしているが、気持ち自体は落ち着いているように見えた。

「姉と私は、かつて地上で暮らしていました。私達が若い頃は、まだマオル族という存在が希少な存在ながらも不思議な力を持つと知られており、同じ場所に長く留とどまることなく、各地を点々と移り住んでいたことを、覚えています」

　きっとそれはテレサにとって、辛つらい記き憶おくなのだろう。安住の地がなく追われ続ける生活は、悠には想像出来ない。だが自分も一歩間ま違ちがえばそうなっていたと考えると、決して他人事とは言えない。

「ですがある時、暫しばらく平へい穏おんが続いたのです。姉はその最中にある男性と結ばれ、そして子供を身ごもりました。……それが丁度、クララさんの生まれた頃のお話になるでしょう。追手もなく、男性も優しく、姉は幸せそうでした。いいえ、幸せだったと思います」

　クララが生まれた頃、というと十七年から十八年ほど前の話になるのだろう。

　幸せだった。そう、過去形で言葉を切ったのは、決して経過した時間だけがそうしたのではないだろう。

「ですが──丁度女の子が生まれた頃、長らく平和だった私達を、マオル族として狙ねらう者達が現れました。何分、急なことでした。私と姉はそこで別れることとなり、今まで会えていません。マオル族狩がりとも言われる、私達を狙う事件が増えた時期のことです。おそらくは、姉とその夫はもう、この世にはいないでしょう」

　語るにつれ、テレサは表情を沈しずませる。

　まだクララが、彼女の縁えん者じやであるということは、確実とは言えない。

　それでも、ほぼ間違いないだろうとは誰だれもが思っていた。だからこそ、その両親がこの世に居ないだろうという告白は、空気を重苦しいものへと変えていた。

　だが、クララは気き丈じように前を、テレサを見み据すえていた。テレサとクララの眼が合う。

「本当に、クララさんは姉と似ています。姉は短い髪かみ型がたを好みましたが、その長い御お髪ぐしをもってしてなお、生き写しと思えるほどに。……ここへ来たのは、自分の思い出への決着のためでした。マオル族が地上からヘレムにやってくるのは、本当に久しぶりのことです。……次にやってくる方々の中に、姉の姿がなければもう会うことはないのだと、そう考えていました。……やってきたマオルの者は、少女だと。そう聞いていたから、これで全てが終わると思っていました。しかし──」

　再び、テレサの眼から涙が落ちる。

「そこに居たのは、クララさんでした。ひと目見て、姉だと錯さつ覚かくし、二目見て、あの時の赤あかん坊ぼうなのだと、気が付きました。……本当に、ありがとうございます。姉が遺のこした子供を見ることが出来て──クララさんのお陰かげで、私は最も良い形で自分の思い出に決別が出来るのだと、そう思います」

　現実であることを確かめるように、テレサはクララの手を握にぎった。

　クララは──涙を浮かべながらも──微笑ほほえむ。その表情が姉に似ているとして、テレサは涙を流す。

「私も──テレサさんに会うことが出来て、良かったと思います。お母さんに会うことが出来なかったのは、やっぱり寂しいけれど──誰も知らない私の生まれを、両親の存在を保証してくれるのは、霧きりが晴れるような気持ちです」

　追い求めて得たそれは、ハッピーエンドだとは言えなかった。

　それでも、クララとテレサの邂かい逅こうは、お互たがいにとってかけがえのない価値があるものだった。

「今度、お母さんのことを教えてくれますか？　私はまだお母さんのことも、お父さんのことも、何も知りませんから……」

「ええ、ええ……！　私の知っている限りのことを、お話しします。だから、知ってあげてください。貴方あなたのお母さんが、どれだけ優しい人だったかを。貴方のお父さんが、どれだけ姉のことを愛していたのかを……」

　歩み寄って、抱だき合った二人は、穏おだやかに眼を細める。

　……確かに、似ている。悠達は、皆みなふとした拍ひよう子しにそう感じていた。

　言われてみれば、というわけでもなく。自然に、そう思っていた。

「ガトゥムさま、ありがとうございます。これで、悪夢に苛さいなまれることもなさそうです」

「ああ。甲か斐いがあったな、テレサ。そして、クララも──ありがとう。立派に育ってくれて、我われ々われに顔を見せてくれて。ユウ殿どの達も。今、貴方方のお陰で我々の同どう胞ほうが一人、救われました」

　立ち上がって、深く頭を下げるガトゥム。

　悠達は必死に頭を上げさせて、クララの下もとへと集まる。

　肩かたを抱だいて、悠は胸を張って言う。

「仲間ですから、こんくらいは、なんてこともないです」

　その言葉に、クララは涙ぐむ。けれど、泣かなかった。

　この場合笑うのが適切だと知っていたから。

　それから少し、沈ちん黙もくが流れた。だが、皆穏おだやかな顔で微笑んでいる。

「……そうだ！　そういえば、ガトゥムさんにお渡わたしするものがあったんです」

　だがふと、クララが手を叩いた。

　疑ぎ問もん符ふを浮かべるのはガトゥムだけではなく、この場にいる全員だ。

　ごそごそと自分の荷物を漁あさると、クララは一つのペンダントを取り出した。

「『輝かがやきの台地』っていう極きよつ圏けんで、見つけたんです。……平穏な生活を望んだけれど、どうしようもなくなってしまったマオルの人の、形見です。どうか、この街に居場所を作ってあげてくれませんか？」

「これは！　……この功績は、一生忘れられずに讃たたえられるべきものだろう。同胞の魂たましいを、君は救ってくれたのだ。重ねて、深く感謝する」

　今度はもう、ガトゥムの頭を上げさせることは、悠達の誰にも不可能だった。

　マオル族の人は、仲間を想おもう気持ちが強いらしい。

　無念のまま亡くなった同胞に思いを馳はせ、涙を流す。

　その魂は──きっと今、救われたことだろう。

「我々に出来ることがあれば、気の赴おもむくままに仰おつしやってください。力を尽つくすと約束いたしましょう」

「い、いや……大だい丈じよう夫ぶッス！　本当に、大したことはしてないんで……！」

「いえ、そう言われてしまっては我々マオルに立たつ瀬せがないというもの。ここは一つ……」

　これもまた、民族の基質だろうか。

　悠達の功績を大恩とし、なんとしてでも報むくいようとするガトゥムと、それを固辞する悠。

　奉ほう仕しを願うガトゥムと、気安くしてくれることを願う悠とは、本来逆が正しいのではないかと、カティア達は苦笑する。

　ふと、クララはテレサと顔を見合わせて笑った。

　叔母と笑い合う。その笑顔は──なんとも、自然なものだった。








第五話　非日常









　クララとテレサの再会から、数日が経過した。

　道行く人々はすれ違ちがうたび、悠達に深く頭を下げて行く。

　どうやらガトゥムにペンダントを持ち帰った功績を広められたようだった。マオル族は仲間を大切にする文化が非常に強いようだ。

　だが、それだけではない。

「先生、昨日の講義は非常に有意義なものでした。野菜を煮に詰つめてあの様なソースが出来上がるとは、驚おどろきです」

「先生、削けずり節ぶしの生産準備が整いました。ダシの概がい念ねん、感服いたしました。これらはマオルの歴史を変えるものとなるでしょう」

　その中には『先生』と呼び、興奮した瞳ひとみを向けてくる者達もいる。

　深々と頭を下げた後、少ししてから──悠は力なく笑う。

「は、ハハ……いや、こんなことになるとは思わんかったな……」

　物静かなマオル族の中にあって、ひと目でわかる尊敬の眼まな差ざし。その中心は、悠だった。

　今街を歩けば、通行人の多くが悠へと熱い視線を向けてくる。

　それは、ガトゥムから依い頼らいされた食文化の伝達が始まったせいだった。

　食の技術は開かい拓たくされていないものの、学問として農業を発展させたヘレムの食材は非常に豊かだ。地上にあるような野菜は勿もち論ろん、白銀米よりはグレードが落ちるものの米までが栽さい培ばいされており、ヘレムの農業技術は非常に高いレベルまで達している。

　ヘレムの豊富な食材を前にした悠は、まさに水を得た魚というべき状態で、ついつい食文化の伝達にも気合が入ってしまったのだ。

　恋こいしく懐なつかしい味から、ちょっと気合を入れた和食の技法まで──ヘレムの食材に合った食の技術や知識を惜おしげもなく伝える悠は、今や時の人だった。

　食の文化とは、強きよう烈れつな娯ご楽らくとなりうる。生活をより良くする技術の開発や発展に全てを捧ささげてきたマオルの人々にとって、悠の伝える『技術』は新時代の到とう来らいを告げるに等しいものだった。

　その上で彼らは料理の技術を娯楽そのものとしては判断せず──それ以外のやり方も知らないため、まるで学問の一つのように扱あつかう。

　結果、悠は『先生』と呼ばれ、地球で言えば世界的な科学者のように扱われていた。十人のほぼ全員が勤勉な学生のような、この街で。

「悪い気分じゃねえんだけど……やっぱ恥はずかしいわ……」

「まあ、貴方の料理の知識は最さい先せん端たんだからね。学者気質かたぎの人達が興奮するのも仕方がないでしょう」

「簡素な料理が多い中、一足飛びで悠に料理を教えられれば尊敬の一つもするさ。特にあの『ウスターソース』というものは、地上でも誰も見たことがないようなものだったからな」

　この辺り悠はシャイなところがあり、そんな扱いを悪くは思わずとも面おも映はゆさを覚えていた。

　とはいえ、この程度で──と卑ひ下げすることも出来ない。長い年月で磨みがき上げられてきた日本料理の技法には、悠自身尊敬の念を抱いだいているからだ。

「ふぃー……疲つかれた。今日はもうメシにしちまいたいな」

「けずりぶしを、つかうのですか？　木材のようにかたいあのひものがどうなるか、きょうみがあります」

「お。そうか？　じゃあお吸い物でもやるかなー」

　マオル族の人々の気持ちもわかるので、とりあえずは求められた『先生』として接するしかない。

　そんなわけでなんだかんだ面めん倒どう見みのいい悠は、マオル族の人達を相手に料理の先生をしているのだった。

　が、やはり慣れないことをすると疲れるもので──現在は食材の調達を終えた帰路の途と中ちゆうである。

　しかしどうも、今日は小こ忙ぜわしい日のようだ。

「もし、もし！　ちょっと止まってくれ！」

　背中に響ひびいたのは、悠達を呼び止める声。

　マオルの人々とはまた違う言葉遣づかいや声のトーンは、悠達に疑問符を浮うかべさせる。

　だが止まれと言われたからには、そうしない理由もない。

　悠達は、声の方へと振ふり向いた。

「……リオネル！　『鷲わしの剣けん』のリオネルね!?」

「やっぱり！　久しぶりじゃないか、シエル！」

　するとそこに見えたのは、小走りで駆かけ寄る隻せき腕わんの男性だった。

　ガタイがよく、身体からだ中に刻まれた傷はひと目で彼が冒ぼう険けん者しやだとわかるように主張していた。

　悠達は顔を見合わせ、盛り上がるシエル達に視線を移す。

　地上から来たのは悠達だけではなく、シエルはその人達と会うことを目的としていた。

　思いもかけず、その目的は果たされ──シエルは、知り合いの冒険者と再会することが出来たようだ。




　　　　◆




「いや、驚いたよ。噂うわさの『先生』と一いつ緒しよにいるのが、シエルだなんてな」

「ええ、私も知り合いに会うのは諦あきらめてたから……こうして出会えて、嬉うれしいわ」

　市場の出口付近で知り合いと再会したシエルは、悠達を伴ともなって会話に花を咲さかせていた。

　冒険者は横の繫つながりが強い。モイラスの冒険者は殆ほとんどがその知り合いと言われているほどだ。

「しかし、いつの間にパーティを組んだんだ？　一いつ匹ぴき狼おおかみで有名って聞いていたんだが」

「『鷲の剣』が不帰の楽園に行った後よ。……紹しよう介かいするわ。命の恩人、ユウとクララ、カティアにアリシアよ」

「へえ、彼女を助けられるほどの冒険者達がいたのか。ヨロシクな、リオネルだ」

「悠っす。よろしく」

　手を上げて挨あい拶さつをするリオネルという男に、悠達は同じ様に返した。

「これで、全員か？」

「ええ」

　挨拶が済むと、今までの気安い様子とは雰ふん囲い気きを変えて、リオネルが尋たずねる。

　答えたのはシエルだった。悠達はまだ、質問の意図を理解していない。

「そうか、優ゆう秀しゆうなんだな君ら。……大した怪け我がもなく、ここまで辿たどり着いたんだからさ」

　だがリオネルがそう言うと、その意味を理解せざるを得なかった。

　隻腕と、質問の内容から──

「その様子だと『鷲の剣』は──」

「殆ど壊かい滅めつだよ。俺の他には、アイカがいるだけだ。そのアイカも、足をやられて動けない」

「……そう」

　リオネルがここに来るまでに、壮そう絶ぜつな出来事があったと推測するのは、容易だった。

　ネーデに来る方法はたった一つ。不帰の楽園と呼ばれる『アーク』に乗って旅をするしかないのだから。

「五体満足のやつは、正直初めて見たね。流石さすがシエルのパーティだ」

「逆に私がお世話になってるんだけどね……まあいいわ。その、こんな話の後にするのもなんだけど、元気してる？」

「まあね。最初は慣れなかったが独特な調味料にも慣れてきたし、居い心ごこ地ちの良さは地上とは比べ物にならないしな」

　それでも笑えるこの男性は、強いのだろうと、悠は思う。

　無傷でここまで来るのは、困難なのだ。それを、改めて思い知った。

　……それから、リオネルはほぼ一方的に色々なことを話し始めた。

　ヘレムにおける労働だとか、賃金だとか、地上にない便利な道具のこととか。

　地上人の口から語られる、ヘレムの異なる文化は悠達にとっても面おも白しろい話だった。

　元来おしゃべり好きなのだろう。様々な話に脱だつ線せんしつつ、気がつけば、話は『不帰の楽園』や『アーク』の話へと移行していた。

「な、なに!?　じゃあ君ら、『楽園』の中央部で暮らしてたってのか？　ちょっと進んだだけでも魔ま物ものが強力になりやがるってのに！　……俺達は、沿岸部からほんの少し進んで諦めたってのに、大したものだな」

「確かに魔物は真ん中ほど強くはなりますけど、すげー丈じよう夫ぶで快適な、マオル族の作った宿舎みたいなのがあるんで一度辿り着いちまえば悠ゆう々ゆう自適ってなもんっすよ。マオル族の人がいなきゃ、入れないかもしんないっすけど……」

　もう彼らが極圏に挑いどむことはないだろうが、それでもロクな探たん索さくも出来ずに後にした極圏がどういうものかは、気になるのだろう。

「うーむ、それでも中央の魔物なんて、想像したくもないがな。……なるほどなァ。君らの無傷は、なるべくしてなったってわけだ。冒険者として尊敬するわ」

　呆あきれた様に言うリオネルだが、それは純じゆん粋すいな賛辞だ。

　暫しばらく話し込んだシメにそんな言葉を放ち、リオネルはため息を吐はき出した。

「リオネルさんは、向こうに帰ったりするんスか？　ヌシみたいなのは倒たおしたんで、今は沿岸部とか相当マシな環かん境きようになってますけど」

『アルパ』の存在が消えた以上、今は円周ごとの魔物の強さも落ち着いてきている。そんな情報を伝えながらに、悠が問う。

「いやあ……それでも、俺達じゃ水の確保も難しいんじゃないかな～。まあここの生活にゃ満足してるし──冒険は、もういいかなって思うわ」

　だが、もうリオネルに戦う気力はないらしい。

　ヘレムが気に入っているのは事実のようなので、悠達は本人がよいと言うならと、納なつ得とくする。

「んじゃ、ウチのが待ってるからさ。ぼちぼち俺は帰るよン。君らも元気でな」

「アイカにもよろしく言っておいてね」

「あいよ。そのうち、噂のメシを作ってくれよ。美味うまいもん食えば、ウチのも元気出ると思うからさ」

　そのうち話すこともなくなったリオネルは背を向けた。

　後ろ手で手を振り、去っていく。口々にその背へ別れの挨拶を投げかける悠達。

　だが、全員が明るい声を出したその裏で、表情は僅わずかに気落ちしていた。

　……ここに至るまでに色々あったのは、マオルの人だけではないのだ。

　隻腕の彼の言葉を考えると、やはり少しやるせない気持ちがある。

「でも、良かったわ。知り合いと会えて。みんな死んでたと思ったもの、生きてくれているだけでも、ありがたいわ」

　そんな思いが漏もれ出したのか、シエルはぽつりと呟つぶやいて、悠はそうだなと肯こう定ていした。

　今も見えるリオネルの背は、決して力強い足取りとは言えなかったが、しょぼくれた背中というわけでもなかった。

　同じパーティの生き残りの女性と結けつ婚こんしたことを、嬉しそうに語っていたリオネル。聞く限り夫婦仲は良さそうで、幸せそうだった。

　たとえそのきっかけが──傷のなめ合いだったとしても、彼は本当の幸せを摑つかんだようだ。

　なんとなくその背中が眩まぶしくて、悠はリオネルが見えなくなるまで見ていようと思った。

　遠ざかっていく背中は小さくなっていき──

　やがて、倒れた。

「……なっ!?　リオネル！」

　何の前まえ触ぶれもない。突とつ如じよとして倒れたリオネルに、悠達は全員で駆け寄る。

　その身体を抱だき起こしたのは、悠だった。

　少しだけ平均よりも軽い身体は、容易たやすく持ち上がる。

　だが悠は、リオネルを見て絶句する。

　息は、ある。だがリオネルは死んだようにうつろな目で、どこも見ていなかった。

　呆ほうけた顔をして、息を続けるだけ。それだけの存在になっていた。

「な、んだ？　なんだよこれ!?」

　悠がそう叫さけんだのは、リオネルの現状を見たからではなかった。

　次々と、視界の中の人々が倒れ始めたからだ。おそらくは、彼らもリオネルと同じ様になっているのだろう。

　……何が起きた？　シンプルな困こん惑わくが、悠達を凍こおりつかせる。

　はじめ、悠はリオネルが急に倒れ込んだ時、何らかの外傷を受けたと思っていた。しかし、それはなかった。

　症しよう状じようとしては一番近いのは脳死だろう。生きているし、悠達には一人として被ひ害がいはない。そのため、毒ガスという可能性も考えづらい。

　だとしたら、一体なにが起きたというのだろう。

　こうしている間にも、まだ無事だった街の人達は倒れていく。

「みんな……みんなが……なんでっ!?　何が起きてるの!?」

　最も取り乱したのは、当然クララだった。ようやく辿り着いた、自分と同じ人達が住む第二の故郷。それが理由もわからず、破は壊かいされようとしていたからだ。

　だが、クララの悲痛な叫びが却かえって悠に冷静さを取り戻もどさせた。

　……かすかだが、音が聞こえる。それは何が起きたかわからずに惑まどう民衆の声だ。

　街の中央の方。そこで、今まさに悲劇が起きている。

「……行くぞっ！」

　悠はそれだけ告げて、走り出す。

　説明をしている暇ひまはなかった。一刻も早く、被害を食い止める必要があるからだ。

　カティア達もまた、悠の意図を組んで、疑問を思い浮かべるより早くその行動に追従した。

　悠の全速力は速い。瞬しゆん発ぱつ的てきな行動ならばカティアに大きな分があるが、定めた目的地まで一直線に走った場合は悠に軍配が上がるだろう。

　急ぐあまり、悠はクララ達の少し先を走っていた。

　……街の中は、地じ獄ごくだったと言える。先さき程ほどのリオネルと同じ。呼吸をしているだけの人形が、そこら中に倒れ伏ふしている状態だ。

　生きる気力に満ちていた男が突とつ然ぜん崩くずれ落ちて、悠達五人を残して街中の一人残らずが人形と化している。あまりにも異常な光景。

　だがその異常さ故ゆえに、悠はこの現象が何によるものなのかを導き出していた。

『なんでもあり』を実行するには『スキル』しかない。

　今もなお響ひびく悲鳴を追って、悠は駆ける。もしもスキルだとしたら、誰だれが何のために？

　当然浮うかぶ疑問だが、悠はそれを捨てた。答えとはすぐに出くわすはずだ。

　だったら一秒でも早く辿り着いて、このふざけた真似をやめさせなければならなかった。

　──だが無常にも、声の数はどんどん減っていって、やがてゼロになった。

　奇くしくも、悠が悲劇の震しん源げん地ちに辿り着いたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　倒れ伏すガトゥムと、人形の山。

　その側そばで柔にゆう和わな笑みを浮かべる、人の良さそうな青年。

「……ん、で」

　一いつ瞬しゆんで干ひ上あがってひび割れた喉のどが、声を絞しぼり出そうとする。

　失敗した。眼めの前の光景が信じられなすぎて。

　だが、二回目は成功した。

「なんでお前がここにいるんだよ！　──ディミトリアス！」

　この悲劇の生みの親の名前を、叫ぶことが出来てしまった。

　倒れ伏す人々の山の隣となりで、悠にとっての友人が、その口を三日月のように歪ゆがめた。








第六話　有り得ぬ邂かい逅こう









「なんでお前がここにいるんだッ!?」

　反射的に、悠は叫んでいた。困惑のようで、驚きよう愕がくのようで、しかし怒いかりを感じながら。

　声に怒りを交ぜたのは、直感的に彼がこの騒そう動どう──いや、惨さん劇げきの原因だと感じ取ることが出来ていたからだろう。

「なぜ僕がここにいるか、か。良い質問だねユウ。当然、意味もなくこの場に僕がいるのはおかしい。こんな状じよう況きようでもわかっているみたいで、嬉うれしいよ」

　だって、無関係のはずはない。

　生きているかさえわからない、倒れ伏す人々の中にあって、柔和な笑みを浮かべてただ一人立っている青年。

　人の山の側に立って鼻歌でも歌いそうな上じよう機き嫌げんでいる青年は、気安く悠の名前を呼ぶ。

　親愛を隠かくすことのない柔やわらかな声が自分の名を紡つむいで、悠は激げき昂こうした。

　彼が、悠の名をそのように呼ぶことを、許される立場にあったからだ。

　彼という存在が、この場においては異次元の異物感を放っていたから。直感的に、この騒動の原因が彼で間ま違ちがいがないと知ってしまっていたから。

「ユウ！　なにか見つけ──!?」

　青年を睨にらみつける悠の背中を、いち早く追いついてきたカティアの声が叩たたく。

　が、それは途と中ちゆうで断たたれて、カティアもまた驚愕した。

「なんで、何な故ぜ貴方あなたがここに……！」

　そしてその異物感を吐き出す。

　貴方。そう、カティアはそう呼ぶだろう。

　その青年の名は──

「答えろよディミトリアス！　お前が、なんでここにいるんだ！」

　悠にその名を呼ばれ、青年は──大司教ディミトリアス＝ランドールは、柔和な笑みを更さらに深く、攻こう撃げき的てきなまでに歪めた。

「何故、か。君達が本当に聞きたいのは目的それかな？　どうして動機、あるいはどうやって手段の方が優先度は高いと思うけれど、何故、が先でいいのかな」

　飽あくまでもディミトリアスは悠達に敵としての態度を向けず、友としての接し方を続けるという意思表示のように、落ち着いて諭さとすように聞いた。

　悠はぐ、と息を吞のんだ。まるで、あの執しつ務む室しつのよう──ふと蘇よみがえった光景が首を絞しめた。

　遠回りの会話に、場の空気にそぐわない、調子の外れた問いかけに。悠の怒りは募つのる。

「なんでもいいからさっさと話せよッ！　これは、これはお前がやったのか!?」

　悠の怒ど声せいにつられ、クララ達が遅おくれてやってくる。

　クララ達もやはりディミトリアスの顔に驚おどろいて、言葉を失った。

　ディミトリアスはそんな悠達を見て、一つ息を漏らした。

　どこか寂さびしげで、どこか愛いとおしそうな。夕暮れ色の混こん沌とん。

「じゃあ、その質問から答えようか。答えは『はい』だよユウ。これは、これらは全て僕がやったことだ」

「──ッ！」

　少しだけ語調をきつく結び直して、ディミトリアスは答える。

　まるで死んでしまったかのように倒たおれたマオルの人々──その惨劇を引き起こしたのは自分だと。

　敵意ではなく、敬意というべきか。普ふ段だんの明るいディミトリアスを残しつつ、悠達が相手だから真面目に答えた。それがわかってしまって、悠は唇くちびるを嚙かむ。

「……そうだね、順を追って説明しよう。まず『僕が何故ここにいるか』。当然、何の意味もなくここにいるわけじゃあない。僕は『知ち恵えの実』と呼ばれるモノを求めて、ここまで来たんだ」

「知恵の実……？」

　神しん妙みように語るディミトリアスから感じるのは、やはりあの執務室の落ち着いた空気。

　ディミトリアス本人の口からこれは自分の仕し業わざだと語られて、この暗黒の空に暖かな日差しはありえないと知る悠は、頭かぶりを振ふる。

　困惑しながらも聞き返したのは、カティアだった。

　ゆっくりと頷うなずいて、続ける。

「そう──地上においてはマオル族の文ぶん献けんのみに残る、木の実さ。それを食した者はこの世に存在する全ての知識を手に入れることが出来るという、伝説の食しよく物もつ。僕はそれを、ここまで探しに来た」

　この世の全ての知識を得られる、木の実。

　ディミトリアスの語る伝説を反はん芻すうするように、心中で繰くり返す。

　ここがあの執務室ならばきっと悠はワクワクして顔を紅潮させていただろう。だが、かえってその存在が──この伝説の地にならば荒こう唐とう無む稽けいなものさえ存在しうるという現実感が、体を凍りつかせる。

「……どうやって、ここまできたのですか。わたしたちは『アーク』でもあなたとは一回も、会わなかった」

　質問を継ついだのは、アリシア。

　悠やカティアと比ひ較かくしても、より強い憤ふん怒ぬがその表情に浮かんでいる。

「一回も会わなかったのは、単純に君達とは反対の方向にいたからだね。どうやって、に関しては──簡単なこと、僕にもあるんだよ、『スキル』がね」

　手段を問われたディミトリアスは、いたずらっ子のように微笑ほほえんで、そう答えた。

　スキル。悠の『食』や、アリシアの『微睡まどろみ』の様に。自分にもまた、技術として確立された魔ま法ほうの力とは違ちがう、世の理ことわりを外れた力があるのだと。

「僕の力は、ヒトの欲を操あやつる力。食欲、睡すい眠みん欲よく、性欲。僕はそれらを、それらの必要性を消すことが出来るんだよ。だから僕には食事も睡眠も必要ない。性欲を我が慢まんするのはまあ、普ふ通つうの人間でも出来るだろうけどね。とにかくその力を使って、何もしないで過ごしたのさ。安全な場所でじっとしていれば、戦せん闘とう能力に欠ける僕でもそう難しいことじゃなかったよ」

　そして語るその力は──生物としてのあり方を否定する力。

　食事も要いらず、睡眠も要らず、性欲の解消を求めることもない。

　つまり、ディミトリアスはアークがここに到とう着ちやくするまでの三ヶ月あまりを、文字通りに『何もしない』で、過ごしたというのだ。

　大した娯ご楽らくもなく、食の喜びもない状態で、寝ねて誤ご魔ま化かすことさえせずに。

　あっけらかんと言うディミトリアスが、悠には信じられなかった。たった一人で、そんな状況にいたら、生きていくことが出来ても自分ならば気が触ふれてしまう。

「名前をつけて呼んだことはないが、君達に話すときは便利だから──そうだな、『業カルマ』とでも呼ぼうかな。ヒトの業ごうを消す力、という意味でね」

　生きることを否定して生きる力を、カルマと。ディミトリアスは、自らの力をそう呼んだ。

　どう反応したら良いのだろう。悠に限らず、この場に集まった立てる者は、皆みなそう思った。

「ああ、気になっているだろうからついでに説明すると、マオル族の人達の状態も僕の力によるものだよ。彼等は今、あらゆる欲求を失って生きる意欲をも否定しつつある状態だ。……僕の力も未熟なので、他者の食事や睡眠などの必要性を消すことは出来ないけどね」

　だが一瞬で、現実に引き戻もどされるかのような思いが身体からだを貫つらぬく。

　食事や睡眠の必要性を残したままに、一いつ切さいの、生きる欲求さえも消す。

　それは、このまま倒れた人々が静かに死んでいくだけの存在になったということと、同意義だからだ。

「なんでっ……！」

　膨ふくらんだ感情が破は裂れつするかのような痛みを叫さけびにしたのは、クララだ。

　言い換かえれば、倒れている人達は全員死ぬ。

　ようやく会えたマオル族の人々が眼の前で死んでしまうなど、平静でいられるはずがない。

「それに関しては、悪いと思っているよ。けれど、こうでもしないと『知恵の実』の場所を知ることが出来なかったんだ。そして、今から彼等には僕が『知恵の実』を手にするまでの間の、安全の保証となってもらう。これはより良い人間の世界のためだ、割り切ってほしい」

「割り切れる……ワケねーだろが。今すぐ力を解けよ。出来ないとは言わせねえ」

「もちろん出来るよ。だが、やらない。そうすれば、僕が目的を達成するのを、彼等や君等が邪じや魔まするだろうからね」

「当たり前だろうがッ！　こんなことするヤツに、そんな危ないモン渡わたすか！」

「君達はそう言うと思っていた。誓ちかって、僕はより良い世界のために動いているが──それをわかってくれとは言わないよ」

「わかったようなクチ利ききやがって……っ」

　悠が怒おこる理由を肯こう定ていしながら、ディミトリアスは静かに頷く。

　やはりそれは諭すようで、しかし自分の凶きよう行こうを理解しているとでも言うような落ち着いた態度は、悠に怒りを覚えさせた。

　のらりくらりと、というのではない。真しん摯しに言葉を受け止めながらも、決意さえ感じさせる眼まな差ざしは、ディミトリアスが間違っているとわかっていてなお悠に行動の是ぜ非ひを考えさせる。

　それでも、どんな目的があっても、罪がない人を犠ぎ牲せいにする意味はないはずだ。

「……ご大層な話だけれど、そもそも間違えていないかしら。私達が、貴方をこのまま行かせると思う？」

「行かせるとも。というよりも、行かせざるをえない。『無む欲よく』を治す方法を知っているのは僕だけだからね。このまま僕を行かせてくれれば、彼等を救う方法を教えるよ」

「教えていただけなくとも、それを吐はかせる方法はいくらでもある。貴方はそれをよく知っているんじゃないか『ディミトリアス』」

　ディミトリアスを囲むように移動したカティアとシエルが、睨みを利かせる──が、ディミトリアスは表情一つ崩くずさない。

「ああ、よく知っているとも。拷ごう問もんは、殺してしまっては意味がないこともね。僕の口は堅かたいよ」

　その言葉には、やはり余よ裕ゆうが見て取れる。

　なんとなくではあるが、悠にはその言葉がハッタリだとも思えなかった。飲まず食わずで娯楽一つ求めず三ヶ月もの期間を過ごす男が、痛みで音を上げるとは──どこかしら壊こわれていないとも、思えなかった。

「だが、それも悪くはないと思ってるんだ。噓うそは嫌きらいなので正直に話すが、現時点での僕は君達には勝てない。実力の差があるからか、他の要因か──君達には『業』の力が効かないようだからね。君達が僕を捕とらえようというのなら、僕は抵てい抗こうが出来ないだろう。だが、僕も口は割らない。これでも苦痛に対しては結構強いっていう自信がある。……けれど、君達は僕を殺すことが出来る。この地の、マオル族の生き残りの殆ほとんどを犠牲にしてね」

　煽あおるでもなく、ディミトリアスは飽くまでも提案の形で、述べる。

　マオル族を犠牲にして──秤はかりにかけられた対価の重さに、悠達は息を吞んだ。

　暗に、握にぎる情報を渡すつもりは絶対にないと言っているのだ。それが当たり前の様に言えるのは、やはりどこかが壊れているのだと悠は思う。

「君達が察する通り、『知恵の実』を手に入れた僕はより良い世界を作る過程で多くの人を殺すだろうね。だが、僕を殺せばそれは止められる。君達が感情に惑まどわされない選せん択たくを出来るなら、時間はかかるだろうけどきっと良い世界へと導いてくれるだろう」

　そして事実──壊れている、とは断言できないものの、ディミトリアスの思考と行動は悠達とは決定的に違う。

　善意なのだ。ここに至るまでのディミトリアスの行動は、その全てがより良い世界を作りたいという思いの下もとで行われている。

「これは『試練』なんだよ。もしも君達が僕を殺せるのならば、きっとそれが大いなる意識が選んだことなのだろう。だから僕はここで君達に殺されても悔くいはない。だが、君達がマオルの人を見捨てられずに僕を殺せないのなら──やはり、僕が世界を導くほかない。争いのない世界にね」

　ディミトリアスの言葉に、悠達は声を失った。

　あまりにも歪ゆがんだ、しかし『大義』を一点見続けた、剛ごう直ちよくな決意。

　世界を良い方向へと導くことが出来るのならば、それを為なすのは自分でなくても良い。──しかし、どちらにせよ犠牲は強しいる。

　善で悪を為す者というのは、程度はともあれ珍めずらしくはないものだ。しかしここまで歪んだ思想を、悠はまだ知らない。

「全然わかんねーよ……ディミトリアスは、偉えらいんだろ？　そんなモンがなくても、世界を良くしていくことは出来るんじゃないのかよ。なんでそんなに、犠牲を出すのが前提になってんだ……！」

　その理り不ふ尽じんな思いをとどめておくことが出来ず、握り込んだ拳こぶしからは血が滴したたる。

　何の力もない人が思想だけを雄ゆう弁べんに語るのではない、ディミトリアスにはすでにこの世界で最大の宗教のトップという地位がある。

　だというのにもかかわらず、力を求めて生いけ贄にえを捧ささげるような行こう為いが、悠には理解出来なかった。

「長い年月をかければあるいはそれも可能かもしれないね。でも、世界が良くなるまでには、争いがなくなるまでにはきっと多くの死人が出ると思うよ。……僕はね、その背景には人間の『欲』が、業があると思っているんだ。もちろん全てがそうというわけではないけど、『欲』を満たすために、奪うばうために傷つけるというのがこの世で最も多い争いだ。必然、そうなると悪人よりも善人が割を食う。おかしいとは思わないか？　例えば、ここの人達がそうなんじゃあないのかな？」

　柔にゆう和わな笑みを一転させて──悲痛に眉まゆをひそめる。

　世界中の善人が割を食う──そのことに、真実心を痛めているのだ。

「だから僕は争いのない世界を作りたいんだ。だが、争いのない世界なんて有史以来存在しなかった世界だよ。方法はわかるのに、それを為すことが出来なかったからだ。君達の様に、いろいろな物を分け合える人達が増えて、ようやく可能性が出てくる世界だ。……だけど、僕ならそれをすぐに実現することが出来るんだ。『知ち恵えの実』によってこの『業』の能力を完全に制せい御ぎよすれば、人から欲を消し去ることが出来るだろう。欲がなくなれば、争いは少なくとも激減するはずだ。全ての人が後ろを顧かえりみることなく、隣となりを羨うらやむことなく足を揃そろえて歩く時代が到とう来らいするんだよ」

　いつの間にか、ディミトリアスの表情はもとの柔和な笑みに戻っていた。

　僅わずかな興奮を頰ほおに差して、広げた手は天使の到来を待つかのように。

　だがかえって、悠の頭は冷えていた。欲を消し、争いのない世界を作る──耳に心ここ地ちの良い理想が、途と方ほうもなく恐おそろしいことに聞こえたからだ。

「……その表情だと、わかってはくれないみたいだね。だがまあいいさ。君達との争いもまた『試練』だ。大いなる躍やく進しんには試練が伴ともなう。感情を捨てて世界を管理する存在になるための『試練』には、やっぱり君達以上の適任はいないだろう。……信じてくれないかもしれないけど、君達のことは本当に好きだったんだよ」

「そりゃ、わかる。……どうしても、やるのかよ」

「ああ。答えを聞こう。僕を見み逃のがしてマオルの人を助けるか、僕とマオルの人を犠牲にして世界の変革を止めるか、だ」

　僅かな逡しゆん巡じゆんもなく言い切ったディミトリアスの言葉に、悠は強く目を瞑つぶった。

　答えは──悠に委ねるということなのだろう、クララ達は視線を向けるのみで、言葉を発さない。

　……多分、答えは一いつ緒しよだろう。悠は、目を開いた。

「教えろよ。マオル族の人を、助ける方法を」

　ディミトリアスは──寂さびしそうに、笑った。

　しかしそれも鼻を鳴らす程度のもの。背を向けたディミトリアスは、遠くを見み据すえるように顔を上げた。

「『無欲』の状態を回復する方法は大きく分けて二つ。一つは僕が能力を解除することだが、これはないと思ってくれ。二つ目の方法だが、陳ちん腐ぷに言うのなら、生きる『目的』ってやつを思い出させて上げればいい。なんでもいいから生物としての欲求を焚たき付けてやるのさ。……まあ、彼等は現在強きよう烈れつな不能の状態だし、その方法は自おのずと絞しぼられてくるだろうけど。ついでに言うなら、急いだ方がいいな。無気力状態は長く続くと馴な染じんでしまうようだから」

　歩き出すディミトリアス。カティアとシエルが構えるが──

「ああちなみに、方法を聞いたからと言って、僕を捕らえても意味はないよ。また新しく『欲』を奪えばいいだけだからね。能力の有効範はん囲いの広さは、今目にしているとおりだよ」

　すぐさま飛びかからなかったのは、ディミトリアスが対策を講じていることを感じていたからだ。

　歩き出すディミトリアスを通すように、武器を下ろす。

　それはまるで城門から出ていくかのようで──決定的な、決別だった。

　歯は嚙がみしつつ、遠ざかる背を悠達は見送った。

　言いようのない敗北感が、場を包んでいた。

　──しかし、それは悠を除いてだ。

　やがてディミトリアスの姿が見えなくなると、悠は弾はじかれたように顔を上げる。

「ボヤボヤしてる暇ひまはねえ、早さつ速そく動くぞ！」

「う、動くって、どうやって……!?」

　その瞬しゆん間かんにマオル族の現状──全ぜん滅めつさえありえる現在いまを思い出して、クララは今にも泣き出しそうなほど声を震ふるわせる。

　ディミトリアスは、殆ど答えとなることを言っていた。

　それは明確に、悠に向けられたメッセージだったと言っていい。

　生きる意い欲よくを思い出させる──抽ちゆう象しよう的てきな言葉は、悠にとっては最も鮮せん烈れつなイメージを描えがかせていた。

「作るんだよ、とびきり美味うまいメシを！」

　生きるということは、すなわち食べること。それが、悠のモットーだ。

　生きてさえいたくない誰だれかのために食事を作るのは初めてだったが、これはもう、悠の意地だった。

　ディミトリアスの歪んだ理想に対しての答え──悠自身の考えを、胸を張ってディミトリアスに叩たたきつけられるかどうかの、喧けん嘩かだった。

　──生きる意欲がないというのなら、明日も明後日あさつてもメシが食いたいと思うほど美味いモンを作ってやる！

　悠にとっての最後の戦いは、今この瞬間に幕を開けた──！
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「クララ！　アリシアと協力して豆とう腐ふと海かい藻そう持ってきてくれ！」

「わ、わかった！　行こう、アリシアちゃん！」

「まかせてくださいっ！」

「カティアは味み噌そと醬しよう油ゆをありったけ頼たのむ！　シエルは魚の調達を！」

「了りよう解かいした！　力仕事とは単純でいい！」

「わかった。片かたっ端ぱしから集めてくればいいんでしょう？」

　雑ざつ踏とうの音さえ聞こえなくなった星河の街に、怒ど号ごうにさえ聞こえる悠の叫さけびが響ひびく。

　自分の手が届かぬ場所へとクララ達を向かわせる様はさながら宮きゆう廷ていのコック長。しかしこの一食に全ぜん霊れいをかけるという意味では、それはまさしくといったところだろう。

　巨きよ大だいな鍋なべを用意し、米を炊たく。立ち上る湯気に顔を灼やかれながらも、悠は顔をしかめることさえせず、仁に王おうのように鍋の中身を睨にらみつけている。

　──生きる気力を失った人々。そんな人達に、生きる気力を思い出させる食事とは如い何かなるものか。悠は、その答えに迷うことはなかった。

　生きる力とはすなわち活力。そしてここには、悠が故郷で慣れ親しんだものとよく似た食材が流通している。であれば、答えも自ずと浮うかび上がってくる。

　だが、だからこそ悠はこの場を離はなれることが出来ない。悠の答えは、料理としては特別なことのない、ありふれたものだ。身体からだを貫つらぬくような強烈な味でもなければ、刺し激げき的なまでに新しい鮮烈な体験というわけでもない。ありふれたものだからこそ、その体験は最高のものでなければいけない。

「（……それでも、やっぱり味の好みってのは、人それぞれだ。俺にとっての最高が、ここの人達にとっての最高であるかはわからない……でも）」

　当然、それには迷いもある。細かい範囲では作り手から、大きな範囲では食材そのものまで。人の好みというものは本当に千差万別というにふさわしいものだ。

　それでも、いやだからこそ、悠は己おのれの持つ全ての力を注ぐほかなかった。

「持ってきたよ！」

「こっちも、っだぁ！　まだ必要か!?」

「助かる！　食材はもういいから、人を集めてきてくれ！　出来るだけ多く……！」

　街の各地から、悠の望む食材を調達してきたクララ達に、今度は人の運うん搬ぱんを命じる。

　ヘレムのほぼ全域を覆おおった『業』の力は、おそらく悠達以外の全員から生きる気力を奪っている。料理が出来てから散財する人々を回っていたのでは、時間が足りなすぎる。僅かな時間を有効活用することは料理の基本──しかし人命さえもがかかっている今、悠達には、それが極限のレベルで求められていた。

　了解の声もそこそこに、力の強いカティアを中心にクララ達が各地へと向かう。

　悠は集まった食材を前に、調理を再開した。

　干した海藻や、乾かん燥そうさせたタスクフィッシュから出だ汁しを取る。

　混こん沌とん魚ぎよを手早く切り身へと分けていき、火を通す。

　切った具材と味噌を出汁へと溶とく。

　取った出汁と共に、混ぜた卵液を焼き、巻いていく──

　味み噌そ汁しる。焼き魚。卵焼き。

　悠の思い浮かべる、そしてこの国の人にとっても馴染みが深い『朝食』における定番中の定番。

　そう、悠が限られた時間内で作ることが出来る料理の中で、最もヒトの食欲を揺ゆさぶる──活力を与あたえる一食として選んだのが『朝食』であった。

　一日のはじめに食すそれは、眠ねむった身体を起こし、今日も一日頑がん張ばろうという気力を呼び覚ますにはうってつけ。

　ホカホカのご飯。薫かおり高たかい味噌汁に、塩気のある焼き魚。ふんわりとした卵焼きに、漬つけ物ものでも添そえてあれば、上等がすぎる。

　悠は、この朝ごはんというものが大好きだった。見る者が見れば、いっそ質素にも見えるかもしれない素そ朴ぼくな料理の数々。

　だが料理する立場になってみればわかるだろう。朝起きて、自分も眠いような時間にこの『お決まりのメニュー』を作るのは、大変だ。

　──もしも、の話だが。悠がこの世界に来ずに一人で暮らす時期を迎むかえたとして、この様な朝食を毎日作ることはないだろう。慣れた味が恋こいしくなって時折作ることがあっても、悠はこの食事を自分一人のために作るのは稀まれなことになるはずだ。

　だってそうだ。朝早起きして、何品目もおかずを作って、それだけ多くなった洗い物を片付ける。一人だったら、そんなこと面めん倒どうくさくてやっていられないという人は多いだろう。

　しかし、それを美味おいしいと言ってくれる誰かがいるのなら──悠は、喜んでそれを作るだろう。

　毎日の様に朝食を用意してくれた母親の背中を、できたての朝食が心まで温めてくれるのを知っているから。

　朝に並んだ器うつわの一皿ごとが、最も強く温かな真心を伝えると知っているから。

　一人になった広場に、包丁がまな板を叩く軽快なリズムが響く。

　物静かながらも優やさしいこの街の人々が、悠は好きだった。だから生きてほしい、笑ってほしい。

　悠が思う最高の姿に、料理の姿が近づいていく。

　大量の料理を作った経験はなかったが、それでも分量などが完かん璧ぺきだったのは、ひとえに見事と言える。あるいはそれは『食』の力に依よるものだったのかもしれないが──それを知る由よしもない。

　やがて、料理が出来上がる頃ころには、街の人々の殆ほとんどが広場に集められていた。

「く、はあ……流石さすがに、応えるな……これで、どのくらい集まった……？」

「わからない、けど……ほとんどは、いると思います……」

　倒たおれ伏ふす人々が一堂に集められ、広場は異様な状じよう況きようになっていた。

　アリシアの言う通り、ここにはヘレムの殆どの人が集められていた。

　ここに連れてこられなかったのは、施せ錠じよう中の施し設せつなどにいる者くらいだ。

　ヘレムの人口自体が少ないものの、大勢の人を運んできたカティア達は疲ひ労ろうの色に包まれている。

「皆みんな、ありがとうな。最後にもうひと踏ふん張り、頑張ってくれ！」

「もちろん。次は、何をすればいいのかしら」

「何でも言ってよ！　それで、皆が助かるなら……っ」

　しかし、それでもクララ達は重くなった身体を奮い立たせる。

　その行動の全てはヘレムの人々を助けるためだということがわかっていたし、顔には出ていなくても、悠もまた疲つかれていることが見て取れたからだ。

　最高の品質を、迅じん速そくに、大量に。そこに人の命までがかかっている中での作業は、悠の心身を削けずっていた。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいと言ってもいい中でさえ、疲れを見せないのは、やはり皆を救いたいという思いがあったからだ。

「配はい膳ぜんを頼む！　出来る限りで、最高のモンを作ったつもりだ！」

　それでも、体力はもう残っていなかった。クララ達に料理の配膳を頼み、悠は広場のベンチに腰こしをかける。

　やれるだけのことはやった。あとは結果がどう出るかだ。ある意味でドラゴン退治よりもヘビーだったと思いながら、悠は天を仰あおいだ。

　一方で、配膳を頼まれたクララ達はせわしなく動き始める。味噌汁が、焼き魚が、卵焼きが。熱々の湯気を放っている。保たれた熱さは、悠の気き迫はくの表れだ。熱さもご馳ち走そうということを知っているクララ達だからこそ、その熱気を失わせてはならないことがわかっていた。

　カティア達は、盆ぼんに載のせた料理を無気力となったマオルの人々に運ぶ。その中でクララが最初に向かったのは、ガトゥムの所だった。

　改めて──なんと酷ひどいことだと、クララは怒いかりで脳が焦こげるような痛みを覚えた。『業カルマ』の力によって生きる意欲を失った無気力人間。光を失った瞳ひとみは虚きよ無むを映し、脱だつ力りよくから半開きになった口は、自発的な呼吸を止めることを面倒がって空気の出し入れを続けるだけ。たったそれだけの、モノ。

　無気力人間となったガトゥムは、端たん的てきに言って生きているとは言いづらい状態だった。厳格だが温かだった精神も、理知的な光も、その目には見受けられない。これが『欲』を奪うばわれた人間ならば、全ての人間から欲を封ふうじるという世界で動く『ソレ』は、一体何なのだろう。

　──クララもまた、そんな世界は間ま違ちがっていると思った。だからこそ、悠がディミトリアスに伝えたいということが、クララにもわかった。

　お盆を近づけると、ガトゥムの肩かたがぴくりと動く。

　そのこと自体は、明確な意識を持たない反射だ。香かおりに反応して、身体が少し動いただけ。

　だが一度それを味わったことがあるからこそ、ガトゥムはいち早く、この場の誰だれよりも早くその匂においに気がついた。

　声はない。それ以上、身体が動くこともない。しかし、視線が、立ち上る湯気を追った。

　その反応にクララは目を見開いて、卵焼きを一口大に切り取った。

　……まるで、綿のような柔やわらかな生き地じが、慣れない箸はしを抱だきとめるような心ここ地ちだった。だがそれは綿とは違って一いつ切さいの未練なく切り分けられていき、その断面からたっぷりの出汁を滲にじませる。

　ぼこぼこになった断面はよく出汁を絡からめ、馥ふく郁いくとした香りを立ち上らせた。

　反射的に、自分の口に運んでしまいたいと思うほどの衝しよう動どうを抑おさえて、クララは小さな小さな一口をガトゥムの口へと運んだ。

　──瞬しゆん間かん、ガトゥムが目を見開いたのは、やはり反射だった。それは、本能と言い換かえてもいい。

　この国でよく採れるポピュラーな食材。その親しみはそのまま国民の文化となって、ヘレムの人々に根ざしている──卵を使った卵焼きは、まさしくそんな料理の一つだった。

　故ゆえにその記き憶おくが圧あつ倒とう的てきなまでの一瞬に、懐なつかしさを思い起こさせた。同時に熟達した技術と知識で作られたふんわりとした食感が、出汁の深みある香りが、ちょうど良い塩気が、細さい胞ぼうの一つ一つまでを歓かん喜きの衝しよう撃げきで叩たたき起こした。

　懐かしさという過去。最新の技術という未来。二つが混じり合った最高の『味』が、ガトゥムの欲を揺り動かす。即すなわち──もっと、食べたいという食欲が、急速に立ち上がったのだ。

「う、まい──」

「……っ！　ガトゥムさん！」

　思わず呟つぶやいた言葉に、かぶせかけるような叫び。

　クララの声を聞いて、ガトゥムははっと喉のどを鳴らして──

「げほっ、こっ！　こ、これは、一体──!?」

　口内にわずかに残った卵焼きを、詰つまらせた。その様子がなんだかおかしくて、良くしてくれた恩人の無事が嬉うれしくて、クララは涙なみだをにじませて笑う。

　ガトゥムの記憶では、突とつ然ぜんめまいがするように息が苦しくなり、そして何も考えられなくなった。

　現在地はその時にいた場所とは大きく違っており、記憶の食い違いからそこが見慣れた広場であることに気がつくのにも時間がかかったほどだ。

　だが、クララの表情が、今もなお湯気を立ち上らせる料理の香りが、何かただ事ではないことが起きたことを知らせていた。

　混乱するガトゥムの付近ではガトゥムだけでなく、マオルの人々や、地上からやってきた冒ぼう険けん者しや達も目を覚ましつつあった。

「……あんたァ、シエル？　あれ、俺何してたんだっけ……？」

「リオネル、説明は後。この料理を、寝ねてるみんなのところに持っていって」

　悠の料理は、どちらかといえば西洋に近い地上の人々達さえ揺り起こしていく。

　それは、勝利だった。

　活力を与える悠の『朝食』が、生命活動すら厭いとう『無気力』から人々を目覚めさせてみせたのだ。
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　ずず、と控ひかえめな音を立てて、悠は味み噌そ汁しるを啜すすった。

　干した海かい藻そうと──昆こん布ぶと、鰹かつお節ぶし──乾かん燥そうさせたタスクフィッシュの合わせ出汁が、口内に一気に拡散して、味噌の塩気と共に口の中にじんわりと馴な染じんでいく。

　味噌汁の味が残るうちに米を口に含ふくめば、思い起こされるのは日本の食しよく卓たく。しかし僅わずかな違い和わ感かんに苦笑してから、今度は焼き魚に箸を伸のばす。

　切り身になって火が通った混こん沌とん魚ぎよの見た目は、ブリに近いだろうか。時間があれば照り焼きの方が美味うまかったかなと考えつつ口に含むと、芳ほう醇じゆんな脂あぶらの甘みが舌を楽しませる。

　が、これは朝食には少しだけ重いかもしれない。

「……母ちゃんのメシのが、美味かったなあ」

　出だ汁し巻卵だけは、いいセン行ってるかもしれないけど。

　悠は苦笑して、そう付け加える。日本の朝食を模したヘレムの朝食は、確かに美味かったが、悠にとっては食べ慣れた日本の朝食に及およぶものではなかった。

　──実際には日本で高級な食材を揃そろえたとしても、ここまでになるかはわからないというほど、悠が作った『朝食』は美味なものであった。

　それでも、やはり悠にとっては記憶の中に残る母の味に勝てる味ではなかったらしい。

　美味さという点ではともかく、思い出の味の温かさというのは、誰にとっても特別なものだ。悠にとっては、もう二度と味わえない母の味が、それだった。

　だが、それでも──

「わ、わ……！　この卵焼き、ふわっふわでジューシーで……！　卵だけで、こんなに美味しくなるの……!?」

「この間の味み噌そ汁しるも素す晴ばらしかったが、今回のは特に美味い。穏おだやかで深みがあって……なんと優しい味だ」

　それが素晴らしい料理である事実は変わらなかったし、喜んでくれる人達もいる。

　ならば、今回はとりあえずこれでいいかと、悠は笑った。

「……お話は、お聞きしました。どうやら助けられてしまったようですな……なんと、お礼を申し上げたらよいか」

　朝食セットを食べ終わる頃、悠のもとにガトゥムが訪ねてくる。

　ことのあらましは大体理解しており──同じ様に倒れ伏す同どう胞ほうが起き上がってくるのを見て、状況を把は握あくした。平時の落ち着きを取り戻もどしたガトゥムが最初に行ったのは、悠への感謝だった。

　だが、悠の顔は晴れない。

「俺はただ、メシを作っただけッス。それで立ち上がれたのは、皆さんの力ですよ。……現に、まだ目を覚まさない人達もいますし──」

　その理由は、僅かではあるがまだ目を覚まさない住人もいたからだ。

　匂いを嗅かいで反応を見せたのは、ガトゥムだけ。他の住人の殆どは料理を口にして目を覚ましたが、未いまだに目を覚まさない住人も、残っている。

　それはひとえに『味の好み』が問題であると言えた。日本でも、慣れ親しんだ朝食が好きかと問われれば、そこそこの割合ではいと答えるだろう。だが、確実に否いなと答える人は存在するし、そういった好みは尊重されて然しかるべきものである。

　しかしこの場合は、万人向けに作った料理だからこそ発生する僅かな漏もれが、ネックとなっていた。

　そういった人の好みに合う物を作れば、ガトゥム達の様に目を覚ますだろう。だが、日本の料理と似ていない『この国独自の料理文化』にはまだ疎うとい悠に、その正解を引く力はない。

「いえ、ここまで意識を取り戻してくれただけでも大恩に過ぎます。全て頼たよりきりでは情けないというもの、あとは我われらが力を尽つくしてこそでしょう」

　それ故に、あとは自分達が頑がん張ばる必要がある。当然、悠だってそれはわかっていたことだ。だが、ガトゥムの言葉には救われて、悠は微笑ほほえみを浮うかべることが出来た。

「聞いたハナシじゃ、時間が経たつほど生きる気力を取り戻すのは難しくなるらしいッス。多分皆みなさんが頑張っても目を覚まさない人っていると思うから──そのために、俺らはディミトリアスを追おうと思います」

　ガトゥムの言葉に安心したからこそ、悠は次へ進む意志を固められる。

　口にしたのは友を敵として追う覚かく悟ごだ。

「そちらの方は──本当に、貴方あなた達ばかりに任せる他ないのが心苦しい。『業』の力を受け止められない我々では、足手まといになるだけですからな」

「いえ、それこそ身内みたいなところがあるんで……俺らが一発ぶん殴なぐってやらなきゃならないんですよ」

　それでも、悠は完全にディミトリアスを憎にくむべき敵としたわけではなかった。

　確かにディミトリアスは非道なことをしたし、悠が知らないだけでもっと多くの悪事に手を染めている可能性は、ある。

　だからこそ、目を覚まさせて罪を償つぐなわせる必要があると──ディミトリアスをまだ友人だと思っているからこそ、悠にはその必要があると思っていた。

「……真に、貴方は立派な人だ。ですが、お気をつけください。『全知の実』は、我らの文明を築いた至宝。もしもその男が手にすれば、世界の命運は決まったと言っても過言ではありませぬ。聞くところその男には戦う力がないようですが、少なくともいくつもの強力な魔ま法ほうを得ることでしょう」

「あー……そりゃ、簡単にはいかなそうッスね。じゃあ、さっさと追いかけた方がいいっぽいかな」

　ガトゥムが『全知の実』と呼ぶものが、ディミトリアスの求めているものの名前だという。

　少なくとも幾いくつも強力な魔ま法ほうが使えるようになる。その言葉に悠が想像したのはクララの魔法だったが──悠は、ひるまずにそう言い返す。

　実際には、今からディミトリアスを追いかけたとしても、目的の『全知の実』が生なる樹きへ先に辿たどり着くのは、不可能だろう。

　ディミトリアスは食事も睡すい眠みんも必要なく、『業』の力があれば魔物との戦いをも回かい避ひすることが出来る。

　悠達はどうあっても食事と睡眠は必要だ。それだけでも、追いつける道理はない。

　しかし、だからといって追いかけないという選せん択たく肢しはない。どのみち、ディミトリアスを放置すれば世界は終わりだ。ディミトリアスの望む世界が来るということは、悠にとってそういった意味を持つ。

「くれぐれもご無事で。……クララ」

　悠の言葉に深く逡しゆん巡じゆんをしてから、ガトゥムはクララの名を呼ぶ。

　食事を終えていたクララは、会話をしていたカティア達にハンドサインで断りを入れてから、悠達のもとへとやってきた。

「なんでしょうか」

「君は、我々の同胞だ。そして、ここは君にとっても故郷だ。きっと、帰ってきなさい。またユウ殿どの達と共に旅に出るとしても、たまには、ね」

　きっとそれはガトゥムなりの冗じよう談だんを交えた言葉だったのだろう。

　ディミトリアスとの戦いのその先までを指した言葉に、クララの顔が、笑みを作っていく。

「はいっ！」

「ユウ殿、カティア殿、アリシア殿にシエル殿。我らの同胞を、クララをお願いいたします」

　結局寄ってきたカティア達をも含めた全員へと──マオルの仲間を慈いつくしむ気持ちで、ガトゥムは頭を下げた。

　その気持ちは、まさしく娘むすめに向けるそれだった。深い慈しみを持つマオル族の中にあって慕したわれるガトゥムだからこそ、持ち得た感情だ。

　悠の胸中を、嬉しさと使命感が駆かけ巡めぐる。ああ、クララは『家族』と会えたのだと。

「勿もち論ろんッス！　里帰りの時は、俺達も顔出していいですか？」

「無論、一族を挙げて歓かん迎げいいたします」

　悠の言葉に何かを想像したか顔を赤くするクララをよそに、悠はガトゥムとの約束を果たすことを強く誓ちかう。

　きっと待っている、明るい未来のために──

「それじゃ、行ってきますっ」

「行っておいで」

　クララが、最後の旅の始まりを告げた。
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　星空の草原を往いく。

　満天の星の下、街灯の一つもないのに草原は燦さん々さんとした日光に照らされるかのように輝かがやいている──何度見ても、不思議な光景だなと悠はどこか他人事のように思い浮かべた。

　どこか慣れていた気分ではあったが、街にいる時の光景と、今目の前に広がる景色はまるで別のものだ。

　進んだ技術を持つヘレムの街は、悠にとってはＳＦの様な──どこか未来的で、故郷である日本の夜との繫つながりを感じさせることもあった。

　だが、眼前に広がる世界を見ていると、遠い遠いところへとやってきたのだと実感させられる。

　草原という自然。宇宙という別の世界──地平線によって区切られたその境界は、自分自身がいる場所を的確に表しているようであった。

「ユウ、どうしたの？」

　物思いにふけりながら境界を見つめていた悠に声をかけるのはクララだ。

　少し考え事をしていた──そう、返そうとして、悠は言葉を飲み込んだ。

「いやなんでもない」

　その考え事が、もうどうでも良くなったからだ。

　現実と、幻げん想そうの間。地球と、異世界ヴイオードの間に立つ自分は、一体『何』なんだろうと、悠は考えたことがある。

　この境界の世界はまさしくそんな自分が立つ場所のようで、再び自分の存在に疑問を感じさせた。

　だが、もうそんなものはどうでもいい。

　自分が立っているのは──クララの、クララ達の『側』だ。

　大切なのは、生まれ故郷から遠く遠く離はなれた地で手に入れた居場所を、全力で守ること。

　そのために──悠は、戦いに赴おもむかなければいけない。

「行くか！」

　気持ちを奮い立たせて、悠は己おのれにさえ言い聞かせるように叫さけんだ。

　不敵な笑みを浮かべるカティアがいる。

　小さく拳こぶしを突つき上げるアリシアがいる。

　腕うでを組みつつも楽しげなシエルがいる。

　そして──決意の眼まな差ざしで、クララが頷うなずいた。

　答えは得ている。だからもう迷わない。

　悠が握にぎった拳を力の限り、星河の空へと突き上げた。

















第八話　最後の旅の始まり









「と、出てきたはいいものの……流石さすがにいつもと勝手が違ちがうな」

　ヘレムを出て、数時間ほど。

　地図を手に、悠の口は渋しぶみに泳いでいた。

　そう、今回の旅は、今までのそれとは大分やり方が違うのだ。

　まず大きな違いとしては、この旅には明確な制限時間が存在するということ。

　今までの極きよつ圏けん遠えん征せいには、実質制限時間が存在しなかった。普ふ通つうの冒ぼう険けん者しやにおいての制限時間となるのは、物資がその主な理由となる。が、比ひ較かく的てき安全な水の確保や、魔物を食料とする悠達にはこの物資という制限時間が存在しなかったのだ。

　今回も、物資を現地で調達するというスタイルは変わらない。ディミトリアスがいるであろう全知の樹までの道中にも魔物が存在することは知っていたし、それこそ水場を記した地図まで存在する。物資の調達で言えば、むしろ今回は今までよりも楽だと言っていいだろう。

　しかし、今回の旅の目的は調査ではなく、ディミトリアスの目的を阻そ止しすることだ。

　全治の実を手に入れるまでにディミトリアスを阻はばむことが出来れば最上、最悪でも全治の実が完全に『馴な染じむ』までにディミトリアスを倒たおさなければいけないことを、ガトゥムから知らされている。これが、実質的なタイムリミットだ。

　完全に『全知』を掌しよう握あくしたディミトリアスの『業カルマ』は、もはや誰だれも逆らえないほど強力なものになるだろうというのが、おそらくこの世で最も魔ま術じゆつに精通したマオルの現族長の見立てだった。

「うーん……一日にどれくらい進めばいいのかな？」

「追いつけてもディミトリアスに勝てないんじゃ話にならないから……最低でも目的地に着く前日位からは体力を温存したいところだけど。カティアとしてはどう？」

「すまない、地図の見方はサッパリなんだ」

「……カティアさん、よくしんでんきしになれましたね」

　そして、単純にただ目的地に辿り着けばいいというわけでもない。

　眠ねむらず、補給も要いらないディミトリアスはおそらく悠達よりも先に目的地へ辿り着くだろう。『全知』とまで言われる力を手に入れたディミトリアスと、事を構えるだけの体力も残しておかなければいけない。

　結果で見れば今までも旅の終わりには強力な『古代種』との戦いがあったが、今回は最初から強力な──敵、と戦うそのこと自体が目的と言える。より入念な体力の管理が必要になるだろう。

「うーん、やっぱ最初は一日ガッツリ歩いて、それから決めるべき……かね。俺らの足でどれくらい歩けるのか、ってのが重要かもわからん」

　だから、どれくらい歩けるか。それが重要だった。無理をせず、出来る限りで急げる範はん囲い。……身体的に優すぐれているからこそ、この地図のどれだけを一日で歩けるかが、悠にはわからない。

「それしかないでしょうね」

「じゃあ最初に目指すのは──」

「みずば、ですよね」

「おう！　ほんじゃ出発だ！」

　ならば結果はともかく、歩くだけだ。

　習うより慣れろを地で行く悠達。世界の命運がかかっているにしては大おお雑ざつ把ぱだろうか。否いなである。

　気負わないというのが、ストレスフリーな空気に繫がり、悠達のコンディションを整えていた。

　尤もつとも当の本人達はそこまで考えていなかったが。

　──最後の旅は、にこやかに進行する。あるいは旅の最後に待つものから目をそらしているが故ゆえの賑にぎやかさだったのかもしれないが──だからこそ、悠達はこの時間を守りたいと、そう思った。




　　　　◆




　ディミトリアスを追い、歩き始めてしばらく──『しばらく』としか表現できない時間の中を、悠達は歩いている。

「しっかし……本当に一日中明るさが変わらねえんだなあ、頭がバグりそうだぜこれ」

　そう──ここネーデでは、一日を通して明るさも、空の色も気温も変化しない。一日を通して、変わりなく明るい星空が続くのだ。

「感覚的には夕方くらい……だと思うが、流石にこうまで変化がないと、時間の感覚も狂くるってくるな。体内時計には自信があったのだが、いつまで当てになるやら」

　悠の独り言に続いたのは、騎き士しとして規則正しい生活を送ってきたカティアだ。

　騎士の家系に生まれ、物心ついてから刻み込まれた生活リズムは、彼女の体内時計を正確なものにしていた──が、昼夜が存在しないネーデで生活を続ければ、それも崩くずれてくるだろう。

　人間にとって、昼夜というものはそれほどまでに重要なものだった。

　──実際、宇宙へ飛び立った宇宙飛行士の殆ほとんどは不ふ眠みんを訴うつたえる。宇宙飛行士達は七十％ほどの『夜』で不眠を感じ、睡すい眠みん薬やくを服用する宇宙飛行士は、なんと八十％近くにもなるのだという。ネーデとは環かん境きようは違えど、宇宙という空間はそれほど人の生体リズムを崩すのだ。

「ヘレムだと時計もあったし、魔ま法ほうで擬ぎ似じ的てきな昼夜を作ってたんだけどねー……ここだと朝か夜かもわからないし、ちゃんと寝ねられるかなあ」

「それは、だいじょうぶでしょう。わたしの力で、かいみんをおやくそくしますよ」

「おお、頼たのもしい。俺もちゃんと寝られるか不安だったんだよな」

　しかし、睡すい眠みんという点においては、悠達の障害とはならない。

　アリシアの『午睡まどろみ』の力を使えば、質の良い睡眠を望むだけ取ることが出来る。

　睡眠を取ることが出来ないというのは、露ろ骨こつに心身のパフォーマンスを下げる。地球の最さい先せん端たん技術の結けつ晶しようと言える宇宙飛行士でさえ問題となる不眠を解決することが出来るというのは、悠にとって非常に心強いことだった。

　仮にアリシアがいなければ、この環境は不眠による疲ひ労ろうとストレスで、急速に悠達の心身を蝕むしばんだだろう。

　特とく殊しゆな気候も険しい地形もないネーデを往いく。ただそれだけのことが、想像を絶する荒あら行ぎようなのだ。

「っと、あの地形は──」

　だが、今は順じゆん風ぷう満まん帆ぱんである──遠くの視界に林を捉とらえ、悠は地図と景色を見比べた。

　どうやら目的の場所が見えてきたようだ。

　今日の目的地。経路にある中で最も近い水場である。

　悠達の進行のスピードは、やはり速いと言えるだろう。常人の体力ならば、二日から三日はかかる距きよ離りを悠達は一息に踏とう破はしたのだ。

「それじゃあ今日は、水場の確認をして休みにしようか。後でアリシアは『午睡』頼むな」

「まかせてください。では、ユウさんの方はごはんをおねがいします」

「おう、そっちは任せとけ！　っても、まだ今日の獲え物ものも捕つかまえてないような状態じゃ何が出来上がるかわからねぇが……」

　その体力の源は、やはり悠の料理から来ている。

　食べればみるみるうちに体力を回復し、僅わずかながらその最大値まで引き上げるような悠の料理は、効果もさることながらその味でクララ達の士気を上げるに大いに役立っている。

　水場には魔ま物ものが棲すむのもまた鉄則。命の糧かてを求め、悠達は足を早める。

　視界にはっきりと映る程度の距離は、もはや悠達にはなんでもない。林へと辿たどり着くと、見晴らしの良い草原よりも警けい戒かいを強め、探たん索さくを開始する。

　最初に目についたのは、林に生えた樹きだ。遠くから見る分には青々とした葉をつけた普通の樹だったのだが、近くで見てみれば、幹が大分地上のソレとは変わっていた。

　まず、木の幹は深い藍あい色いろをしていた。それは夜よ闇やみに木を描えがいた様な色で、明るい環境下で見るにはなんとも違い和わ感かんを煽あおるものだ。そして、その表面にはきらきらと光る宝石のようなモノが点在している。

　水色、赤、黄色とその色は様々だ。表面を触さわってみると、少しべたつくことから悠達はこれを樹液のようなものなのだろうと推測する。

　固まった樹液は色とりどりで宝石のよう──

「なるほど、宝石の泉、ね」

「あはは……名前の割にはちょっとおどろおどろしい見た目だね」

　マオルの地図には、この場所の名前は宝石の泉、と。シエルの言った名で記されていた。

　なるほど、確かに色とりどりの樹じゆ液えき塊かいは宝石のように見えなくもない。琥こ珀はくが存在する以上、宝石と言っても過言ではないのかもしれない。だが──そう、いかんせん、不気味であった。

　ごく普通の自然を写した線画に、子供が好き好きに絵の具を塗ぬっていったような、なんとも言えないちぐはぐな印象を与あたえているのだ。

　その最たる理由はやはり木の幹の色だろう。寒色というのは、やはり一見してポジティブなイメージよりも冷たい、ネガティブなイメージを与えがちだ。

　もしも木が葉をつけていなければ、さぞホラーな雰ふん囲い気きの枯かれ木きが出来上がるだろう。

「マオルの人達ってなんかこう、こまかいところが大ざっぱですね」

「うう……否定できない……」

　当然、こんな光景を作ったのもまた、マオル族の祖先である。

　地図に名前が記されているのは、そういうことだろう。伝えきれないものを文字で伝える──ウケなかったネタの説明をするお笑い芸人の様な寂さびしさに、悠は苦笑した。

　が、そんな光景を吟ぎん味みしてばかりもいられない。

　地図によれば、この林の中に泉が存在するのだ。水場の確保が出来なければ、此こ処こから先の水場までは厳しい物資の管理が必要になるだろう。

　泉の水は過去のマオルが飲めるように作ったというが、それでも汚お染せんされている可能性や、万が一ということなら涸かれている可能性だってある。

　とはいえ、それらは杞き憂ゆうだったようだ。

「おお……これが宝石の泉か」

「樹液の光が反射して──水だけ見れば、とても綺き麗れいね。全体としてみればやっぱり不気味だけど」

　木々の切れ間に現れたのは、神こう々ごうしく輝かがやく大きな泉。

　揺ゆれる水面に色とりどりの光が乱反射する様はプリズムの様で、非常に美しい。

「それよりユウさん、お水の方はどうですか？」

　だが大切なのはその水が飲用に適するかどうかである。

　尤も、樹液の光が映り込んでいるだけで水自体は普ふ通つうの水だ。

「ん、問題ないと思うぞ。ただ──やっぱり、なにかいるな」

　それ故に、水場には水を必要とする生物が集まる。

　そんな必要なモノを占せん拠きよするほどの魔物となれば──強大なのも、また常である。

　悠が僅かに目を細めると同時、クララ達が各々、構える。

　瞬しゆん間かん、八つの水しぶきと共に、何かがせり上がる──

　水の中から現れたのは──そそり立つ柱であった。いいや、違ちがう。

　現れた柱はよく見れば幾いくつもの円形の突とつ起きがついており、うねり、躍おどっている。

　そう、その姿は──

「た、タコぉ!?　淡たん水すいじゃねーのこれッ！」

　悠の知るタコ、そのものであった。

　ただし例によって、サイズは非常に大きいが。

「う、わ。私なんか、これ苦手ッ！」

「うねうね……」

　地域によっては『デビルフィッシュ』とも呼ばれるその風ふう貌ぼうに、女性陣じんがたじろぐ。

　確かに、慣れない者が見ればその不定形のフォルムはまさしく異形そのモノだろう。そもそも、地球でさえ怪かい物ぶつ的てきな存在のモチーフとしてよく採用される姿だ。それが巨きよ大だいとなってはそのリアクションもさもありなん、と言ったところ。

「言われてみると、なんとなく悍おぞましいな。……なあユウ、まさかとは思うが──」

　しかし、しかしだ。

　悪あく魔まの魚と形容される容姿でも、宇宙的な恐きよう怖ふを想起させても、タコは広い地域で食されている食材である。

　恐おそらく淡水であろう泉に棲んでいる生物故に、厳密にはタコとは大きく違う生物なのだろうが──

「勿もち論ろん、今日の晩飯だぜ！　コイツはどう食っても美味うまそうだ……！」

　悠の食しよく欲よくは、腹の中からノックを続けている。であれば、少なくともこれはれっきとした『食材』だ。

「ああ……やっぱりぃ。ま、まあユウの料理だから大だい丈じよう夫ぶなんだろうけど……」

「これまた、味の想像もつかないわね……でもやるしかないか」

　異形の容よう貌ぼうに怯ひるみつつも、クララ達は武器を構える。いつもよりは乗り気ではないようだったが、悠がこんなにはしゃいでいるのだ、もはや覚かく悟ごを決めるしかない。

「刺さし身みに煮に物もの、茹ゆでに……ああもう、夢が膨ふくらむな！」

「私としては、刺身は少し遠えん慮りよしたいが……っと、来るぞ！」

　和気あいあいとした悠達に業ごうを煮にやした──かどうかは定かではないが、極ごく太ぶとの触しよく手しゆが叩たたきつけるように振ふるわれる。

　木々をなぎ倒たおし、地面を触手の形そのままに陥かん没ぼつさせても、悠は笑みを絶やさない。

　ネーデに来てはじめての狩しゆ猟りように、悠は氷の刀を抜ぬき放った！








第九話　タコの衝しよう撃げき









「あの丸いの──吸きゆう盤ばんに気をつけろ！　『面』で捕らえられたら吸い付かれちまうぞ！」

「となると、幅はば広びろの剣けんを持つ私は不利だな。もしもの時はカバーを頼めるか？」

「言うまでもねーさ！　極力俺が受けるから、攻こう撃げきは頼むぜ！」

　宝石の泉にて、巨大タコと戦せん闘とうを開始した悠達。

　特とく徴ちようとして見られる吸盤の注意を引きつつ、悠はより前へと躍おどり出る。

　悠が受け、クララ達がサポートし、カティアが斬きる──装そう甲こうの突とつ破ぱが必要ない敵を相手取る際の、悠達の必勝パターンだ。

　その振り分けには当然理由がある。悠は高い攻撃力と防ぼう御ぎよ力りよくを備えているがカティアには敏びん捷しよう性せいで一歩劣おとるし、逆にカティアは防御力こそそれほどではないものの、攻撃の迅じん速そくさと正確さでは右に出る者がいないほどの剣けん士しだ。シエルの戦局を見み渡わたすサポート能力は前衛と後衛の間でこそ輝くものだし、クララとアリシアは典型的な魔ま法ほう使つかいタイプの立ち回りを得意とする。

　が、今回はその必勝パターンとも言える行動が、思うように決まらない。

「わわっ、危ないっ！」

「……これは、えいしょうのひまもありませんね」

　それは、この巨大タコがその八本の触手で悠達全員へと攻撃の手を伸のばしているからだ。

「『誘ゆう引いん』がイマイチ効いてねえ……本体はガン見なんだけどな」

　当然、ターゲットを自分へ集めるため『誘引』の力は発動している。そのためか、悠が特に多くの触手を捌さばくことにはなっているのだが、ちょうど人数分の一本ずつ、四本の触手がクララ達へと向かってしまっているのだ。

　その理由は、このタコの特殊な生態にあった。

　脳が九つ。それが、この動きの正体である。

　正確に言えば、そのうち八つの脳は脳とは違う。それらは、触手の根本に位置する神経の集合体である。だが、これによってこの巨大タコは八つの触手をあたかも自由自在に操あやつっているように見せかけているのだ。

　尤もつとも、その『分脳』の性能はタコの頭にあるモノに比べれば性能も低いし、そもそも役割も違う。

　だがより原始的であるが故ゆえにその『分脳』は『食欲』を持たないのだ。故に自身を魅み力りよく的てきな食物に見せかける『誘引』の力は、触手の一本一本に及およぶことはない。

　それでも悠が四本もの触手を差し向けられているのは──距きよ離りと、存在そのものの脅きよう威い度、二つの要素から成っている。

「くっそ、なんで別々にこんな動きが出来るんだ!?　俺よりアタマいいんじゃねーのコイツ！」

「悲しくなるからやめてよ。……それより、なんとなく見えてきた。もうちょっと時間を稼かせいで」

「……？　わかった！」

　息もつかせぬ連続攻撃に悪態を吐つく悠。だが、それを諫いさめるシエルは冷静に策の存在を匂におわせる。

　シエルが意味もなく、期待を抱いだかせるような人間ではないと、悠達は知っている。言われた通りに、悠は前線で巨大タコの注意を引く。

　紅くれないの刀に魔ま力りよくを込める──凄すさまじいまでの氷魔力が周囲を凍いてつかせ、恐ろしくも美しい鳥の囀さえずりを放つ。

　一度その力が薙なぎ払はらわれれば、柔やわらかな身体からだを持つタコなど、触手ごと切り裂さいてみせるだろう力の本流。しかし、その強大な力に反応し、四本の触手が波状攻撃を行う。

「ちっ、やっぱ撃うたせちゃくれないか」

　この妨ぼう害がい行こう為いをさせることこそが悠の目的だった。

　魔力に反応して攻撃を仕し掛かけてくる──と気がついたのは、ある意味で悠がこことは異なる世界から来たことに起因する。タコの生態は知らずとも、魔法に詳くわしくないからこそ「魔力を感知して攻撃する能力でもあるんだろう」と当たりをつけたのだ。

　結果として悠の推測は、ハズレだった。これは動物的な本能とタコの生態によるものだ。が、より大きな魔力を狙ねらって攻撃しているという答えだけは、合っていた。

　当然、何の根こん拠きよもなしの推測ではない。戦いの中で大おお技わざに敏びん感かんに反応するタコの動きをよく観察していたからこそ気づけたことだ。

　動きから答えを見み出いだす。それは戦いの中で磨みがき抜かれてきた戦せん闘とう勘かんと言って差し支えのないものだろう。

　四方から迫せまりくる触手を見み据すえ、悠は身体中に力を込めた。力みに追従して、魔力がみなぎる。

　一本一本が大樹の如ごとく巨大な質量を持った触手が悠の身体を叩き、挟はさみ、潰つぶす軌き道どうで襲おそいかかる──しかし触手は突とつ然ぜん、空中で静止した。

　しかし、よく見れば触手は停止したのではない、何か障害物に阻はばまれてそれ以上進めなくなったのだとわかる。

　その何かは──棘とげ。『棘きよく皮ひ』の力である。イグラパルドより得た攻こう防ぼう一体の棘を身にまとう力だ。堅けん牢ろうで鋭えい利りな鎧よろいは、大質量の触手を受け止めていた。

　とはいえ、そこまでだ。痛みを感じていないのか、刺し貫つらぬかれた触手は未いまだに怪あやしく蠢うごめいている。このまま押しつぶすつもりだろうか、触手はその傷を広げながらも悠へと間かん隔かくを狭せばめていく。

　所謂いわゆる、硬こう直ちよく状態というやつだった。『棘皮』の防御力ならば突破されることはないが、この間動くことが出来ない悠には、この状じよう況きようを打開する手段もない。

「ご苦労さま。おかげで準備が整ったわ」

　だが、それは悠が一人で戦っていた場合の話。そもそも悠の目的が、この膠こう着ちやく状態──即すなわち、時間稼ぎである。

　シエルの声に、悠は口角を上げる。

「もう『誘引』の方は解除していいわ。あとはもう終わるから」

『氷ひ閃せん』のタメにより巨大タコの意識が殆ほとんど自分に向いている今、誘引を解除していいのだろうか？　わずかに疑問に感じた悠だが、シエルの指示を疑うことはしなかった。

　クララが魔法を形作り、カティアが力を溜ためるように剣を構えているにもかかわらず、悠は『誘引』の力を解除した。

　途と端たん、フリーになった触手がより脅威度の高いクララ達へと走る──

　走り、そしてある地点で、バラバラに弾はじけた。

「『糸』よ。ユウが時間を稼いでくれている間に、張り巡めぐらせておいたわ。その、ちょっと触さわりたくなかったから」

　一いつ瞬しゆんのうちに下ごしらえを終えたのは、シエルが張り巡らせたワイヤーのトラップであった。

　愚ぐ直ちよくにクララ達を狙う触手は網あみ目め状じようのワイヤーに切り刻まれて、ちょうど良い大きさになっている。

　この一瞬で、巨大なタコの八本の触手は、その全てが失われることになったのだ。

　もはや攻撃手段を失ったタコを確認し、シエルは張り巡らせたワイヤーを回収する。

　こちらの攻撃を縛しばるものは、もはや何もない。

　それでも生物的な本能から恐怖を感じたのか、タコは逃とう走そうを図るが──

「いたみもかんじないようなたんじゅんなつくりだと、ききめが早いですね」

　かくり、とその身体から力が失われる。

　アリシアの『午ご睡すい』だ。対象者の睡すい眠みんを操り、眠ねむりに落とすこの力は対象が抵てい抗こうの意志を持たないほど──闘とう争そう心しんを持っていないほど、よく効く。

「『アイシクル』！」

「一刀両断っ！」

　そこに放たれるは、渦うず巻まくような暴力的な魔ま術じゆつの、洗練された美しい太た刀ち筋すじの──必殺の二撃。

　もはや抵抗する意志さえも奪うばわれた巨きよ大だいタコは、刺し貫かれ、切り分けられ。調理に丁度よい形となるのだった。




　　　　◆




「うぉほぉー……改めて見るとでっけぇなあ！　どう調理するか迷うぜ」

「改めて見ると……その、グロテスクだな。どう調理されるか想像がつかん……」

　予あらかじめ幾いくつかのパーツに切り分けられた巨大タコを眼めの前に、悠とカティアは共に『完成形』を迷うコメントをしつつも、正反対の反応を見せた。

　今、悠達の眼の前にあるのは何トンと換かん算さんした方が早そうな巨大タコの切り身の山だ。調理の幅はばが広いタコを前に目を輝かがやかせる悠と、薄うっすらと粘ねん液えきに包まれて長くうねるタコの足を前に、顔を引きつらせる女性陣じん。

　切り分けられた足がまだわずかに動いているのを見て、クララ達はなんともわかりやすい反応を見せている。まあこの状態ではタコが美味うまい食材と知っている悠でも少々気色が悪いと思う。タコを初めて見る彼女たちがこうなるのも、無理はあるまい。

「んー……でも本当、どう調理すっかね？　見た目が気になるならやっぱアレしかねぇけど──」

　しかしそんな反応を見たからこそ、悠の中では今日の料理が半決まりといったところだった。幸い、それに必要な調味料は作ってあるのだが──肝かん心じんなのは、その調理に少々特とく殊しゆな器具がいることだった。

　それがなくとも似たような物は作れるのだが、やはりせっかくなら『形』の方もこだわりたい。

　ということで──

「おお、この大きさがあればいけっかな」

　悠は付近から、人が腰こし掛かけられそうな岩を見つけてそう呟つぶやいた。

　調理に岩？　岩を熱して石焼きにでもするのだろうか。一いつ斉せいに頭にハテナを浮うかべる女性陣。

　だが悠は気にした様子もなく、岩の周囲からクララ達を遠ざける。

　すると紅刀に魔力を込め──『氷閃』を一いつ閃せん。もう一閃。正確に振ふるわれた斬ざん撃げきが、岩の円えん盤ばんを作り出した。

「やっぱり、岩がん盤ばんで石焼きにするの？」

「いやいや、ソレだけならフライパンでも使うよ。お楽しみに」

　悠の返答にさもありなん、と思ったのは質問したクララ自身。やはりここからもうひと手間あるらしい。

　グロテスクな食材で下がっていたテンションが、予想のつかない調理の片へん鱗りんで一気に引き上がる。

　悠は期待の眼まな差ざしを向けるクララ達には気づかず、泉から流れる川へと石盤をつけた。そして──手を川へと突つっ込み、風のガントレットに、思い切り力を込めた。

「お、お、いけそう」

　クララ達からは悠の手元が見えないが、何やら手応えを感じている様子に興味を惹ひかれる。あまりはしゃぐのもみっともないと大人ぶるシエルでさえ、身を乗り出すほどだ。

　では悠からはその手元はどう見えているのだろう？

　川の中には、今凄まじい水流の刃はが発生していた。その形状は球体。触ふれるものを球状に削けずり取る刃は、さながらグラインダーだ。

　それを石盤に押し当てれば──目もく論ろ見み通り、石盤に穴が空いていく。

　やがて刃の半分ほどが差し込まれたところで、悠は手を引き上げた。

　そうして出来上がったのが、半球状の凹へこみだ。

　表情を見るに、どうやら成功のようである。あとはこれを複数個作れば完成だ。

　もうおわかりだろう。

「たこ焼き器完成！　やー、やっぱ気分て重要だよな！」

　悠が作り出したのは、たこ焼きを焼くための『たこ焼き器』であった。

　タコの見た目が悪いというのならばそれを隠かくしてやればいい、というのが発想の発ほつ端たんだ。

「たこやき……？　それがないと、作れないりょうりなのですか」

「そうそう。やっぱあの食感を出すにはこれじゃなきゃなー」

　即そく席せきたこ焼き器をよく洗いながら、悠は上じよう機き嫌げんで質問に答える。その名前と器具の形状からは用よう途とが想像出来ず、クララ達はやはり疑問の表情を浮かべた。

　さて、器具が出来てしまえばあとは簡単だ。

　小麦粉と卵などの各種材料を混ぜ、キャベツに食感が近いブラッカを細かく切る。さっとタコを茹ゆであげたら、一口よりも小さなサイズに切り分けていく。

「……へえ、火が通ると、綺き麗れいな白ね」

「皮は真っ赤になるんだけどな。コイツのはちょっと分厚いし、堅くなりそうだから除いたんだ」

　小さなタコの足──ではなく、皮の下の白い部分だけを角切りしたものをたこ焼きに、というのは悠にとっても初めての経験である。大きなタコから切り出した分、一口の満足感はたっぷりだ。

　この頃ころには、再びクララ達の顔に輝きが戻もどってきた。茹でたタコはまさしく純白と言った具合で、先さき程ほどのヌメヌメとした光こう沢たくも肉感あふれる色もなくなっていたからだ。

　何より、ここからこの材料がどうなるのか、クララ達には想像がつかない。

　悠も、その期待に応えようと早さつ速そく調理を開始した。

　熱した石盤に油をよくなじませてからくぼみにタネを入れ、そこにブラッカやタコを落としていく。

　溶といた小麦粉と油の素そ朴ぼくな甘い匂においが、夕食前の食欲を刺し激げきする。まだ、器具の意味はわかっていないが食欲をそそられたクララの表情が緩ゆるむ。

　だが悠にとってはここからが本番だ。ピックを使って器用に生き地じをひっくりかえしていくと、ぽこんぽこんと可愛かわいらしい球体が現れた。

「……なるほど、そうなるのか！」

「そ、面おも白しろいだろ？　俺は子供の頃からたこ焼きが好きでな。味もなんだけど、この形とか、ひっくり返していく様が子供心に面白かったんだよな。どうせならこれも見てもらいたいって思ってさ」

　喋しやべりながらも綺麗な球体を作る悠の手付きは手慣れている。いろいろな『食』に興味を持つのは勿もち論ろん、もともと凝こり性しようなこともあり、おやつ代わりにたこ焼きを作るなんてのはしょっちゅうだったのだ。

　頃合いを見計らって、悠は焼けたたこ焼きを皿の上に盛っていく。

　そこにたっぷりの野菜と香こう辛しん料りようで作ったソースをかけて、猪いのしし魚うおの削り節をかけていけば──

「出来た！　たこ焼きの完成だ！　中は滅め茶ちや苦く茶ちや熱いから注意してくれよな」

「おお……なんともかわいらしいフォルムですね！」

「削り節が躍おどってるみたい。……ふふ、面白いわね」

　まんまるふっくらの魅み惑わく的てきなフォルム、波状にかかるソースは天の川。躍る削り節のバックダンサー付きのにくい奴やつ。たこ焼きの完成である。

　ソースのあま～い香かおりは湯気に乗って濃こく強く立ち上り、満腹中ちゆう枢すうを強きよう烈れつなまでに刺激する。見た目にも可愛らしい祭りの華はなが、いま花火のように異世界ヴイオードの宇宙に花開いた。

「こ、これはなんとも……先程の姿からは想像出来ないものが出てきたな！」

「匂いも美味おいしそう！　早く食べようよ！」

「おう！　やっぱ出来たてホッカホカをハフハフしながらってのが醍だい醐ご味みだからな！」

　悠の合図で一斉にいただきます、を唱和すると、箸はしやフォークなど、各々の食器がたこ焼きの山へと群がった。

「……あっ、あふっ……！　お、美味しい……っ」

　上品に手で口を押さえながら、その熱さに口の中を軽く火傷やけどさせながらも、シエルは無意識にそう叫さけんでいた。

「外はパリッと！　中はふんわりとろりと！　そしてあつさをおそれずひとかみにすれば、ぷりっぷりのタコがはじける……っ！　なんと新しいしょっかんでしょう！」

「あふぃ、あふぃ、んぐっ……が、美味い！　甘く刺激的なソースの香りもたまらないな！」

「そのソースの塩しお辛からさと、生地とタコの優やさしい甘さがよく合ってるねっ！」

　果たして、その評価は大好評である。

　悠もまた、懐なつかしく、しかし洗練された素材による味を楽しんでいた。

　パリッと、ふわっと、トロッと、タコのプリプリな生きの良い食感と、ブラッカのサクッとした小気味良い歯ざわり。

　異世界の野菜で作られたソースは野菜の甘みをたっぷりと含ふくんでおり、また塩辛い味付けが桜の香りの様に控ひかえめなタコの甘みと調和する。

　削り節の香り高さもまた、そこに良いアクセントを添そえていた。

　地球でも、金に糸目をつけなければ、こんなたこ焼きが出来上がるのかもしれない──最高級の食材で子供のおやつを作るような小気味良さが、無性に楽しかった。

「あー……美味い」

　しみじみと、呟く。

　香りに乗って、まだ小さかった頃の縁えん日にちが思い出される。

　特別な日に少しだけ多めなお小こ遣づかいを握にぎりしめて、それでもそう多くはない金額の中で何を食べようかと迷ったあの日。今にしては技術料を考こう慮りよしても高めだったたこ焼きの、小さな小さなタコが恋こいしくもある。

　それでも──やっぱり、タコは大きい方が良い、なんて思ってしまうのは現金だろうか。

「むっ……」

「ぬっ」

　感傷に浸ひたっていると、カティアとアリシアが意味ありげに視線を交かわしているのに気がつく。

　どうやら、たこ焼きの最後の一個を巡めぐって、高度な心理戦が繰くり広げられているようだ。

　つい鼻を鳴らしてしまうと、二人が同時に悠へと振り返る。

「まだ食い足りないなら、追加で作ろうか？　シエルとクララも、食うか？」

　たじろぎながらもそう提案すると、四つの笑顔が縦へと振られた。

　こうして次から次に焼いていくのもまた、たこ焼きの『味』の一つだろう。

　タコパというのはこんな風なのかな、と思いつつ、悠は再びたこ焼きの生地を流し込むのだった。








第十話　草原の覇は者しや









「しかし、不思議だな」

　星の草原を歩く悠達。

　星空と草原をもはや見慣れつつあったクララ達が、その言葉に首をかしげる。

　悠もまた、この光景には慣れてきていたはず。雑談の中、綺麗で不思議な光景も見慣れると少し飽あきてくる──なんて愚ぐ痴ちをこぼしたばかりの悠が何気なく呟つぶやいた言葉の意図が、わからなかったからだ。

「不思議、とは何がだ？」

　わからないのならば聞けばいい、と直球で質問をぶつけたのは、カティアである。

　悠もそう聞かれて主語を省いていたことに気がついて、ああと短く納なつ得とくの声を上げる。

「いや──この草原なんだけどさ。……めっちゃ強そうな魔ま物ものが多いのに、ずいぶん温厚というか、あんまり戦せん闘とうにならないんだなって気になってさ」

　そう言って、悠が指差すのは草原に生息する魔物達だ。

　黒いライオンの様な生物に、毛の生えていない大きな四足歩行の生物──ひと目見てわかる強そうな魔物達。草原に生息する魔物は差異はあれど、そのいずれもが地球の大型肉にく食しよく獣じゆう程度の体たい軀くと、威い圧あつ的てきなフォルムを備えていた。

　実際──彼等の生物としての格は、見たままに高い。

　例えば群れで移動する黒いライオンの様な生物。これは、能力抜ぬきでも一頭で地球のライオンの群れを蹴け散ちらすほどの身体的スペックを持っている。だがこの程度の戦闘力はこの草原では珍めずらしくもなく、いずれもが地球の生物ではもはや比ひ較かくにもならないほどの強さを誇ほこる〝猛もう獣じゆう〟だ。

　しかも、彼等は非常に攻こう撃げき的てきだ。先程挙げた『毛の生えていない大型の生物』などは、草食獣だがそのすさまじい食欲から餌えさ場ばに強い執しゆう着ちやく心しんを持ち、縄なわ張ばり争いを積極的に行っている。

　にもかかわらず悠達が襲おそわれないのは──ひとえに、彼等が賢いからだ

「それなら、私達を警けい戒かいしてるのでしょう。魔物の中には、魔力で相手の戦力を測る動物がいるって聞くわ」

　そう。襲わないのではなく、襲えないのだ。知能が高く、相手との戦力差を理解する力があるからこそ、悠達に挑いどんだところで損をすることがわかりきっているから。

　それも、決定的で致ち命めい的てきな損を、だ。

「……なのか？」

　シエルの答えに、悠は曖あい昧まいな返事をする。

　どう見ても強そうな魔物達──実際強いそれらに、自分達は怯おびえられる側なのだと、そう言っているのだ。

　曖昧な返事にも、シエルは真面目に頷うなずいた。シエル自身、強力だとひと目でわかる魔物に怯えられている現状が、信じられなかったからだ。

　これはシエルが悠達パーティに加入したのが比ひ較かく的てき最近だからだ。少なくとも、悠達に合流する以前の自分ならあの中の一頭を相手にするのも──よほどの好条件が重ならなければ不可能だったろう。それほどまでに短期間で、急激に強くなった実感があるからこその『判断』だった。

「なんか実感湧わかねえな。結構強いんだな、その、俺達」

　言い換かえるならそれは、自分達がその強力な魔物よりも遥はるかに強いという証左だ。

　悠とて、ほんの少し前──こちらの世界に来るまではそれこそライオン一頭とだって勝負にならなかったろう。そんな自分がいつの間にか『モンスター』にさえ恐おそれられるほど強くなっているとは、実感も湧かなくて当然というものである。

　だが同時に、それほどの速度で歩みを進める自分達が、少しだけ誇らしくなった。

「なんにせよ、無む駄だな戦闘で時間が取られねえのはありがたいな。……見たところ、あの中じゃ食えるのはあの『シワシワの奴』だけだし」

「あの毛の生えていない醜しゆう悪あくな魔物のことか？　……うん！　やはり挑まれない限り無駄な戦闘は避さけるに越こしたことはないな！」

　悠のセンサーが反応する魔物──特とく徴ちようで指し示されたそれを見て、カティアは悠の言葉に納得したかのような口ぶりで、安あん堵どをにじませる。

　現金な態度にクララと悠がくすりと鼻を鳴らした。

　が、平時の旅ならばともかく、今はなるべく早く先に進むという目的がある。

　はじめから警戒されている状態で逃にげる獲え物ものを狩かるとなれば、それなりの準備と体力が必要になるだろう。言う通り、無駄な戦闘は避けるに越したことはない。

「そんじゃあ折角向こうから避けてくれてることだし、先を急ぎますか！」

　ひょっとしたら、ディミトリアスのところに想定外の速度で到とう着ちやく出来るかもしれない──そうなれば、もしかしたら話し合いで事が解決するという道も、あるかもしれない。

　一ひと握にぎりの期待と、冷静さを同時に抱いだきながら、悠は足を速める。

　気の抜けたアリシアの「おー」という掛かけ声が、絶ぜつ妙みように力を抜いてくれるのだった。




　　　　◆




　同じ景色をしばらく歩き──想定よりも長い距きよ離りを歩いた悠達は、そろそろ野営の準備を始めようとしていた。

　今日の野営地に選んだのは、小高い丘おかだった。逆に警戒される立場にある悠達にとって、周囲を見み渡わたすことが出来るというのは唯ゆい一いつ恐おそろしい奇き襲しゆうに対するアドバンテージになる、というのが選考の基準だ。

　テントを張り、火の準備を進め──もはや、悠だけではなくクララ達もその準備は慣れたものだ。火口さえあれば、メタルマッチのお蔭かげで特とく殊しゆな技術もなく火を点つけることが出来る。

　派手に散る火花の美しさに、今日の火の当番のシエルがほうとため息を漏もらしているのを見て、悠は一息ついたと腰こしに手を当てる。

「今日の寝ね床どこは概おおむね準備ＯＫだな」

　言う通り、寝ねようと思えば今日はもう寝る準備が整っていた。

　おかげで、一日歩き通した今でも精神的な余よ裕ゆうがあった。

　となると──やはり、一日の締しめくくりが問題だ。

「まだタコがあるからメシは食えるが……なんか新しいヤツを獲とりたい気持ちもあるな。どうすっか」

　人里離はなれた地において、食事というのは一日の締めくくりであり、数少ない娯ご楽らくの一つ。

　美味うまい食事は士気にも繫つながり、次の日の活力となる。なので、余裕があるうちに未知なる美味を追求したい、と悠は考える。

　なのだが──

「っていっても、あんまり魔物も近づいてきてくれないんだよね」

「そうなんだよなあ。特にこの辺りは何もいないし、さっきのちょっとキモいのも見なくなっちまったし、獲物を探すっていう労力が明日あしたに響ひびくといけないからよー」

　悠達に危害を加えようとする魔物がいないのだ。

　これは、今までの旅でも珍しいことだったと言える。

　今までは、基本的に魔物と出で逢あえば戦うというのが常だった。だが今日は一度も戦闘が発生していない。

　まさか魔物の方から避けられることになるとは、と悠は顎あごに手を添そわせる。

　こんなことならさっきのキモいのに『誘ゆう引いん』を使っておけばよかったか。そう独りごちる悠に、カティアはそうならなくてよかったと思う。

　毛のない表皮、皺しわだらけで肉感のある色は、まさしく醜悪な悪あく魔まと言った具合。カティア的には、タコ以上に食指が動かなかった。

「んー、やっぱ余ってる食材を使っちまった方がいいかな。茹ゆでてあるから薄うすく引けばそれだけでも食えるだろうし……」

　結局、今ある食材でなんとかする方に考えをシフトしていく悠。

　だが──平へい穏おん無事、とはいかないのが世の常。

「む……ユウ」

「わかってる」

　あからさまに向けられる殺気に、悠達は武器を手に取った。

　走った殺気に向かえば、そこにいたのは一頭の馬の様な生物。

　漆しつ黒こくに輝かがやく美しい毛並みと、黒い風の様になびくたてがみ。何よりも印象的なのは──その額には槍やりのように立派な角が、二本。

　悠はその姿に見覚えがあった。地球において伝説にその姿を残す、神聖の象しよう徴ちようユニコーン……と、対ついを成す邪じや悪あくの象徴。

　その名は──

「ば、バイコーン？」

　バイコーン。

　ユニコーンよりは幾いくばくかマイナーな存在だろうか。そもそも似ているというだけの全く違ちがう生物だが、その威い圧あつ感かんに悠は息を吞のむ。

　邪悪な空気を纏まとう馬は、筋肉質な体軀に不ふ吉きつの黒い風を靡なびかせて、悠達へ明らかな敵意を叩たたきつけている。

「……襲ってこないな」

　しかし、襲ってこないのは──やはり、悠達への警戒があるからだった。

　だが敵意がないかといえばそうではない。『誘引』を発動していないのにもかかわらず、バイコーンは悠達から目を離はなすことはなかったし、時折威い嚇かくするように嘶いなないている。

　これは──バイコーンの生態、というよりも気き性しようが関係していた。

　このバイコーンはプライドが高く、そして縄張り意識が強い生物だ。この周辺に魔ま物ものが存在しないのは、この凶きよう悪あくな魔物が辺り一帯を縄張りと定め、広大な縄張りに立ち入った者を片かたっ端ぱしから襲うのが理由となっていた。

　自然と魔物達は追われ、縄張りに寄り付かなくなる──そう、彼もまた、魔物に『避けられる側』の存在なのだ。

「もしかして、わたしたちはあのまもののなわばりにふみいっているのでしょうか」

「だとすればなんか、悪い気はするな……」

　縄張りという概がい念ねんにアリシアが気づき、悠が同調する。

　もしも自分たちが彼の縄張りを侵おかしているのならば、侵しん入にゆう者しやは自分達の方だ。いくら魔物相手とはいえ、無ぶ粋すいなことをしているのではと悪いことをしている気分になる。

　が──

「ゆっくり、一歩下がってみよう」

　悠が合図をして、皆みなを一歩下がらせる。

　すると、バイコーンもまた一歩歩みを進めた。

　逃がすつもりはない、と語っているようである。

「……やるしかないみたいね」

　そう、この魔物のプライドは、どこまでも攻撃的なのだ。

　馬という生物に非常に近い姿をしているこの魔物は、その姿に違たがわず草食である。故ゆえに、他者の肉はその生命の維い持じに必要としていない。

　だが、殺す。広大に設定した自分の縄張りを侵したその事実が、死に値すると激げき昂こうするのが、このバイコーンに似た魔物の邪悪な気性だった。

「ああ、向こうが引くつもりがねえっていうなら、しょうがねえさ。……幸い、美味そうだぜ」

　当然、悠はこの魔物の生態は知らない──だが、直感的にその邪じや智ち暴ぼう虐ぎやくのあり方を感じ取っていた。

　陳ちん腐ぷな表現だが、魂たましいレベルで合わない。そう感じていたのだ。

　悠達が臨戦態勢を取ったことを膨ふくれ上がる魔力から感じ取り、バイコーンも凶悪な嘶きを上げる。

　それは王に歯向かう愚おろか者への怒いかりだ。高い知能が、草原の覇は者しやに、自然的ではない傲ごう慢まんさを与あたえていた。

「火ひ蓋ぶたを切ったのはお前だぜ……馬ば刺さしにしてやるッ！」

　草食動物の縄なわ張ばりを侵したのならば自分達が出ていくべき──自然的な思想を尊重した悠だからこそ、その傲慢さには腹が立ったのかもしれない。

　紅刀に魔力を込めた、悠の一いつ閃せんが、戦いの幕を切った。




　　　　◆




「うお……速ェ！」

　横よこ薙なぎに視界を切り放つ、広大かつ高速の斬ざん撃げき『氷ひ閃せん』は、悠の持つ技わざの中でも比ひ較かく的てき使いやすく強力な部類の技だ。当たりやすい割に強固な外がい殻かくや鱗うろこを持つなど、防ぼう御ぎよ力りよくに優すぐれた魔物でなければまず勝負が決するであろう威い力りよくまでを兼かね備えた、必殺たりうる技である。

　しかし、バイコーンは戦いの幕開けとなったそれを軽やかに飛び越え、そして凄すさまじい速度で地面に着地して見せた。

　悠が速いと表現したのは、その一連の動きだ。飛び上がる速度はわかる──しかし、バイコーンが『落ちる』速度が、跳ちよう躍やく以上に速かった。まるで、動画の早送りの様に。

　通常、初速が同じならば──空気抵てい抗こうを考こう慮りよしない場合──重量にかかわらず物体が自由落下する速度は一定だ。何らかの勢いがつかない限り、跳躍の頂点から『落ちた』バイコーンの落下は、一いつ瞬しゆんで高速になるはずがない。

「気をつけろ、既すでに何らかの能力を使っているかもしれない！」

　その動きの異質さに、カティアが注意を喚かん起きする。

　戦いに慣れているからこそ、こういった、定められた動きのリズムが崩くずされるというのは、厄やつ介かいであった。

「いつも通り注意を引く！　動きが速いから、俺ごと巻き込むくらいのつもりで広こう範はん囲いの技を頼たのむ！」

　カティアと共に前衛に躍おどり出た悠が、クララへと言こと伝づてを残す。

　悠の指示に、慌あわてることもなくクララは『アイシクル』の詠えい唱しようを始める。

　背後で膨らむ魔力を感じ、悠とカティアがバイコーンへと斬きりかかる。

　が──

「ッ！　高けぇ！」

「馬ば鹿かな！　これほどの動作で、あれほどの跳躍を……!?」

　何気ないひと蹴けり──たったのそれだけで、バイコーンが遥はるか高くへと跳躍する。

　距きよ離りにすれば、三十メートルほどはあるだろう。悠でも『跳躍』の力なしに飛べる距離ではあるが、しっかりと膝ひざを曲げ、思い切り力を込めなければ不可能な高さだ。

「……まて、いや、やはり！　速いッ！」

　そして──その巨きよ体たいが、凄まじい速度で落下してくる。その速度は流星が如ごとく、星空に紛まぎれ、非常に視認しづらい。

「避よけ……がっ！」

　即そく座ざに指示を飛ばす悠と、それよりも先に動いていたカティア。

　刹せつ那なの内に跳とび退のくと同時にバイコーンが『着ちやく弾だん』すると、周囲を爆ばく風ふうの如き衝しよう撃げきの波が襲おそった。

　大質量による、高速の落下。まさしく、隕いん石せきであった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　ユウ！」

　吹ふき飛ばされたカティアを抱だきとめたシエルが、ゴロゴロと地面を転がるユウに叫さけぶ。

「ぶっ……ペッ！　だ、大丈夫だ！」

　完全な回かい避ひが不可能と知り『硬こう質しつ化か』を発動していた悠に、傷はない。

　口に入った砂の不快さに唾つばを吐はいたが、他にダメージはない。

　無傷。それは、この攻こう撃げきを仕し掛かけたバイコーンにとっても予想外のことであった。

　バイコーンはこの能力で草原を統すべた、草原の主だ。王としての傲おごりこそあるが、力に誇ほこりを持つがゆえ、攻撃に手心も手て抜ぬきも加えてはいなかった。

　故にバイコーンは怒おこった。己おのれが絶対と信しん頼らいする〝牙きば〟を耐たえ凌しのがれた怒いかり。それはやはり、誇りのようなものだったのかもしれない。

「……！　気をつけろ、なんかすげー力を感じる！」

「クララとアリシアは後ろに。距離を取らないと、あれを防ぐのは難しいわ」

　魔力をたぎらせるバイコーン。シエルはクララとアリシアを下げ、より防御的な姿勢を取る。

　平地ではワイヤートラップも使用しづらく、攻勢には手を貸しづらい。だがサポーターの役割は攻撃の手助けだけではない。後衛の安全を確保するのもまた、シエルの仕事だ。

　こうしてシエルがクララとアリシアを守ってくれるからこそ、悠とカティアが全力を出せるということもある。

「しかし参ったな。反はん撃げきへの転じ難にくさに加え、更さらに増した魔力……これは、中々厄介だ」

「あの能力が何なのかわからねーのも面めん倒どうだ……来るぞッ」

　とはいえ、いまだその力の攻こう略りやく法ほうはわかっていない。

　愚ぐ痴ちる悠達をバイコーンは嘶きで一いつ喝かつし、再び駆かける。

　またあの踏ふみつけが来る──脳裏に浮うかぶのは、凄まじく広い衝撃の範はん囲い。

　悠達は大きく回避行動を取ることでこれを避けようとする。が──

「くうっ!?」

「がっ……重、い……ッ!?」

　バイコーンが接近した瞬しゆん間かん、身体からだに鉛なまりが巻き付いたかのような重さを感じ、その膝を折る。

　亡もう者じやに引かれる様な重さの頭をなんとか上に向ければ、バイコーンが飛び立つ様が見える。

　その瞬間、身体は動くようになったが──このままでは、回避が間に合わない。

　まずい、と悠が思ったのは──自分ではなく、むしろカティアの方だった。

　直撃さえしなければ、爆風程度は『硬質化』で難なく耐えられる──が、カティアはそうはいかない。

　悠は地面に縫ぬい付けられるような足を気合で動かして、カティアの前に立ちふさがった。

「ばっ……ユウ！」

　両手を交差させて顔の前へと構えた悠は『棘きよく皮ひ』の力を最大まで引き上げる。

　直後、地面へ突つき刺ささる黒い流星。

　地表が捲まくれ、轟ごう音おんとともに礫つぶてを交ぜた衝撃が襲いかかる。

　防御を突き破やぶって身体を叩たたく礫に耐えつつ、悠は地面へとしっかりと『根』をおろし、吹き飛ばされずにいた。

『硬質化』ではなく『棘皮』を選んだのは、これが目的だ。地面に棘とげを突き刺すことで、身体を固定した。

「ぐぐ、ぐ……耐えたぞクソッ……」

「なんて無茶を……！」

　当然──襲い来る力に立ち向かった分、その抵抗は、ダメージは高い。

　が、悠に庇かばわれたカティアは、頰ほおに一筋の傷を残すのみだ。

　倒たおれそうになる身体に張り手で気付けをして、悠は踏みとどまった。

　地表へと降り立ったバイコーンは、直撃ではないとはいえ至近距離で衝撃を受けた悠に、追つい撃げきが出来ずにいた。

　確実に仕留めた。そう思ったはずの獲え物ものが、立っていたからだ。その得体の知れない強きよう靭じんさに、困こん惑わくしていたのだ。

「ふんぬっ！」

　もう一度、気合を込めて、今度はしゃんと背筋を正した。

　少しだけふらついたが、立っていられないほどではない。

　声と動作に、バイコーンは明らかに警けい戒かい心しんを高めているようだった。

「ユウ、助かった。が、こんな無茶はもう……！」

「わ、わかってるって。それより、あいつの能力がわかった……と、思う」

　情けなさと嬉うれしさ、そして怒りを交ぜたカティアの叫び。

　今にも泣き出しそうに震ふるえた声にたじろぎつつも、悠は誤ご魔ま化かすようにバイコーンの力に言げん及きゆうした。

　自分を庇ってくれた者が、戦局を有利に進めようと重要な情報を提示する。真面目なカティアには、その言葉を遮さえぎることは出来ない。

　すん、と鼻を鳴らすと、カティアの瞳ひとみには再び剣けんの光が戻もどった。

　こうなるとわかっていて、能力がわかったと誤魔化した自分は悪いヤツだなと思った悠だが、力の正体がつかめたのは事実だ。

「多分だけど、アイツの力は重力──重さを操あやつる力だ。軽くして飛んで、重くなって落ちてくる。俺らが動きづらくなったのも、身体かこの空間自体を重くしてたんだと思う」

　果たして悠が推測したバイコーンの力は──重力。

　重力と一口に言っても、厳密にはそれは現象としての重力とは違ちがうものだろう。が、その作用は悠にとってその言葉が一番表しやすかった。

「重さを操る……？　それだけ聞けばさほど強くはなさそうだが──確かに、使い方によっては強力になるのか」

「え、めっちゃ強そうなイメージないか？　……まあそれはいいや。ともかく速さと攻撃の重さ、相手の邪じや魔ままで出来る結構強力な能力ヤツだと思うぜ」

　重力使いといえば強キャラ、という物語の知識がある悠と、そういった創作物には縁えんのないカティアでは、その捉とらえ方も対照的だ。

　が、その強さは存分に伝わったようである。

　速さと重さという、物理的なエネルギーの隙すきのなさ、そして相手の行動を阻そ害がいする、能力としての強さ。

　自分を強く、相手を弱くするという単純ながら強大な力に、カティアは舌打ちをした。

「どうする……？　私達の方が重くされてしまうと、攻撃も防御も困難だぞ」

「いや、それについては多分大丈夫だと思ってる。さっき攻撃の前には身体が軽くなったろ？　……おそらく、同時にいろいろなことは出来ねーんだ、多分」

　だが、悠が解き明かしたのは、その能力だけではなかった。

　バイコーンが飛び上がると同時に身体が軽くなったことから、その能力の弱点までも看破していたのだ。

　普ふ段だんであれば、それは弱点とは呼べないほどのものだ。並の魔ま物ものや冒ぼう険けん者しやではスタンプを避けるのも難しいし、衝しよう撃げき波はやそれに交じる砂さ礫れきに打ち据すえられれば、悲ひ惨さんな傷を負って見るも無む惨ざんなことになるだろう。

　だが、カティアはスタンプを避けられる。悠は爆ばく発はつの衝撃を耐えきることが出来る。

　こうして対たい峙じしている両者が強いからこそ、それは詰つみの筋に活路を残す、弱点となっていた。

「いいか、作戦は──」

「……なるほど。それでは君が──いや、任せる。信じるぞ！」

　浮かんだ突とつ破ぱ法ほうに、二人の目が闘とう志しに輝かがやく。

　それを見て──バイコーンは、己の失策を感じた。

　得体の知れない悠に警けい戒かいするあまり、対峙する敵に希望を持たせてしまったことを、実感した。

　だがここで引くわけにはいかない。王としての自負を込め、立ち上る暗黒のような魔力をたぎらせて嘶いななく。

　──瞬間、悠が跳とんだ。

『跳躍』の力だ。反射的に、バイコーンの視線が悠へと固定される。

　得体の知れない何かが、得体の知れない何かをしようとしている──その不気味さに、バイコーンは『重力』の力を全力で悠へと叩きつけ、走り出した。

「お、うおおおおっ!?」

　下へ流れていく視界が、突とつ如じよとして昇のぼる。急激に落下し始める感覚の異様さに、悠は思わず叫んだ。

　自然ではありえない──尤もつとも、通常の感覚も覚えた数秒後には死を迎むかえるだろうが──急速の落下。絶ぜつ叫きようマシンを悪意に塗まみれさせれば、こんな感覚を味わえるのだろうか？

　地面への衝しよう突とつに備え、悠は全力で防ぼう御ぎよを固める。

　すると──

「させないっ！」

　クララが杖つえをかざし、風のクッションを発生させた。強きよう烈れつな上じよう昇しよう気流は地に引かれる勢いを相そう殺さいし、わずかにその速度を下げる。

　その直後、悠は地面に着弾した。

「いいいッ……でぇ！」

　硬質化を、風のクッションを以ってしても、悠の身体を強い衝撃が襲った。

　着地の姿勢を取れなかったため、ダメージはダイレクトに来る──が、叫び声を上げられる程度には自分が元気であることを、感じていた。

　──ならば、多分、自分達の勝ちだ。

　一つ、力を使っている間は他のものに力を働かせることは出来ない。

　それはつまり、悠の身体を縛しばっている間は、跳ちよう躍やくもカティアの妨ぼう害がいも不可能ということ。

「取ったぞ……！」

　先さき程ほど悠が跳ぶ前にその場を離はなれていたカティアの声がする。

　その声に、バイコーンは驚きよう愕がくした。あまりの存在感に悠へと釘くぎ付づけにされていた注意──警戒の網あみを逃のがれたカティアの声は、自分の頭上から響ひびいていたからだ。

　悠が跳躍により注意をひきつけ、カティアを『重力』による束そく縛ばくから逃れさせる。大まかに言えば、悠の立てた作戦とはそのようなものだった。

　悠に能力を使っている間は、バイコーンは跳ぶことが出来ない。跳んだとしても、先程のような無法な跳躍は不可能だろう。その隙を、カティアが突くのがこの作戦の目的だった。

　果たして、それは大成功と言える。カティアが背に乗っている今、動きを縛るほどの超ちよう重力はあまり意味をなさない。バイコーン自身もその影えい響きようにさらされてしまい、その上悠を重力の枷かせから解き放つことになってしまうからだ。

　かといって、身を軽くして跳躍することもあまり意味はない。背にカティアが乗っている状態では、攻こう撃げきの完成までにカティアがバイコーンの生命を断たつだろう。

　詰みであった。

　それに気がついた時、バイコーンはがむしゃらに暴れ始めた。

　カティアを振ふり落とさんと、全精力を解き放っているのだ。それは、カティアが自分の背にふさわしくない者であると叫さけぶかのようでもあった。

「終しまいだっ！　潔いさぎよく散れ！」

　だが、カティアもまた、一歩も退かない。

　悠から託たくされた勝機を失うわけにはいかなかったからだ。

　騎き士しとしての誇ほこりが刻まれた、美しい剣に星の光が煌きらめく。

　思い切り振りかぶったそれを、カティアは全力でなぎ払はらい──戦いくさ乙女おとめは、バイコーン怪物の首を落としてみせた。








第十一話　ルビーを散りばめて









「いやあ……一日の終わりにまさかこんな大物が来るとはなあ」

　激しい戦いのあと──そうは思えないほど朗ほがらかに、ひと目見てわかるほど機き嫌げんがよい悠が、鼻歌でも歌いそうに弾はずむ声で呟つぶやいた。

　反面、クララやカティアは困惑気味だ。馬肉を食べるという文化がないため、馬を前にしてテンションを上げる悠の気持ちが、理解しがたいためであった。

「うーむ、馬肉とはそんなに美味うまいものなのか？　食べ物としては馴な染じみがないのだが」

　そんなクララ達の気持ちを代弁するように疑問を口にしたのは、カティアだった。

　この世界にも馬──地球のものとは『極きわめて似た生物』になるが──はいる。この世界でも家か畜ちくとして扱あつかわれており、草食。品種改良により気き性しようも比ひ較かく的てき穏おだやかで、人を乗せて走る程度には懐なつくなど、その性質も地球にいるそれと概おおむね同じだ。

　地球においても、馬は人類と長きにわたり接してきた。

　やはり家畜として利用されることが多い動物で、今では野生の馬は存在しないとされるほど、その関係は人類と密接だ。

　だが意外なことに、馬を食べる文化というのは、国によってまちまちだ。

　アジア圏けんでは古くから食されてきたようだが積極的なものではなく、ヨーロッパなどで馬を食べるようになったのは比ひ較かく的てき最近のことだ。日本においても牛馬の肉は薬として扱われていた期間が長く、一時期は獣じゆう肉にく食しよくが禁きん忌きとされていた時期もあることから『食肉』としてのキャリアは意外なほどに短い。

　そもそも、馬食をタブーとする国や民族は意外なほどに多い。

　カティア達の国もまた、馬を食べるものとして扱う文化はなかった。

　悠のテンションの高さが理解出来ないのはそのためだ。

「美味いぞ～！　しかも、馬の肉は栄養満点なんだぜ！」

　だが馬の食肉としてのスペックは、非常に高いのだ。

　低カロリーかつ低てい脂し肪ぼう、かつ高タンパク質。栄養素も多く含ふくみ、運動の味方となるグリコーゲンもたっぷり。

　しかも何より、美味い。ソーセージなどのつなぎに使われることから安価な肉と思われがちだが、それらは廃はい用よう乗用馬を再利用する目的などがあるためだ。実際には食用として馬を生産するコストは高く、高級な肉として扱われることも少なくない。

　本来ならば『野生馬』のバイコーンも筋肉質なのだろうが、この世界の魔物は強いほど美味い。馬肉が好物の悠にとって、食感センサーの反応するバイコーンは紛まぎれもないご馳ち走そうなのだ。

「ユウさんがおいしいというのなら、そうなんでしょう。わたしはきたいしていますよ」

「そうなんだが……やはり、どちらかというと乗る動物というイメージが強くてな。尤も、私を振り落とそうと必死だったヤツを考えると、この魔物は乗用には向かないのだろうが」

　ユウが美味いと言うのなら、アリシア達もその言葉を信じる──のだが、やはり騎士のカティアは乗る機会もあった動物を食用として扱うことに違い和わ感かんを覚えるようだ。

　そんな気を知ってか知らずか、悠は華か麗れいにドラゴンナイフを滑すべらせていく。程よく筋肉のついた肉を切り分ける際の、吸い付くような感覚が心ここ地ちよい。

「わあっ」

「む、これは」

　……こうなってしまうと、やはり肉だ。その美しさに先入観を打ち砕くだかれるのは、いつもと同じ。だが特に食肉として優すぐれたバイコーン肉は、その美しさでクララ達を魅み了りようする。

「ん！　やっぱサイッコーの肉質だな！　どこをとっても上質だァ」

　好物故ゆえに、悠にはその肉質の良さがわかった。

　赤みはルビーの如ごとく美しく、汚けがれないタテガミの綺き麗れいなこと。霜しも降ふり部分はもはや芸術品だ。

「この部分、白い脂肪は綺麗ね。赤によく映はえるわ」

「タテガミだな。コイツは生が美味いぞ。……うん、今日は桜さくら鍋なべと馬ば刺さしの盛り合わせと行こうか！」

　これだけどこを切っても上質となると、やはり素材の味を活いかしたいと言うもの。

　刺さし身みという悠の言葉に、もはや肉の生食への抵てい抗こうをなくしたクララ達はわっと湧わき上がった。

「でも、獣けもののお肉って生で平気なのかな？　やっぱりこれも新しん鮮せんさが関係してたり？」

「まあな。それもあるけど、馬は獣肉の中じゃ、生食の安全性も高めみたいだぜ」

　安全性が高い。それは、馬の食事の方法にある。彼等は牛の様に食べたものを反はん芻すうしないからだ。それでも絶対に安全というわけではないが、悠の食感センサーと併あわせて判断すればその安全性もお墨すみ付つきである。

　クララ達の不安もなくなったところで、早さつ速そく悠は調理に取り掛かかった。

　少し大味だが、太いネギのような野菜、キリ。低い気温で育てられてたっぷりと甘みを蓄たくわえた葉物野菜、ベージャ。そして味み噌そをベースとしたスープ。キノコがあればより完かん璧ぺきだったなと思いつつも、火の通りづらい野菜達をセットし、鍋は準備万ばん端たんに。

　一方で肉質の違ちがう各部位を切り分け、刺身にしていく。

　タテガミは純白で美しく、脂肪分が少なく鮮あざやかな赤のももと交こう互ごに重ねることでなんとなく目め出で度たさを感じる紅白盛りに。

　ヒレは歯ごたえのある厚め、気温で溶とけ始めるほど上質な脂あぶらを持つ霜降りの部分は、適度な薄うす切ぎりに。

「同じ魔ま物ものの肉でも、部位でこれほどまでに違うのか……！」

「ど、どんなあじかたのしみですね……！」

　もはや、カティアでさえその美しさには魅了されていた。

　無理もない。こうして並べても生なま臭ぐささのかけらもない──甘ささえ感じさせる上品な芳ほう香こうが、凪なぎの草原に柔やわらかく漂ただよっているのだ。

　桜鍋のがつんと食欲を煽あおる香かおりでさえ、宝石をちりばめたような盛り合わせの一皿に比べると気品が落ちてしまう。

「……よし！　肉も煮にえたので完成！　これで全員分だけど、肉は足りなかったらどんどん追加するから、遠えん慮りよするなよ～！」

　それでも、鍋とて最高の一皿には違いがない。

　並んだ料理に、思わず涎よだれが垂れてくるほどだ。

　粗そ野やながら豪ごう快かいな鍋と、シンプルながら卓たく越えつした技術によって彩いろどられる馬刺しの盛り合わせ。

　一日の終わりにこれほどの料理が並ぶ嬉うれしさに、クララ達が歓かん喜きした。

「馬肉は栄養満点！　でも太りにくいはずだから、ガンガン食ってエネルギーつけとけよ！　それじゃ、いただきます！」

「いただきますっ！」

　栄養満点で、太らない。その一言が、クララ達にさらなる火をつけた。

　やはり皆みんなが気になるのは──刺身だろう。悠においては、馬肉の一番美味い食べ方が、馬刺しだと思っている。

「タテガミは一いつ緒しよに重ねてるモモと食っても美味いぞ。単品と併せとで、違いを楽しんでみてくれ」

　こくこくと頷うなずきながら、悠達は全員で馬刺しの盛り合わせへと箸はしやフォークを伸のばした。

　悠が最初に手に取ったのは、赤身の部分だった。脂肪分は少ないがついていないわけではない、ニュートラルな肉質だ。

　しっとりと箸に吸い付くような感かん触しよくに期待しながら、醬しよう油ゆへ端はしを垂らす。

「……ん！　美味いっ！」

　その味は、文句なしと言ったところだろう。

　攻撃的ながらも純じゆん粋すいな草食で育った肉にはくさみがなく、しかし豊富なアミノ酸から旨うま味みは十分。くさみがない故に、上質な醬油の丸みのある味が、ベストマッチだ。

　またしっとりシャッキリとした食感の心地よいこと。

「タテガミとは、この様な味か！　美味いのは勿もち論ろんだが、なんと楽しい食感！」

「ももといっしょに食べると、タテガミがねっとりとしたしぼうぶんを、ももがあまみだけではないうまみをおぎなってさいこうですよ！」

　タテガミの上質な脂はさらりと溶けて口の中にミルキーな味わいを届け、ももの強い歯ごたえと旨味は赤身よりも更さらに野や趣しゆあふれる味だ。それを合わせれば、潔いさぎよい食感が脂の濃のう厚こうさを絡からめ取り、実に完璧な調和をもたらしてくれる。

「このヒレ、見た目に反してすごい柔らかさ……！　きめ細かな食感と、旨味が素す敵てきね。私は、これが一番好きかもしれない」

　希少部位のヒレは、これまた素晴らしい肉質だ。脂肪分はないのに旨味はたっぷり、歯を合わせるだけで切れていくような、きめ細かな柔らかさは筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい。

「し、霜降りの部分もすごいよっ！　ショウユがうまく付かないくらいの脂に包まれてるのに、全くクドくなくてサラリとしてて……！　一番柔らかくて、一番甘いよ！」

　そして霜降りは──まさしく極ごく上じよう。

　自然に溶け出す脂は醬油を弾はじくほどで、しかしその脂の融ゆう点てんの低さから口の中で残ることなく、雪解けのような食感は未練さえ感じさせる愛いとおしさ。また特に上質な脂は甘く、赤身部分の旨味とのバランスは奇き跡せきと言うにふさわしいほどだ。

　摩すったザビィをのせれば、脂肪分がザビィの辛からさを抑おさえつつ、香りはむしろ爽そう快かいと言えるほどの爽さわやかさを生み出す。

　一切れごとに全く違う味と食感を持つ、美しい盛り合わせは七色の宝石が並ぶジュエルショップの如くだ。

「これは、きけんですね……あきがこず、いくらでも食べられてしまいそうです」

「低脂肪って言っても、タテガミとかは流石さすがに、ね。美味おいしいって怖こわいわ」

　どれもが逸いつ品ぴんで、かつ品目が多く飽あきが来ない。

　アリシア達は冗じよう談だんめかしながらも、恐おそろしいというのは痛感していた。

　しかし、まだ追つい撃げきは終わらない。

「はふっ……んぐ。この鍋も実に素晴らしいな！　ミソというやつは、何と合わせても美味いな！」

「具材の味が出てるミソスープって点ではアラ汁じると変わらないのに、野菜とお肉がベースってだけでこんなにも変わるんだね！　それに、お刺身と一緒だとこの温かさがすごく嬉しいよ～！」

　鮮せん烈れつな旨うまさをこれでもかと見せつける馬刺しに対し、染しみ渡るような鍋の旨味は食事に緩かん急きゆうを生み出し、より飽きを遠ざける。

　また温かいというのが良かった。なんだかんだと言っても温かい食事という満足感は何物にも代え難く、栄養満点の滋じ味みは身体からだの芯しんから活力を生み出してくれる。

　もしもここに生卵があれば、悠の人生における食事の中でも文句なしのトップだったろうと言い張れるほどだ。

　逆に言えば、それだけバイコーンが強力な魔物だったということもある。これほどの大物を狩かることが出来た達成感というのも、またひとしおだ。

　美味い肉をガツガツと食らう心地よさは、万人共通のもの。時折鍋に追加の肉を投入しつつも、いつの間にか料理は綺麗に平らげられていた。

「ぷっはー……大分食ったなあ……」

「食べたばっかりなのに、なんかもう元気が湧いてきた気がするよ～」

「でもおなかいっぱいなので、さすがにねむくなってきましたね」

　なくなった料理の代わりに悠達を満たすのは、筆舌に尽くしがたいほどの満足感だ。本当に美味うまいものを腹いっぱい食べれば、もう何も言うことはない。

　気がつけば、食べたばかりで良くないと知りつつも、誰だれもが仰あお向むけになって星空を仰いでいた。

　言葉は発さなかったが、皆心地は同じ。充じゆう足そく感かんに身を任せ、目をつむりたくなってくる。

　だが、悠だけは他に思うことがあった。

　それは敵となってしまったディミトリアスのこと。

　あそこまで考えをこじらせるには、ディミトリアスにもきっと何かあったはずだ。それは、今こうしている悠達のように、美味いものをたくさん食べても払ふつ拭しよく出来ないようなものなのだろうか？

　いいや、悠とてそれはわかっている。ディミトリアスにも譲ゆずれない信念というのはあるのだろうし、そもそもディミトリアスがああなったのは──こういう当たり前の幸せを奪うばう人々に、怒いかりを覚えたからだ。

　しかしそれでもまだ、悠はディミトリアスとわかり合うことが出来たらいいと思っていた。

「よっ……と」

　上体を起こすと、悠の動きにつられてクララ達も同じ様にして起き上がってくる。

　なんだかその様子がおかしくて、悠達は笑いあった。

「よし、寝ねるか！」

　今は英気を養おう。十分に食欲を満たし、たっぷりと睡すい眠みんをとれば活力は湧いてくる。

　迷わないと決めたのだから、あとは全力で走るだけだ。

　この夜、悠は自分でも驚おどろくほど早く眠ねむりにつくことになる。朝起きてみなぎる力に手応えを覚え、最後の場所へと向かうのだ。

















第十二話　決戦前夜









　少し肌はだ寒ざむい夜。

　悠達は既すでに行動を終え、夕食まで終わらせていた。

　しかし、今日という一日は今までのそれとは少し違っている。

　皆、何も喋しやべらなかった。険悪さは、存在しない。だが夕食の時、前日のあまりの馬肉を使ったステーキを前にしていた時のような和気あいあいとした空気はなく、誰しもの雰ふん囲い気きが少しずつ張り詰つめていた。

　その理由は、単純だ。

　視界のはるか先に存在する、天を貫つらぬくような──といった表現が、既に天の上に存在するここネーデで適切かはわからないが、他に表現が見当たらないほど巨きよ大だいな樹き。

　悠達の視線を捉とらえて離はなさないそれは『世界樹』と呼ばれている。あの巨大な樹にただ一つのみ果実を──『全知の実』を付ける、マオルの至宝。

　そこはディミトリアスが悠達を待つ玉座であり、悠達の旅の終わりとなる場所だった。

　──決戦前夜。旧知の仲である友人と世界の行く末を決める戦いを前に、悠達はそれぞれ想おもいを馳はせていた。

　大なり小なり、誰もがディミトリアスに対して思うところがあった。

　それは当然で、比ひ較かく的てき付き合いが短いシエルでさえ、ディミトリアスを優すぐれた為い政せい者しやとして捉えていたからだ。

　彼女はディミトリアスをどこか遠い人物だと考えていた。それは、悠達の中で最も一いつ般ぱん人じんに近い視線でディミトリアスを分ぶん析せきしている。

　貧しい者にはパンを分け、富める者には意志を尊重しつつも助け合いの大切さを説く。善人を評価し、悪人を憎にくむ、良い意味での大人物だ。

　一方で、陽気な青年としての顔も知っている。公私混同せず、熱い正義の心を持った人物だと、そう思っていた。

　そういう意味では、付き合いが短いからこそこのディミトリアスの凶きよう行こうは、シエルにとって衝しよう撃げき的てきだった。

　……だが今は、倒たおすべき敵として認識している。一時は『極きよつ圏けん』に一人で挑いどむなど、自暴自じ棄きなまでの行動をしていたシエルだからこそ、大切な今を守りたいという思いは人一倍だ。

　静かにツールのチェックをするその瞳ひとみは、今研とぐナイフの様に鋭するどかった。

　そんなシエルとは逆に、最も付き合いが長いからこそアリシアは困こん惑わくしている。

　ザオ教の暗部で暮らしていたアリシアは、ディミトリアスに黒い部分があるのは知っていた。悠にその力やマオルの痕こん跡せきを隠かくすように進言したのも、彼女だ。

　だが最も付き合いが長いからこそ、その人となりを理解していたのがアリシアで、今回の行動が信じられないのもまた彼女だったのだ。

　良くも悪くも、ディミトリアスには器用と不器用が同時に存在すると考えていた。ザオ教の闇やみを隠す手しゆ腕わん、その上で存在自体が噂うわさ話ばなし程度の『スキル』を高いレベルで解き明かす統率力、そして公には本ほん性しようの明るい青年をおくびにも出さない仮面のかぶり方。

　その器用さに反して、ディミトリアスの性格はただただ不器用だ。

　悪人を憎まずにはいられないし、悩なやめる善人と共に苦しまずにいられない、本物の人格者だ。この暴走は、その不器用なディミトリアスが顕あらわになった結果となる。

　こういうことが起こり得ないと思っていたか、といえばアリシアは否いなと答えるだろう。だが、スキル研究の犠ぎ牲せいとなった子供達の親であり兄であった彼を知っているからこそ、噓うそだと願いたい今がある。

　ディミトリアスをよく知る者といえばカティアもそうだった。

　騎き士しとしての主従だけではなく、その人となりを知る程度には信しん頼らいを置かれていた彼女にとって、ディミトリアスとの敵対は本来心苦しいものである。

　だが騎士として仕えていたからこそ、ディミトリアスへの評価は公正だ。許せないことをした彼に憤いきどおりつつも、為政者としては非常に優れていた彼を失うのは、大きな損失だと考えている。

　……それでもカティアが今、シエルのように武器を磨みがいているのは、彼女が本当に命をかけるべきだと思っている人物が他にいるからだ。

　自分の命を救ってくれた悠。その時から、失われていたはずの命を彼に捧ささげると決めた。様々な思いがあるからこそ、カティアは今功罪を共にすべく、一ひと振ふりの──悠のための剣けんであろうとしている。

　公正故ゆえに身内の断罪を誓ちかったカティアに対して、身内を殺されかけたクララは被ひ害がい者しやの立場にある。

　その思いは複雑だった。マオルの人々を無気力へ追い込み、その生命を消しよう耗もうさせようとしたことは許せない。だが、こうして自分がネーデにいるのには、ディミトリアスのバックアップも必要だったと理解している。

　仇きゆう敵てきでありながら恩人である、というのは、クララに困惑をもたらしていた。

　それに、疑問に思っていることもある。クララは自分のことをひたすらに『特別ではない』と思っていた人間だ。『特別である』人の象しよう徴ちようとしてのディミトリアスは尊敬していた。

　自分で未来を変えていける力があったのに、何な故ぜ道を間ま違ちがえてしまったのだろうと、不思議に思っていた。

　……だが、今では少しだけ理解が出来る。多分彼は皆みなを救おうとしていたから、その両手で抱だきかかえようとしたから、自分一人になってしまったのだと。

　だから考えを改めさせようとする人がいなかったし、誰にも悩みを話せなかったのだろう。

　怨おん敵てきとなるはずの彼にそう想えるのは、やはり悠達の存在があった。自分が間違ったらきっと悠達が正してくれる。そう確信しているからこそディミトリアスを──悪いと思いながらも哀あわれんだし、機会があれば正したいと思う。

　そして、悠は──

　ふっと何でもないように立ち上がって、岬みさきとなった丘おかへと向かった。

　岬の先せん端たんはちょうど世界樹を指していて、そこから見える巨大な樹は、まるで魔ま王おうの城のようだと思った。

　悠は正直に言うのならば、まだ少し迷っていた。

　それは、この世界の住民ではない悠が、ディミトリアスに対して最もニュートラルな目線で接していたからだ。

　主従のカティアとも違ちがい、非保護者としてのアリシアとも違い、民衆としてのシエルとも違い、被害者としてのクララとも違う。

　友人として、ディミトリアスと接していたからこそ、迷っていた。

　あの大樹に辿たどり着けば、自分はきっとディミトリアスと戦わなければならない。それが、まだ嫌いやだったのだ。

「世界樹、おっきいよねえ、何年くらい生きてるんだろうね」

　冷たい風に鼻先が冷えたのを感じると、ふと温かさを感じた手に、振ふり返る。

　クララだった。握にぎられた手は温かく、空いた手には湯気を立てるマグカップが握られている。

「クララ。……さあなあ、千年とか二千年じゃねえと思うぞ。マオルの謎なぞ技術だと、もっと短いかもしれんけど」

「んふふ、だよね。私も、マオルの人なら樹を生長させるくらい出来るんだろうなーって思ってた」

「はは、まあ何のために、って思うと不思議だけどな」

　差し出されたマグカップを受け取ると、クララは地面に座り込む。手を握られていた悠は、クララの手を楽にするため、自分も腰こしを下ろした。

　また、沈ちん黙もくが流れた。けれど、重なった手から温かさが伝わってくるからだろうか。不思議と、心ここ地ちが良い空気だ。

「迷ってる？」

　少しだけ間を空けてから、クララが呟つぶやいた。

　当然自分に向けられた言葉だと知る悠は、答える。

「ん、大分な。クララ達には悪いけど、やっぱアイツは気が合う友達だと思ってるからさ。今も出来れば戦いたくねーな」

「そっかぁ」

　不思議と、二人の調子は軽かった。言葉に込められた気持ちが軽いのではなく、言いづらいことがすんなりと言えるような、心地よい距きよ離り感かんだった。

「けど、やっぱそれじゃダメなんだとも、思ってる。なんつーか……皆には悪いんだけど、友達相手でも間違ったこと言ってるなら違うって言わなきゃいけないみたいな、そんなカンジだ」

「なんとなくはわかるよ。私はちょっと……今はあの人を友達って言えないけど、今からでもやめてくれたらなあって」

「そうそう、純じゆん粋すいなド悪人に同じことやられるより嫌みたいな、な」

　抽ちゆう象しよう的てきに紡つむがれた言葉に、クララは微笑ほほえみながら頷うなずいた。

　その柔にゆう和わな笑みに、憂うれえた心が晴れてくる。

「……ここまで来たら、話し合いで解決するのはムリだ。それはわかってた。……それでも迷ってたんだけど、なんかちょっと吹ふっ切れた気もするわ」

　自然と、悠はそう口にしていた。

「だからって、友達をやめるわけじゃない。野や蛮ばんかも知れないけど、人間不器用だし、殴なぐり合わなきゃわからねぇこともあるんだ、多分。世界かけてやることじゃねーかも知れないけど、やっぱり俺は戦争じゃなくて喧けん嘩かがしたい。……詭き弁べんかも知れないけどな」

　それが単なる言葉遊びかも知れないと思いつつも、悠は自分の気持ちを表現した。

　……クララは、それが詭弁だとは思わない。

　先さき程ほどまさに考えたのも、悠の言っていることと同じだったからだ。

　一人で未来だけを見て歩んできたからこそ、暴走したディミトリアス。しかし彼は、あえて『試練』という言葉を使って、世界の命運を悠達と分かとうとした。

　クララは、彼がそれを一いつ緒しよに考える仲間がほしかったのだと、今はそう捉えている。

「ううん、私も、あの人に必要なのはユウが言ってるようなことだと思う。……ねえ、さっきなんでマオルの人が『世界樹』を作ったのかって聞いたでしょう？」

　すっと気持ちよく立ち上がってクララは世界樹を見て、悠へと振り返る。

「きっと、マオルの人達も寂さびしかったんだと思うよ。周りに仲間の人がいても、このずっと続く夜の空が、怖こわかったんだと思う。……そんな自分達を、大きな存在が見守ってくれているって、安心したくて、あの樹きを植えたんじゃないかな」

　その顔には──クララを見慣れたと思っていた悠が、思わず真っ赤になるほど魅み力りよく的てきな笑みがあった。

　だが見み惚とれながらも、悠はクララの言葉を一言も逃のがさずに聞いている。

　ちょっと迷ってから、クララは続けた。

「でも私は、寂しくないよ。ユウ達皆がいるから。……ユウが、いるから。私はユウが好き！　ちょっと食くいしん坊ぼうだけど困ってる人を見捨てられなくて、いつの間にか皆の拠より所どころになってるユウが、大好き！」

　そう告げるクララの顔は、この星空の世界に急に太陽が昇のぼるようだった。

　照れずにそう言えたのは、恋れん愛あいではなく親愛の感情から出た言葉だから？　違う。自分が悠を好きなことを、少しも恥はずかしく思わなかったからだ。

「お、あ、おま……いや、その。……俺も、好きだ。皆好きだけど、この世界で初めて会って、初めて俺を認めてくれたクララが、好きだ」

　悠も、自分の気持ちには恥ずべきところはない。それでも初うぶな現代人だから、顔をいっぱいに赤く染めて、なんとかそう返した。

　白い歯を見せるクララの笑顔を、直視出来ない。眩まぶしい笑顔というのはこういうことを言うのだろうか、なんて益やく体たいもないことを考える。

　だが、悠を圧あつ倒とうするクララもノーダメージというわけではない。想おもいを伝えあった『その先』のことを考えて、赤くなった。

「あ、はは。すごい嬉うれしい。あ、で、でも大きな事の前にこういうのってあんまり縁えん起ぎ良くないらしいからちゃんとしたのは全部終わってからで……！　って、これじゃ余計だめかも……？　ど、どうしよう！」

　しどろもどろになりつつその時を先延ばしにするクララの言葉を聞いて、悠はこっちの世界にも死亡フラグそういうのってあるんだなあと妙みように感心した。

　それで少し冷静になれたからだろう、悠は立ち上がったクララを追いかけるように、側そばへと歩み寄った。

「……この後で、っていうの。こっちでもダメなんだな」

「あ、う……ん」

「じゃあさ──」

　大きな大きな樹を背景に、二人の影かげが重なる。

　五秒か、十秒か。それくらいの時間だったが、今までの人生の長さに匹ひつ敵てきするくらい長く感じる時間。

　それだけをたっぷりと共有してから、影が離はなれた。

　それでも、まだ名残なごり惜おしくて、悠とクララは見つめ合う、目を離さずに居続ける。

「ねえ、良かったのアレ。貴方あなた達も結構、その。気になってたと思うんだけど」

　──その遠くで、低木に隠かくれて影絵を見る者が三人。

　妙にそわそわとしながらも落ち着いたトーンの声が、他の二人に問う。

「……彼が選んだ選せん択たくなら、それに異議はない。クララはいい子だし、喜ばしいとさえ思うよ。まあ私はどのみちユウへ忠義を誓った身だ、行動をともにする限り、今までと変わらんさ」

「ふくざつはふくざつですが、しゅくふくはしますよ。……マオルぞくのはなよめは一人とはかぎらないそうですし」

「潔いさぎよいふりして未練たらたらじゃない」

　さも当然、とでも言うように語る二人に、シエルは苦笑を漏もらした。

　口ではどう言っても、地じ獄ごくの底まで付いていく気満々らしい。

　ユウも大変だ──と思うのは他人事ではなく、極きわめて近い位置からの同情心だ。

「でも、ふうん。そんな」

　何をと聞くのは無ぶ粋すいだろう。蠱こ惑わく的てきに微笑みながら、シエルは笑みを浮うかべた。

　あるいは──悠は今、世界の危機なんかよりもよほど大変な状じよう況きように身を置かれているのかも知れない。二人の世界に入り込む悠はそれに気がつくことはなかったが。

　他ならぬ自分のルーツが、恋こいの形のそのあり方を認めていると知った時、クララはどうするだろうか？　……意地悪ではなく、興味からシエルはそう思うのだった。

　とはいえ──負けられない理由も増えた。精算も済ませた。

　後は戦うだけだ。世界をかけて親しい友人と戦う覚かく悟ごを決めた悠は、今彼の人生で最も勇ゆう敢かんな目をしていた。

　……が、本人の知らぬところでもう一つ、大いなる選択を迫せまられていることなど、彼は知る由よしもなかった。

　最後の夜が、更ふけていく。








第十三話　最後の戦い









　翌日。

　疲つかれを感じさせないシャンとした足取りで、悠達は『世界樹』付近を歩いていた。

　もはや、そこは草原とは呼べまい。厳おごそかで雄ゆう大だいなモニュメントが鎮ちん座ざするそこは、宇宙空間に漂ただようこの星せい辰しんの世界の中央にして、核かくとなる場所だ。

　いいや、もはやネーデの中心でさえない。

　──今ここは、世界を分かつ分ぶん水すい嶺れいなのだ。

「あー……一応聞いとくけど、準備はいいか？」

　目的の場所に、あと一キロもないこの土ど壇たん場ばで、悠が問う。

　世界樹まではもう起き伏ふくもなく、ただ歩くだけの道だ。ここからはもう十分もかからないだろう。準備だけではない、覚悟をも確かめる問いかけをするタイミングにしては遅おそすぎるが──問われたものは、全員がとうに持ち合わせていた。

「うん」

「当然」

「ええ」

「さすがに？」

　簡素ながらも同時の返答に、俺は聖しよう徳とく太たい子しじゃないぞと思いながら悠は苦笑した。

　だがまあ、答えは初めから知っていた。旅に出る前に荷物を確認するよりもずっと気軽な、世間話の一いつ環かんのようなものだ。

「ん、だよな」

　だからそれ以上確認することもなく、悠も簡単にそう返した。

　そう──これは、喧嘩なのだ。向こうも言いたいことがある、こっちも言いたいことがある。

　幸いまだマオル族の人達には決定的な──取り返しのつかない被ひ害がいは起こっていない。ぶっ飛ばして、頭を下げさせる。ただそれだけの話だ。

　悠達の足取りに、淀よどみはない。思っていたとおり、目的の場所はすぐに近づいてきた。

　……巨きよ大だいな樹だ。近づくほどに、そう思う。

　直径がどれくらいかなどわかるはずもなく、高さは測るのがばかばかしいくらいだ。だというのに、葉の先々まで若々しさを保つエネルギッシュさ。なるほど、世界樹という名前がふさわしい。

　ガトゥムの話によると、こんな巨大な樹にたった一つだけ実るのが『全知の実』だという。

　近くだと天てつ辺ぺんが見えないほど大きな樹に一つだけ実る果実というのは、一体どんな味がするのだろう。食べてみたかったなあと思う悠と、半開きの口からそんな考えを察したクララ達が、穏おだやかに笑った。

　だが、朗ほがらかな空気も今この瞬しゆん間かんまでだ。

　尋たずね人を見つけると、悠の目は研とぎ澄すました刀の様になり、口は一文字に結ばれる。

「よう、来たぜ」

　その声は、あくまでも気軽に。

　しかし声の調子から表情にあって然しかるべき笑みは、野生の鷹たかの様に鋭するどいものであった。

　樹に上体を預けて、瞑めい想そうするかのように座り込んでいたディミトリアスが瞳ひとみを開け、ゆっくりと立ち上がる。

　その様は菩ぼ提だい樹じゆの下で悟さとりを開いた覚者のようで──

「うん、来てくれると思っていたよ」

　人ひと懐なつこい笑みを浮かべる、ディミトリアスその人、そのものだった。

　人を食ったようにも見える笑顔は、決して挑ちよう発はつ的てきな意図ではなく、悠達が自分の下もとを訪れたことを心から喜ぶためのものだ。

　ひと目見て──外見にあまり変化はない、と意外に思った。

　だが、交ざっていた。陽気な青年としての快活さと、公的な聖者としてのディミトリアスの、柔にゆう和わな笑顔が──

　それに、その顔からは眼鏡がなくなっていた。

「あんま、変わらないんだな」

「僕も少し意外だったよ。言っては何だけど、絵画に描えがかれる神の様な姿になるのかなと思ってた。……完全に『実』が馴な染じめば、姿を変えるくらいは出来るのだろうけどね」

　まるで世間話でもするように、二人は言葉を交かわす。

　が、どこか冷たい空気が流れている──と考えたアリシアの直感は、間ま違ちがってはいなかった。

「それ、言ってよかったのかよ。まだ『全知全能』じゃないんだってよ」

「それでも十分な力があるってことさ。その上で君と戦わなければ、『試練』である意味がない」

　静かではあるが、冷たい、一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れていた。お互たがい直接は口にせずとも、戦いを避さける気はないと明言しているのだ。

　出来ることなら戦いたくはない。悠はもう、そう言わない、思っていない。

　必要だと思っているからだ。世界のためではなく、ディミトリアスとわかり合うために。

　だから、クララは説得する代わりに──手に持つ魔ま本ほんを傷いためないよう気をつけながら、拳こぶしを握にぎりしめた。

「……『ディミトリアス様』。考え直すことは出来ませんか？　貴方なら、もっと穏おん便びんに、よりよい世界を導くことも出来たはずだ」

　それでもカティアは納なつ得とく出来ず、問いかける。

　アリシアほどではないが、カティアもディミトリアスとはそれなりに付き合いが長い。返答はわかっていたが、そう聞かざるを得なかったのだ。

「うん、無理だね。理想の世界を実現するまでには、多くの善人が悪人の割を食って死んでいくだろう。そんなのは我が慢まんが出来ない、だったら僕が、悪人と共に人柱を打ち立てる」

「……まあ、わかってはいました。やはり相あい容いれないようだ」

　引ひき抜ぬいた剣けんが音を立てて、ディミトリアスは微笑ほほえんだ。

「……いせいしゃとしてのあなたはすぐれていました。わたしたちこじをまきこんだじっけんはゆるされませんが、それでもいせいしゃとしてのさいのうをふるうことがゆいいつ、あなたのつみをつぐなっていくほうほうのはずです。それでもですか？」

「だからこそだよ。今ここでやめたら、犠ぎ牲せいになった人の意味がない」

　アリシアのそれもまた、確認だ。

　この中では一番付き合いが長いからこそ、温和なようでいてやってきたことの黒い部分と、本人の頑がん固こさは知っている。

「やっぱ一いつ遍ぺんひっぱたいてやらなきゃダメみたいだな。……そろそろ始めようぜ。それともまだ引き伸のばしが必要か？」

「んー……厳しいねえ。いいよ、やろうか。実のところ、戦うだけなら十分だろうと思っているんだ」

　だから、戦いが避けようがないことは、知っていた。

　気がつけば、全員がそれぞれの戦せん闘とう態勢を取っていた。

　悠は紅刀を抜き放ち、カティアもまた剣を正眼に構えている。

　シエルは戦局を見通せる位置を取っていたし、クララは魔本に手を添そえ、いつでも最善の魔法を扱あつかえるようにしていた。アリシアは、クララの補助に入る。簡単な魔法で、クララのサポートを務める。

「正直にいえば、心が痛むよ。親しい友人に刃やいばを向けられるというのは、結構悲しいものだね。だがこれが選んだ道の縮図だというのなら、僕はそれを乗り越こえよう」

　ディミトリアスの言葉は、自分に陶とう酔すいしているかのようなものだったが、それは本心から出た覚悟である。

　だから、悠達にはそう聞こえなかった。

　信念をぶつけ合って、打ち破る決意を固めた。

「行くぞ……ディミトリアス！」

「来い、ユウ」

　世界を、ヒトという存在を決める戦いが始まると同時──この世界で有史以来最大最強の喧けん嘩かが、幕を開けた。




　　　　◆




「たあああぁッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を込め、カティアが駆かける。

　剣けんが地面に擦こすれるほどの低姿勢。その速度によって、名剣が石いし畳だたみに火花を散らす。

　小こ柄がら故ゆえに、カティアの剣は変へん幻げん自在だ。肉体を使って戦う以上小柄であることはデメリットにもなりうるが、カティアは弛たゆまぬ訓練で小柄であることを活いかした剣術を編み出している。

　本来熟達と、幼さは相反するものだ。だが体質的に幼い見た目のまま成長し、技術を磨みがき続けたカティアには、剣の達人であることと小柄であることが共存していた。

　それは、魔ま物ものと戦うよりもむしろ人間と戦う上で、有利に働くものだった。

　基本的に人間というのは、レスリングにおけるタックルの有用性が示すとおり低姿勢の攻こう撃げきに反応しづらい。

　高速で低く沈しずむような動作は、近きん距きよ離りならば消えたようにさえ見えるほど、人間の目に強い動きだ。

　しかし距離があったこともあるが、ディミトリアスはカティアの動きを捉とらえていた。──ディミトリアスは、戦闘の訓練などしたことはない。

　だが──

「シィッ！」

　地面から龍りゆうが飛び出すかの様に鋭く、剣が振ふるわれる。それを、ディミトリアスは最小限の動きで避けていた。

　その動きは、剣の達人に勝まさるとも劣おとらない技術でもって行われた。瞬しゆん時じに剣の軌き道どうを予測し、柔じゆう道どうの体たい捌さばきのように効率的かつスムーズな動きで、かつ最小限で行われる回かい避ひ。

　これはいくら身体能力が優すぐれていたとしても、長年の修練なしに出来る動きではない。

　それに──

　ディミトリアスは避けた動きで流れるように、上空を見やる。

　飛び上がったシエルは、カティアの動きに合わせてナイフを投とう擲てきしていたのだ。

　上下をついた同時攻撃も、ディミトリアスは飛来するナイフを指で挟はさむようにして受け止める。

　──完全に、戦いの定石を知っている、戦い慣れた戦闘であった。

　ディミトリアスは争い事なんかしたことがない、というのは彼を知る者にとって公然の事実であった。性格だけではない、勉学と政まつりごとに全てを注ぎ込んできた故、ある種『お坊ぼつちゃん』の様に扱われていた面もあるのだ。

　しかしこの一連の動きは、幾いくつもの修しゆ羅ら場ばを潜くぐってきた熟練の戦士そのもの。

「──『氷ひ閃せん』！」

　この程度で終わると思っていなかったのは、しかし悠達も同じだった。

　真横に薙ながれる氷の魔ま力りよくの一いつ閃せん。綺き麗れいにディミトリアスの上半身と下半身を分かつ軌道で振るわれたそれは、必殺の威い力りよくを最速で伝える、悠が最も得意とする攻撃技わざだ。

　悠がその能力の名を告げるよりも早く、カティアがバク宙をするように飛び上がる。

　だがディミトリアスは何でもないことのように手のひらを差し出した。すると、魔力で出来た、半はん透とう明めいの盾たてが現れる。

　薙ぎ払はらわれた氷の魔力はディミトリアスの盾に当たり、金属球を落としたような音と共に、砕くだけて散った。

「やはり──ユウ」

　身を翻ひるがえし、悠の下へと着地したカティアが、呟つぶやいた。

　悠が頷うなずく。

「『戦闘の知識』ってトコか？　……ズリぃな」

「ははは。苦労そのものに価値はないよユウ。苦労をしたことによる『評価』の価値は認めるが、僕の『無む駄だな努力』に価値はないからね」

　悠は、ディミトリアスのその熟練の動きをそう表現した。

　──ここに至るまで、悠はディミトリアスの得ているであろう力を、推測としてカティア達に話していた。

　発ほつ端たんは『知識』だけがあってもどうしようもないのではないか？　という疑問である。だが現代人として様々な物語に触ふれていたからだろう、悠はＳＦ映画で知識を『インストール』された主人公が、達人顔負けの武術を使えるようになるというシーンを覚えていた。

　それに、もう一つ。

「さて、ではこういうのはどうかな」

　手をかざしたまま盾を消すと、ディミトリアスの手に赤い魔力が集まる。

　悠達は、その魔力の大きさを確認して瞬時に後ろへと引いた。

「『イラプション』」

　その魔法の名を呼ぶと、ディミトリアスの手のひらから、小山ほどもある炎ほのおが放出される。

　だが、距離を取る悠達と入れ替かわるようにして、氷山が奔はしる。

「『アイシクル』っ！」

　炎の魔力を確認すると同時、クララが対たい抗こうの呪じゆ文もんを放っていたのだ。

　赤と青、相反する魔力がぶつかり、せめぎ合って大だい爆ばく発はつを巻き起こす。

　石畳の地面に大きな爪つめ痕あとを残し、後には水蒸気の煙けむりだけが残り、それも風に吹ふかれて消えていく。

「……すごい魔力ね。これも読みどおり」

「さえてますね、ユウさん」

「いやあそれほどでも……って言ってる場合じゃねーな。出来ればもうちょいマシだと良かったんだが」

　クララの魔力を知るが故に、それと相そう殺さいしたディミトリアスの魔法の強さを思い知る。

　想像通りの凄すさまじい力に、思わず悠達は軽口を叩たたいた。

「こんなに大きな樹きが付ける、たった一つの実……想像してたけど、凄すごい魔力だね」

　答えを口にしたのは、クララだった。悔くやしそうに嚙かみ合わされた歯は、マオルの人々が拠より所どころとするものを奪うばうようにして得た力に向けられている。

「なるほど、知っていたのか。道理で統率の取れた動きなわけだ、いいチームだよ。そう、知識だけじゃあない。巨きよ大だいな魔力の塊かたまりを食べた僕には、それを実行するための魔力も備わっている」

　おそらくは悠がそれを彼女らに伝えたのだろう。悠達の会話から自分の能力が割れていることに気がついたディミトリアスは──むしろ、嬉うれしそうに笑みを作った。

「そう。『知ち恵えの実』を食べた僕の、戦うための力。それは──『完成していること』だ。武術の、魔ま術じゆつの知識を、実行するための力を伴ともなって得ることが出来たんだよ」

　まるで、いいや。誰だれかに言いたくて仕方がなかった。もはや隠かくすこともないと、ディミトリアスは文字通りに大手を振って、その力を明かした。

『能力を奪う』スキルを持っている悠でさえ、反射的に『狡ずるい』と考えてしまった。

　だが、これはヒトのあり方そのものとも言える。ディミトリアスはそれを奪うという手段で手に入れたものの──苦心して生み出した技術を次代へと受け継ついでいく力は、ヒトの身につけた最大の力に他ならない。

「この『知恵の実』は、食べた者がその生命を失なくした時、その者が持つ全ての知識を継けい承しようしてまたこの樹に結実するという。生み出した力を継承していく、まるでヒトのあり方そのものだとは思わないか？」

　ディミトリアスの言葉に、悠達は押し黙だまる。

　それを肯こう定ていと見て、ディミトリアスは続けた。

　事実、そのとおりだと思ったからだ。マオルが生み出した、人類の叡えい智ちの可視化。悠達は、全知の実という存在をそう考えている。

「だが、雪玉の様に膨ふくれ上がる力はいずれその自重で潰つぶれるだろう。行き過ぎた力が、自らを押しつぶすんだ。だが僕がその力を扱う、僕がそうさせない。この力は、僕が背負う人々の業ごう──『罪シン』だ。絶対的な抑よく止し力りよくとして僕があり、人々から欲という業を取り除いた先にこそ、手を取り合えるより良い未来がある」

　だからこそディミトリアスと悠達とは、相あい容いれなかった。

　だが、ディミトリアスの言うこともあるいはわかると、悠は思う。

　悠のいた世界の地球には『ドゥームズデイクロック』という概がい念ねんがある。

　世界終末時計とも訳されるこれは時計の零れい時じ丁度を世界の終末と設定し、世界が零時の何分前にあるかを時計の針で表した概念だ。

　世界が滅ほろびる危険があれば時計の針は進み、逆に危機が遠ざかれば時計の針は戻もどる。実物の時計とは違ちがい、時計の針は戻ることもあり、またその時刻を設定するのは設立された委員会だ。当然、その設定には主観が入ることだろう。正確性を疑問視する声は、幾つもある。

　──だがこの時計が生まれたのは、原子爆ばく弾だんが投下された二年後、冷戦状態にある一九四七年のアメリカだ。そして、その時の時刻は──零時七分前。悠が生まれる五十年以上も前には、人類は自らを滅ぼしうるほどの力を手に入れていたということになる。

　それでも、と悠は思う。

「……絶対にないとは言い切れないけどさ、そればっかじゃ、人間に『未来』はねーよ。人間、そんなアホでもないぜ。いつかヒトは自らの身を滅ぼすってお前は言うけど、俺のいたところじゃ、何度もついに滅ぶんじゃねーかって言われてきたのを持ち直してきたぞ。そりゃあ私利私欲とかなんやかんやの醜みにくさで、世界まるごと巻き込んで殺し合いおっぱじめようって、一いつ瞬しゆんでも思っちまうバカがいるのも否定しねえ。けどさ、なんだかんだ、そうならないんだよ。それは多分、人間が損得とか、そういうの考えてギリギリ踏ふみとどまれる様に出来てるからだと思う」

　悠の言葉を、ディミトリアスはただ黙って聞いていた。

　これを言えば、後あと戻もどりは出来ない。そう思いながらも、悠は続ける。

「いいカンジに人間って臆おく病びようなんだよ。安全を求めてきたからこそ今がある。道を間ま違ちがえても、誰かが止めてくれるんだ。……それに、人間が未知を求めてきたからこそ今があるって、お前も言ってたじゃねえか。これ食ったらヤバいとか、アレ美味うまいぞとか、ソレとコレを一いつ緒しよに食べたらもっと美味いとか。現状に満足しない『次』を目指すからより良い世界ってのが今ここにあるんじゃねえのかな。だから、『罪』なんかじゃない。マオルの人達が作った、その力の名前は──」

　すう、と息を吸って、目を閉じる。思い起こすのは、今までの道のり。

　一人ひとりのそれはヒトが暮らしてきた歴史から見たら短いけれど、そうして誰かがつけた足あし跡あとの、その先に足跡を標しるしてきたヒトの──

「……『歩み』だ。美味おいしそうなあの実が『欲』しい。もうちょっとで手が届くって。おっかなびっくり歩いた足跡を次の人への印として残す、ヒトのあり方そのものだ。まあ、完全な善意だとは言わねえよ。でも高いところにある実が欲しいから、協力して取って分け合おうぜってので世の中が回ってたのも、事実なんじゃないのか。……欲のない世界じゃ、誰も歩こうとなんてしないぜ。ただただ停てい滞たいして、それでオシマイだ」

　悠の言葉に、ディミトリアスは口元を覆おおい隠す。

　その手の奥の歯が食いしばられていることを、誰ともなく理解した。

　業があるからこそ人は足を引っ張り合うと考えたディミトリアスと、欲があるから手を引くことが出来たと考える悠。

　その考えは、やはり相容れることはなかった。

「そうか、残念だよ。わかってくれとは言わないけど、賢かしこい君となら理解し合えると思っていたのも事実だからね」

「あいにく、頭は良くないんで小難しいことは苦手なんだ。今まで大だい丈じよう夫ぶだったから大丈夫だろって、ある程度はいい加減にやるのもウチの民族の性しよう分ぶんでね」

　フグの卵巣の糠ぬか漬づけみたいに。そう締しめくくる悠の言葉に、クララ達は脱だつ力りよくした。それがなんなのかはわからなかったが、間違いなく食べ物のことだと思ったからだ。

　が、ここからが本当の戦いだということは、誰もが理解していた。

　長い沈ちん黙もくの後、一いち陣じんの風が吹く。それが合図となった。

　悠とカティアが、反発する磁石のように左右へ分かれ、ディミトリアスを挟はさみ撃うちする形に陣じん形けいを取る。

　より高い脅きよう威い度どを振ふり分け、ディミトリアスの狙ねらいを絞しぼる作戦だった。

　カティアはその機動性で、悠は高い防ぼう御ぎよ力りよくで、ディミトリアスの攻こう撃げきを防ぐ心づもりがある。今のディミトリアスには、その作戦が手に取るようにわかった。

　だが、だからといってクララとアリシアを狙う旨うま味みはない。クララはどんな呪文が来てもなるべく早く対応できるように魔力を練り上げている。生半可な力の魔ま法ほうは、全て防いでみせるという気き概がいがあった。

　ならばシエルを狙われた場合はどうするか？　この場合はより単純だ。機動性ではカティアに劣おとるシエルだが、距きよ離りがある分回かい避ひ行動を取るのはたやすい。

「鬱うつ陶とうしい！」

　両手の魔術を解放し、ディミトリアスが叫さけぶ。

　悠には高威力を追求した地じ獄ごくの炎が、カティアには最速の疾しつ雷らいが、それぞれ迫せまる。

　だがカティアは腕うでを向けられた時点ですぐさま回避行動に転じていた。悠は、その身体からだを泡あわに包む。雷を超こえるほどだと錯さつ覚かくするほどの速度でカティアが肉にく薄はくし、悠は止まることさえなく炎を突つき破った。

　炎と雷、それぞれが古代種最大の技わざに匹ひつ敵てきするほどの魔法だ。が、今の悠達には、個でそれらを凌しのぐ力がある。それがチームとなれば──この世に困難と言えることは殆ほとんどないだろう。

　ディミトリアスが究極の個だとするならば、現在の悠達はまさしく最高のチームだと言えるだろう。

　戦局は、悠達が有利と言えた。

　だが──

「『氷ひ閃せん』ッ！」

「喰くらえッ！」

　振り下ろされる氷閃と、胴どうを薙なぐ斧おののような重さを持つ疾しつ風ぷうの剣けん閃せん。

　その何方もが、竜りゆうの首さえ断たつ一いち撃げきだ。

　だがそれも、ディミトリアスには届かない。

　これだ、と悠は思った。重い金属音が響ひびき、防がれてしまう。

　強大な魔力で生み出される防ぼう御ぎよ魔法は、鋼鉄で出来た砦とりでのようだ。

「下がってっ！」

　声が響き、悠とカティアが同時に回避行動を取る。悠達が攻撃を加えることで、ディミトリアスは防御魔法を使わざるを得なかった。

　フリーになったクララが『タービュランス』を解き放つ。

　渦うず巻まく風が一点へと集中し、ドリルの様になって要よう塞さいへ風穴を開けんと突き進む。

　悠も背後へと飛び退のきつつ、その光景に表現どおりのビジョンを見た。

　……しかし、魔法の壁かべは強固であった。

　耳をつんざくような掘くつ削さく音おんが、周囲へ響く。その音が破は壊かい力りよくを、魔力の盾たてのダメージを物語る。

　が、駄だ目めだ。

「再生、している……！」

　思わず、カティアが呟つぶやいた。

　そう、魔力の盾は砦の様な防御力を持つ。一点集中で削けずり進むという『タービュランス』の性質は、強固な盾を打ち破るには最適のものだった。

　それでも、盾の再生の速度が上回っていた。

　ぎり、とクララが歯を鳴らす。隣となりのアリシアが、普ふ段だんのクララからは想像出来ない仕草に、一瞬だけ目を丸くした。

「クララさん」

　それでも、虚きよを突かれただけだ。すぐさま冷静さを取り戻したアリシアがクララの名を呼ぶと、クララは歯を食いしばっている表情を緩ゆるめて、口を開く。

「ありがと、アリシアちゃん」

「いえ。こういうたたかいでは、サポートくらいしか出来ませんので」

　これ以上、この魔法を続けても無意味と判断したからだ。明らかに、向こうよりもこちらの魔力の方が消しよう耗もうが激しい。

　このまま続けて、カウンターに魔法を使えなくなってしまえば、戦力の瓦が解かいが近いと判断したのだ。

「流石さすが──いいチームだ、本当に」

　結局、一連の攻こう防ぼうにおいて、双そう方ほう無傷という結果だけが残った。

　それは、悠達にとって最も避さけるべき結果だったと言えるだろう。

「……ちっ、なるほど、そういうことかよ」

　意図を察した悠に、ディミトリアスは満足げに微笑ほほえんだ。

　細かく収支を出せば、今の攻防は悠達側に理があったと言えるだろう。

　体力や魔力の消費を計算すれば、単純にその様になるのだ。このままこのやり取りを繰くり返せば、いつかはディミトリアスの方が先に魔力が枯こ渇かつし、動けなくなる。いくら個人として最強クラスの力を手に入れても、それぞれが高水準で構成されたチームを相手にすれば、その総合力が勝まさっているという結果の表れだった。

　だが、言ったとおりにそれはこの状じよう況きようをこのまま繰り返すことが出来ればの話だ。

　悠が舌打ちをしたのは、そこにディミトリアスの思おも惑わくを感じたからだ。

「時間稼かせぎだろ？」

「正解だ。やはり君は愚おろか者ではないよ、ユウ」

　その目的こそが、時間稼ぎだ。言い換かえるのなら──

「……『スキル』の完成だろ」

　続きを促うながされるような苦々しさを覚えながら、呟くように回答する。

　その答えは、ディミトリアスにとっての合格点だったようだ。

　手まで叩たたきそうなくらい愉ゆ快かいそうに、ディミトリアスは補足した。

「このままでは君達に勝つことは出来ないだろうけど『進化』の時はすぐそこまで来ている。本当に驚きよう嘆たんに値するよ。マオルの賢けん者じや達、その全ての知識を集めた力と、同格だなんてね。いや、わずかに君達の方が上回っているか。だが──！」

　自分の戦術的優位性を語るディミトリアスの言葉に、悠は歯は嚙がみする。それらがまったくもって、事実だったからだ。

　しかし──段々とボルテージを上げるディミトリアスに、違い和わ感かんを覚えた。それは悠だけではない。大なり小なり、ディミトリアスを知っている者は、皆みなが同じ感覚を抱いだくだろう。

　……これが、ディミトリアスか？

　行く先を間違っていても、歪ゆがんでいても、ディミトリアスは『善人』だ。彼は大真面目に争いがない世界なら誰だれも涙なみだを流さないと思っているし、そのために自分が悪行を重ねていることに心を痛めているし、その罪を背負う覚かく悟ごも決めている。

　だが、だがその姿は、その言葉は。

「『知ち恵えの実』──いいや『全知の実』か！　この実に眠ねむる賢者の知識は教えてくれたぞッ！　『スキル』という力の全てを！　『業カルマ』の進化しうる本当の力を！」

　最も早はや、ディミトリアスとは別の何かに見えた。

　事実、それはもうディミトリアスとは言えない何かだと言うべきだった。

　──異常事態。だからこそ、どこか引いた視線でその有様を眺ながめていた悠は考えていた。

　マオルの賢者達が受け継ついできた膨ぼう大だいな知識。その『容量』はどれほどのものなのだろうか、と。

　あんな小さな実に収められているとは言っても、それは見た目だけだ。人間何人分、じゃ利かないほど多くの情報が詰つめ込まれているだろう。……じゃあ、頭の中にそれが一気に流れ込んだら、どうなる？

　そう考えた時、最初に思いついたのはパンクだ。膨大な情報量に脳が耐たえきれず、破壊される。そんな作品を、見たことがあるのを思い出す。

　だが悠が目にした現実は、違ちがった。多分、ディミトリアスは詰め込むことが出来てしまったのだ。不要なファイルを消して、その余った部分に。

「はは、ははははは！　夢が、叶かなったよ。僕はね、昔一度だけ思ったことがあるんだ。現実に押しつぶされて消えたはずの夢が思い出せるってのは、愛いとおしいものだねえ」

　完全に消えたわけではない。ただ、大切な何かが塗ぬりつぶされてしまった。

　ディミトリアスの身体に亀き裂れつが走り、亀裂からは激しい光が溢あふれ出す。光はだんだん強くなってディミトリアスの身体を包むほどになると、悠達は腕で影かげを作って、目を保護した。

　──やがて、光は収まる。

「そう、神になりたかったんだ。全部の争いを消すには、それくらいじゃなきゃね。念願、叶ったよ」

　それは孵ふ化かだった。ディミトリアスという殻からが温め続けた、生き方の顕けん現げん──スキル。『業カルマ』の誕生だった。

「天が僕を選んだ、という感覚はもう捨てなきゃいけないね。これからは僕が道を選んでいかなきゃいけないんだから、さ」

　誰が聞いても一言でわかる、増長。

　それでも、いっそ滑こつ稽けいでさえある彼の言葉を笑うことが出来る者は、誰一人いなかった。








第十四話　カルマ









「あれは、人間……なのか？」

　頰ほおでも抓つねるような声で、カティアが呟いた。

　その第一声が問うのは、ディミトリアスかどうか、ということではない。それがヒトか否いなか、であった。

　だが、その疑問も尤もつともだと悠は思う。

　ディミトリアスの背には白い羽が、その背後には後光の様な光輪が、それぞれ存在していたのだから。

　なんとも悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんだ。宗教画から抜ぬけ出たような出いで立ちにもかかわらず、目は粘ねばついたタールのように黒く濁にごっている。歪んではいたディミトリアスだったが、悪人ではなかった。だが、この目はどうだ。これが善人のはずがない。

「もう、ヒトではないよ。ヒトの殻を脱ぬぎ捨てて、より高次な存在として生まれ変わったのが僕だ」

　何よりも、本人がそう言っている以上、それはもうヒトではないのだろう。どこか投げやりな思考で、悠は舌打ちをする。

　新しい身体からだの感覚を確かめるため、ディミトリアスは無表情で手を握にぎったり開いたりしている。

　先さき程ほどまでの戦せん闘とう態勢とは違い、明らかに隙すきだらけだ。……それでも、悠達は先程以上の驚きよう異いを感じていた。

　様子を見つつも、悠達は最大限の警けい戒かいを保ち、いつでも万全の動きが出来るように身を整える。

　やがて、確認が終わったのだろう。最後に強く握りしめた拳こぶしを開くと──ディミトリアスが、嗤わらった。

「……っ！」

　瞬しゆん間かん。シエルとディミトリアスの目が合う。

　その目が細められ、三日月の様に裂さけた口に、怖おぞ気けを感じる。

　それが、決定的だった。

「シエルッ！」

　突とつ如じよとして張り上げられた自分達のリーダーの声に、シエルは人生で最大の力を振ふり絞しぼって、体勢を敢あえて崩くずすように利きき腕うでの方向へと転がり込んだ。

　そのほんの一いつ瞬しゆん遅おくれて、遥はるか彼方かなたから飛来してきたディミトリアスの紅あかい爪つめが、今この瞬間までシエルがいた場所を引き裂さいた。

　転がる勢いで立ち上がったシエルは、身体の正面をディミトリアスへ向けたまま全力で後方へと跳とぶ。シエルは、反射的に悠の方へと跳はねていた。

「は……はーっ、はーっ……！」

　顔面蒼そう白はくで震ふるえるシエルを、悠が抱だきとめる。膝ひざが笑っていて、今にも崩れ落ちそうだった。

　……死んでいた！　今、ほんの一いつ瞬しゆん悠の声が遅れたら、死んでいた！　シエルは心中でそれだけを繰り返していた。

「……い、おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「え、え……傷は、ないわ……」

　悠に肩かたを叩かれて、ようやくシエルは自分を取り戻もどした。

　それほどの、脅きよう威いだったのだ。

　今もなお、シエルは何が起きたのかを理解していなかった。それほど一瞬のことで、動くことが出来たのは悠の声と、運のおかげだ。

　だが声をかけた悠は、何が起きたのかを見ていた。

　数十メートル離はなれた位置にいたディミトリアスが、飛びかかってきたのだ。ほんの一回、地面を蹴けっただけで。

　見ていたからこそ、悠はシエルが感じる恐きよう怖ふの種類を、詳くわしく理解していた。

　即すなわち、野生動物に出会った時のそれだ。それも、絶対的な捕ほ食しよく者しやとしての。

「化物、だな」

　苦々しく呟つぶやくカティア。

　ディミトリアスはさも嬉うれしそうに嗤った。

「心外だな。この姿を考えれば、もう少し他に呼び方があるんじゃあないのか？」

　言外に、主張していた。

　自分は神になったのだ、と。

　なんと醜しゆう悪あくなことだろう。カティアは顔を顰しかめる。

　確かに、その姿だけを見れば、神こう々ごうしく見えるかもしれない。だがその目を見た時、同じ感想を持ち続けることが出来る者はいないだろう。……皮肉なことに、ディミトリアスからは見えないのだ。信念の光を失って濁った、自身の瞳ひとみの汚きたならしさが。

　歪んだ理想に取り憑つかれつつも、迷いながらも、人の未来を願って行動していた先程までとは明らかに違う何か。

　今のアレに嫌けん悪お感かんを抱くのは、そのせいなのだろう。震えながらも自らの力で立つシエルを立たせて、悠は一歩前に歩み出る。

　手で指示を出されたシエルが、悠の意図を汲くみ後方へと下がった。

「勇ゆう敢かんだな、ユウ。僕の力を前にして、まだ前へと足を踏ふみ出すことが出来るなんて」

　悠のその行動に、先へと進む人の意志を感じて、ディミトリアスは自分の心が喜びに満ちていくのを感じた。

「僕の……僕の、ね。確かに、そうだろうな。それがお前の本当の力なんだろうさ」

　──だが悠がそう言うと、ディミトリアスは無意識に唇くちびるを引きつらせるほどに、不ふ愉ゆ快かいだと感じた。

　悠の言葉に、皮肉はない。本心からこの力をディミトリアス本人のものだと認識しているのが窺うかがえた。

　……その目を見なければ、ディミトリアス本人のものと『認められた』と思ったろう。

「『スキル』は先天的に得ていたものと、後天的に目覚めたものとが存在するって言ってたよな。なんとなくだけど、わかった。お前のは後天的に目覚めた方だろ？」

「……ああ、そうだよ」

　何気ない質問に、投げやりに返した。

　そのはずだったのに、知らずディミトリアスは言いようのない苛いら立だちを感じていた。

　悠がくすりと鼻を鳴らすと、その感情は実感出来るほどに膨ふくらんでいく。

「やっぱりな。……見えてきたよ。『全知の実』じゃない、お前本来の『スキル』がどういうものか、どうやって目覚めたものか」

　構えた刀が、小気味良い音を立てる。

　その様を見て、ディミトリアスは垂直に飛び上がった。

『スキル』の分ぶん析せきをされたそのこと自体が、非常に危うく感じられて。

「黙だまれッ！」

　たった一蹴りで数十メートル上空まで到とう達たつしたディミトリアスが、滑かつ空くうするように悠へと向かう。

　その時、既すでに悠は行動を開始していた。自分が狙ねらわれるということを理解していたからだ。

「ユウッ！」

　凄すさまじい速度で飛来するその狂きよう気きに、案ずる声を上げられたのはカティアだけだった。

　落下よりもなお速い滑空。強きよう烈れつな怒いかりと共に生み出されたエネルギーは、しかし単純な軌き道どうをしている。

　ディミトリアスの狙いは悠から逸それて、今悠が立っていた大地に、交差する二掛かける五本の爪つめ痕あとを走らせた。

　その速度は、爪痕の深さは、今まで見てきたどんな生物よりも速く鋭するどい。

　だが悠はかえって滑稽だとでも言う様に鼻を鳴らして、ディミトリアスをより深い怒りへと導いた。

「何がおかしいッ！」

　滑空の勢いのまま、滑すべるように着地したディミトリアスが地を駆かけ悠へ迫せまる。

　振りかぶられ、振り下ろされる爪の鋭さは、人間のそれとは違ちがう強力な武器だった。

　いや、これほどの武器を持つ獣けものは、魔ま物ものにさえそうはいまい。

　するとやっぱり。悠は、自分の推測に手応えを感じた。

　紅刀を寝ねかせるように構え、盾たてとする。ディミトリアスの爪を受け、悲鳴を上げるも折れぬ刀に感謝した。

　紅刀はその使いやすさから携けい行こうする機会が多く、悠にとっては仲間とはまた違う、相棒とでも言うべき武器だ。だが、これほどの攻こう撃げきはそう何度も耐たえられないだろう。防がれた方とは逆の左手を振りかぶるディミトリアス。悠は、その腹部を風の篭こ手てで殴なぐりつけた。

　爆ばく発はつするような風が一気に膨らんで、ディミトリアスの身体を吹ふき飛ばす。

　……予想通りの結果だったが、あまりダメージはないようだ。『硬かたい』と、そう感じていた。

　未いまだ痺しびれる手を二、三回振って、悠は紅刀を構え直す。

　そして、得た確信を語り始めた。

「その力、『業カルマ』だったっけ。それは望む通りの力を得る能力、だろ？　『全知』で知る限りの魔物の肉体の、欲ほつする部分の力を得る『スキル』だ」

　悠の推測、いや確信を得た回答に、ディミトリアスは怒りを隠かくさず犬歯をむき出しにして表情を歪ゆがめた。

　それを知られたからとて、戦局が不利になるわけではない。むしろ、自分で語るつもりでさえあった。

　にもかかわらずディミトリアスが激しい怒りを覚えているのは、悠の表情だった。

　悠は、微笑ほほえんでいた。それが、ディミトリアスにとっては嗤っているように見えたのだ。

「黙れよォッ！」

　赤黒く濁にごった瞳をぐちゃぐちゃに歪めながら、ディミトリアスは再び悠へと駆ける。

　行動を見れば、悠の推測があたっているかなど、一目瞭りよう然ぜんだった。

　故ゆえに、クララ達は解せなかった。知る限りの魔物の身体と同じ力を得る能力。全知とまで言われるほど膨ぼう大だいな知識を持っている彼にとって、それは言い換かえれば生態系の頂点に立つ力と同義だ。知られたところで、怒おこる必要も取り乱す要素もない。

　ならば、何な故ぜディミトリアスが怒っているのだろう？

　激しい金属音を響ひびかせながら打ち合う悠達を遠巻きに見つめるクララ達──その理由にいち早く気がついたのは、アリシアだった。

「こうてんてきのうりょくしゃ……まさか」

　引っかかったのは、最初にディミトリアスが怒りを見せた悠の言葉だ。

　そのふとした呟きに、魔物の聴ちよう力りよくを持ったディミトリアスが反応する。アリシアの呟きが、的確に精神をえぐるものだったからだ。

　悠をそっちのけに跳ちよう躍やくするディミトリアス。滑空が来る。とっさに刃やいばを向けられた、アリシアの背筋が冷える。

「させるかって！」

　だが、跳躍で追いすがった悠が、ディミトリアスを引き留めた。

　二人はもみくちゃになりながら地面へ激げき突とつする。すったもんだの末、ディミトリアスが悠を思い切り蹴け飛とばした。

　硬こう質しつ化かで耐えながらも、確かな痛みが腹部に鈍にぶく響く。

　それでも、悠は言葉を止めなかった。

「馬ば鹿かにしてるんじゃないぜ。……お前にも人間らしいところがあるんじゃないかって、ちょっと面おも白しろくなっただけだ」

「黙れって言ってるんだよ！　それ以上その口を開くな！」

　どうやら、その言葉はディミトリアスにとってよほど聞きたくない言葉らしい。

　……いいや、違う。ディミトリアスという殻からを捨てた『業』にとってと言い換えるべきだろう。

「後天的なスキルの発現には、ソイツの生き方が関わってるって言ったな。ヒトの三大欲求を消す力は、本当に『欲』そのものが消えてなくなれば良いと思った末に目覚めたものか？」

「もう喋しやべるなって言っているだろう！」

　魔物の剛ごう力りき。ディミトリアスの腕が、筋肉により膨れ上がる。

　弓を引くような動作で行われた殴おう打だを、悠は避さけなかった。

　分厚い鉄板を殴ったような音が響く。『硬質化』の力だ。クララ達が思わず息を吞のむ。

『硬質化』でもダメージを相そう殺さいしきれなかったのだろう、切れた口の端はしから紅い雫しずくが垂れる。

「良い世界を作ろうとしたからこそ、人間ってやつがバカに見えたんだろ？　気づかないだけで、いいや、気づかないふりをしていただけで──」

「口を閉じろおおおおっ！」

　悠は、それでも続けた。

　金属音が、雨の日のように続く。悠は、口を閉じなかった。

　そして、言い放つ。

「あったんだろ？　お前にも『支配欲』ってやつがさ。それが許せなかったんじゃないのか？」

　ディミトリアスにとって、決定的な言葉を。

　いつの間にか、ディミトリアスは動きを止めていた。代わりに自分の頭を両りよう腕うでで抱かかえ、悶もだえている。

「ウ、おおおおおおああああああッッ！」

　凄まじい頭痛が、ディミトリアスを襲おそっていた。

　頭ず蓋がい骨こつを中から引っかかれるような音として、液体になった脳みそに紅あかく灼やけた鉄球を浮うかべたような熱として──卵を混ぜるような混こん沌とんとして、千の苦痛が、『業カルマ』という存在を撹かく拌はんしていく。

「ユウ……これは……？」

　少し離はなれたところから、クララが問いかけた。

　幾いくつかの問答で、突とつ然ぜん悶え苦しみ始めた。そんな状じよう況きようが、理解出来るはずがない。

　しかし悠にはなんとなくわかっていた。直感以外に、判断材料は見つけられなかったが──

「さっき、アイツ自身が言ってたろ？　ヒトという殻を脱ぬぎ捨てたって。じゃあその殻から出てきたものは何なんだろうな？」

　問いかける形で、疑問に答えていく。だが段階を踏まれたその一つ目では、何も理解が出来ない。

　……続ける。

「ヒトじゃないディミトリアス。『中身』そのものとしてのディミトリアス。全知の実を食って、殆ほとんどの『領域』を知識とかに占せん領りようされて、殻を押し破って出てきた存在。全知の実の力の殆どがスキルの成長に使われたのなら、出てきたのは肥大化した『スキル』そのモノだ」

　ディミトリアス、ではない。ディミトリアスのスキルそのものが、目の前にいる異形の男の正体だと。悠は言う。

「全部推測なんだけど『ヒトのディミトリアス』の中に詰つめ込まれた『全知の実』の知識と魔ま力りよくがディミトリアスの願うスキルの進化を実行した結果、狭せまい殻の中で人格とか良心とか、必要なモンの場所を食いつぶして一つのスキルを完成させた。育ったスキルは殻に収まらないほど大きくなって、生まれ落ちた『実体化したスキル』なんじゃねーかな。……言い換えれば、ディミトリアスの人生とか思想そのものが力を持った存在だ」

　今もなお悶もだえる『業』を憐あわれむように、悠は目を細めた。

「……」

　絶句するクララ達。だが、何な故ぜそれが今ここでこうして苦しみにのたうち回っているのか、まだそれがわからなかった。

　疑問が湧わくのは尤もつともだ。

「じゃあなんで『こう』なってるかって話だよな。それは多分、コイツがやっぱりディミトリアスでもあるからだ。……スキルの研究者だから、どういう条件で後天的にスキルが発生するかは、わかってた。そのヒトの思想や生き方が、スキルとして結実する、それが後天的な能力の目覚め方だ。じゃあ『欲』を操あやつる『業』のスキルはどうやって生まれた？　……多分、ディミトリアスの思想から変異したものだ。それこそが『支配』。……それだと言い方が悪いから『管理』かな」

　一いつ拍ぱく置くように言葉を切る。

「ディミトリアスは本当に争いのない世界を願ってた。頭がいいから、その方法は幾つも考えついたんだと思う。けれど、争いは一向になくならない。なんで争いはなくならないんだろう？　……人間が、バカだからだ。自分が管理出来るのなら、争いなんてすぐなくなるのに。……邪じや推すいすると、こんなところかな。最初に、その手段として欲を操る力が生まれたんだと思う。欲する力に目覚める形でな」

　けれど。

「力の強さは不十分だった。自分は完かん璧ぺきに制せい御ぎよ下に置けても、俺達みたいに効かない奴やつがいる。能力として、強度が低かったんだ。……それが何故かって言うと、多分本人自体がそのスキルを嫌きらっていたんだと思う。『支配欲』を醜みにくいものとして、嫌っていたから。能力の完成に必要な一ピースが足りなかったんだ」

　悠の説明がそこまで進むと、クララ達も悠の言わんとすることがわかったようだった。

　ココにいる彼が、ディミトリアスのスキル──人生と思想の結けつ晶しようだと言うのならば。最後の一ピースを与あたえられ、追い求めていたはずのスキルのカケラの正体に気がつけなかったのなら。それが、自分の何より嫌うものの一つだったなら。

「スキルのあり方自体が矛む盾じゆんになって、ぶっ壊こわれる。自分で気がつかないフリして隠してたものがスキルの完成に必要なもので、完成した故に自分でそれに気がついてしまったら。……知らずに大苦手なものを食ったんだぞって知らされた時みたいに、吐はき出しちまうんだろう。完成したからこそ生まれたスキルそのものが、また不完全になろうとしてるんだ。守ってくれる殻のない、外の世界で」

　完成したからこそ生まれることが出来た『人格を持ったスキル』。しかし、外の世界で自覚してしまったからこそ、今その存在が崩ほう壊かいしようとしていた。

「ク、そおおぁ……僕は、僕はぁ！」

　憎ぞう悪おを込めて悠を睨にらみつける。が、ディミトリアス自体が存在を否定する不完全な『彼』には最も早はや鋭するどい爪つめも、疾はやき翼つばさも、獣けものの剛力も存在しない。

「俺は決して、支配欲自体が悪いとは思わねえ。大なり小なり人間だったら持ってるもんだ。むしろない方が世の中上手うまく回んないかもな？　そういう欲持ってる奴らが、上に立ち続けて面めん倒どうなことをしてくれてるから、ラク出来てる部分もあるんだ。……中には、美味うまい汁しる吸ってるだけの奴もいて、そういうのはやっぱムカつくけどさ」

　だから、悠は思う。それはディミトリアスへの侮ぶ辱じよくになるのかも知れないが、彼を哀あわれだと思う。

「潔けつ癖ぺきすぎたんだよな。だから自分の欲と上手く向き合っていくことが出来なかったんだ。だろう？　『ディミトリアス』」

「……！」

　顔を上げた『業』は憔しよう悴すいしきった顔をしていた。

　それほど消しよう耗もうしていながらも、名を呼ばれた憎悪がにじみ出る。

　支配欲の獣『業』。ありとあらゆる生物を支配しうる『力』。自分の欲望から目をそらすことが出来なくなった彼の考えた答えは──『こんなのは僕ではない』。

「う……ぇあ、うあああああああッ！」

　さらなる崩壊が、『業』を、ディミトリアスを苛さいなむ。

　他の誰だれでもない彼自身が、最も考えてはならないことを考えてしまった。

　自分自身の生き方を、思想を否定する。それは、スキルそのものとなった彼にとっては、自らの存在を否定するも同じことだ。

『業』の身体からだが、崩壊していく。

　末まつ端たんから崩くずれ、塵ちりと化していくディミトリアスに、クララ達は戦せん慄りつしていた。

　ただ一人、悠だけが苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした様な表情で、それを見つめていた。

「く、くく……まさかこんな結末が待っているとはね、お笑いだ」

　滝たきのような汗あせを流しながらも、『業』は絞しぼり出すように言葉を紡つむいだ。

　究極の存在になれたと思ったのに、その実態は生卵の様に脆ぜい弱じやくな存在だった。なんとも劣れつ悪あくな喜劇だと、自じ嘲ちようした。

『全知の実』の容量を受け入れるために、ディミトリアスは不要なものを捧ささげていた。今ここにいる『業カルマ』という存在は、スキルを構成するために必要なもののみで構成された存在だ。

　だからこそ、彼にはスキルを構成する上で必要な『人格』が、その中の僅わずかな『良心』が含ふくまれていた。それ故ゆえに、今彼はその人格自体に否定されて崩壊しつつある。

　だが。それでも、その良心はごく小さいものだ。

　今の『業』は、力を失いつつも強大な支配欲に支配された、ディミトリアスが否定していた自分の醜い部分そのものだ。

「おまえたちの……お前達のせいで、僕は何もなせずに消えていく……そんなのは、ゆ、許さないぞ……！」

　統すべる者。それが彼の本質だ。だからこそ、今この場で何も出来ずに消えていくことが、彼自身には許せなかった。

　……今や、スキルとしての成り立ちを否定された彼に『業』の力はない。

　それでも、彼には『全知の実』の魔力が残っていた。

「お、おおおおおおッ！」

　その魔力を全力で増ぞう幅ふくさせ、集める、集める、集める。

　悠は、その叫さけびに困こん惑わくを浮かべた。意図がわからなかったからだ。

　だが魔力に、クララがいち早く気がつく。

「……！　離れて！　自じ爆ばくしようとしてる……！　でも、これは……っ！」

　最後に『業』が選んだ手段。それは自爆することだった。

　自らを魔力の爆ばく弾だんと化して、最後に爪つめ痕あとを残す。聖人としてのディミトリアスが消え失うせたからこそ選ぶことが出来る、最悪の『嫌がらせ』だ。

「だ、ダメ……！　このままだと、私達だけじゃない……『ネーデ』そのものが、消えてなくなる……！」

　瞬しゆん時じに、悠はクララを振ふり向いて、またディミトリアスへと向き直った。

　その顔には、笑みがある。ただただ邪じや悪あくで、未来を破は壊かいするためだけの、ディミトリアスが最も無む駄だだと唾だ棄きした悪徳のための悪徳があった。

「お、前……っ！　そこまでするかよ!?」

「攻こう撃げきしてっ！　力を溜ため切られたら、全部が終わっちゃう……！」

　クララの叫びに、反射的に攻撃を加えたのはカティアだった。

　剛ごうと迅じんを兼かね備えた剣けん──鐘かねを叩たたくような強きよう烈れつな金属音が響ひびく。

「く、くそ……あの盾たての魔ま法ほうか……！」

「ハハハ、無駄だよ！　君達の力では破れないのは、実証済みだろう！」

　血走った目、髪かみを乱しながらも、ディミトリアスは勝ち誇ほこる。

　実際、このままでは先さき程ほどの再現となるだろう。高速で修復される強固な盾を破れる一いち撃げきは、悠達にはない。

　──だったら、作るしかない。

「クララ！　『オラクル』を頼たのむ！」

　未いまだかつて存在しなかった、強力な一撃を。

　その盾の強固さと、訪れるであろう決定的な破は滅めつに涙なみだを浮かべていたクララ。

　悠の意志が、その涙を拭ぬぐった。

「……うんっ！」

　対象を強化する古代魔法『オラクル』。それを以もつてしても、悠があの盾を破れるかどうかといえば──難しいだろう。

　だが、悠はきっと示してみせるだろう。

　今までもそうしてきたように、これからも。

　紅刀を収め、悠は転がり込むようにして置いていた荷物から新たな武器を手に取った。

「武器を変えたか？　だが無駄だ……！」

『業』の、盾への自信は崩れない。悠達の持てる力では、最早何をしても無駄だと考えていた。

　しかし違ちがう。カティア達は、悠が自分達の力を求める時、自分達と悠の力が合わさった時に何が起こるかを知っている。

「──『光進チヤージ』……！」

　手に取った武器──ディアルクの両りよう刃ば剣けんを構え、その力の名を叫ぶ。

　悠の足に煌きらめきが宿り、刃やいばの角が光を放ち始める。

　その力を見て、『業』はその程度かと嗤わらう。

　……が。

「……!?」

　困惑。

　悠に漲みなぎる力が徐じよ々じよにその輝かがやきを増し、膨ふくれ上がっていく。

　溜めるほどに増す力。それが『チャージ』と呼ばれ恐おそれられていたディアルクの力だ。

　しかしそれだけではない。

「お願い、悠……『オラクル』っ！」

　オラクル。力を与える祝福の光。

　ありったけを以ってクララはその名を唱え、自分の持てる全ての力を悠へと託たくした。

　悠の身体を包む光が、一層強くなる。

　その輝かしさは、思わず目を細めるほどだ。

「な……あ……」

　あまりの力に、そして何よりもその身体を包む光の激しさに。

　……その神々しさに『業』は声を漏もらした。

　穢けがれなき光を放ち、それ以上になお輝く様な瞳ひとみが。

　嫉しつ妬とよりも先に、思想として崇すう拝はいする神の姿を見た。

「全力、全開だ！　いィくぞおぁああッ！」

　全てを絞り出すように、悠は叫んだ。

　蹴けった地が爆ばく発はつし、凄すさまじい速度はまさしく光そのもの。

　その破壊的な威い力りよくを察して、『業』は自爆の為ために蓄ちく積せきした魔ま力りよくの殆ほとんどを盾へと注つぎ込んだ。

「く、ぅああああ！　ユウ、ユウゥッ！」

　身にまとうものではなく、複数枚の壁かべとして、ディミトリアスは盾を展開した。

「突つき抜ぬけェェェっ！」

　それでも悠は構わずに、突き進んだ。

　光の力が噴ふん射しやされ、さらなる加速を得た悠が、ガラスの様に壁を突き破る。

　最も早はや、何枚壁があろうと、悠は止まらないだろう。壁を突き破る力こそ、悠達の──人間の力だ。

「はああああッ！」

　ありったけの気合を込めて、悠は光と化した両刃剣を『業』の盾へと叩き込んだ。

　光の剣は盾へと突き立てられ、亀き裂れつを走らせていく。

「お、のれ……おのれ！　ユウ！　貴様ぁぁッ！」

　溢あふれ出た光は盾の中を満たし、そして──最後の一枚の『壁』を、突き破ってみせた。

　エネルギーそのものである光に身体を灼やかれた『業』が、膝ひざを突く。

　静けさが、場を支配した。

　一見、外傷はない。しかし『業』はわずかに呼吸で肩かたを上下させる以外に全く動かない、動くことが出来なかった。

　最早、爆発を起こす魔力は残っていない。

　悠達の、勝利であった。

「ユウ……！　ユウーっ！」

「お、おお……!?　わっ！」

　あふれる喜びのままに突き動かされたクララが、悠へと抱だきついた。

　突き破った壁の破片でついた傷が痛む、が。悠もそんなことは気にせず、抱きしめたクララの勢いを振り回すようにして弱め、落ち着かせる。

「ふ、ふふ……これだけのことをしたあとに、無む邪じや気きなものだ……」

　クララを下がらせて、悠はディミトリアスと向き合った。

　もう、彼が──そう、ディミトリアスが無害になったと、知っていたからだ。

「まあ世界を救ったんだ……それくらい喜ぶのが、普ふ通つうなのかも知れないね」

「どうだろな。爆発寸前の爆弾を止められたのは嬉うれしいけど、友達死なせかけてるんで結構複雑だぜ」

「ハハハ……盛り下げて悪いねえ」

　その顔からは、文字通りに毒気が抜けていた。

『スキル』が崩ほう壊かいした後に残ったもの。それはすり減ったディミトリアスだった。

　支配欲の顕けん現げんであったスキルが崩壊し、そして『全知の実』の魔力も使い果たして。後に残ったのは、目減りした人生と人格。消えていくだけの、残のこり香がのようなものだった。

　戦いの終わりを察して、カティア達が近づいてくる。その表情は、押し並なべて、色々な感情が混じり合った混こん沌とんだ。

「……もっと、うまいほうほうがたくさんあったでしょう」

　最初に声をかけたのは、アリシアだった。

　ディミトリアスをよく知っているからこその、言葉だった。

　主語が大きく、思い当たりが幾いくつもある質問だ。

　その中で、アリシアが最も聞きたいことをディミトリアスは知っていた。

「そうだなあ。まずは君達を『不帰かえらずの楽園』へ向かわせなければ、今僕はこうしてなかっただろうね」

　こくり、とアリシアが頷うなずく。

　なら、なんで敢あえて自分達をこの地に送り出したのか。

　そうしなければ、きっとディミトリアスは恙つつが無なく、目的を達成していただろう。目覚める力も、あり方が変わっていただろう。より完全な力を手にしていれば、悠達だって止められたかわからない。

　それでも、敢えてディミトリアスはこのタイミングを選び、この地まで共に来た。

　アリシアにはそれがわからなかった。

「僕自身の手で君達と決別するのが試練、なんて言ったけど。本当のところは、自分自身の欲ってやつに気がついてたのかも知れない。……自分じゃ、僕は賢かしこい、欲に左右されない完全な知性になるなんて思ってたけど──」

　顔を上げたディミトリアスが、悠に微笑ほほえみかける。

「僕もまた、人間臭くさい、普通の人間の一人だったんだろうねえ」

　穏おだやかで力のない笑み。それは、ディミトリアスの感謝だった。

　戦いの中で彼を『人間臭い』と評した悠への、醜みにくい欲よく望ぼうを蔑さげすまなかったことへの感謝だった。

　だから、本当は止めてほしかったのかも知れない。そう伝えることはなかったが、誰だれもがその意図を感じている。

　そんなディミトリアスの瞳が受け止めきれなくて、悠は目をそらす。

　……そうして、目をそらした先には、とある輝きがあった。

「……もう、どうにもならないんですか？　スキルは、きえさったのでしょう？」

　悠がふらりと姿を消したのには気づかずに、アリシアは問う。

　黒い部分も知っているし、許せない部分も多い。だけど彼の善いところも、自分自身の醜さに耐たえることが出来ず悠達に決着を委ねるような、悪を許せない良さを知っているからアリシアは憎にくむことが出来なかった。

「無理だと思うなあ。実はこうやって喋しやべってるのも辛つらいんだ。ほら……腕うでとか、崩くずれてきちゃってるしさ……」

　それでも、手のひらから水が落ちるように、ディミトリアスの身体はこぼれていった。

　今やディミトリアスの身体からだは、すかすかだった。生き方とか人生とか、彼を構成する情報の殆どが抜け落ちていたからだ。

　人の身体を捨ててスキルという存在になったばかりに、身体をとどめておくことが出来ない。崩れていく身体を支える骨格がないようなものだ。

「じごうじとく、ですね。……ばかなことをしたものです」

「耳が痛いなあ……」

　憎まれ口を叩きつつも、アリシアの声は力なく震ふるえている。

　家族のいないアリシアにとっては、彼は兄のような──唯ゆい一いつ味方と言える大人だったのだから。

　今は恋こい心ごころまでも寄せられるほど信しん頼らいできる、かけがえのない仲間が、悠がいる。もう、寂さびしくはない。……それでも、兄を失なくす悲しみは、何物にも代えがたいものだった。

　場に沈ちん黙もくが流れる。

『罰ばつ』を受けたディミトリアスに、クララは言えることがなかった。

　かつて主としていた者へ刃を向けたカティアは、自分自身で何かを言う資格はないと。

　これ以上何かを言っても追い打ちになるだけだと、シエルも何も言えずにいた。

「さて、どうだろう。意外と、ないでもないかもしれねーぞ？」

　そんな場で、場ば違ちがいに明るい声が響ひびいた。

　悠のものだ。

「いやしかしだね……？　待て、それは……！」

　その手には──金色に輝く、りんごのような果実が握にぎられていた。

　……ディミトリアスから視線を外した先にそれを見つけたのは、必然だったのかもしない。

『食感センサー』の反応。まるでそれは『全知の実』自身が悠を呼ぶかのようだった。

　もしもこれが必然だとすれば──一筋の冷たい汗あせを流しつつも、不敵な笑みを浮うかべて、悠は軽く上に投げた実をキャッチした。

「『全知の実』……！　何な故ぜそれが君の手に!?　いやそれよりもやめるんだ！　その魔力と情報量は、知識を宿す準備をした『マオルの賢けん者じや』でなければ、受け入れられないぞ！」

『全知の実』を使用したからこそ、その実のことを知っているディミトリアスが、叫さけぶ。

　悠とて、ほぼアタリの推測を立てていた以上、その実の危険性はわかる。

「でもよ『全知』なんだろ？　だったらお前を助けつつ、俺も大だい丈じよう夫ぶ、みたいな方法もあるかもしれないしさ。ギリ生きててもこうして『全知の実』がここにあるわけだし、生きてる内に返へん還かんする方法とかあるんじゃん？」

「不確かがすぎる！　万が一でも！　君は、罪を犯したくだらない人間のために犠ぎ牲せいになっていい人間じゃないんだ！」

　実を持つ悠に、ディミトリアスは必死で声を張り上げた。

　その振しん動どうで身体が崩れるのも、気にしない。

　心の底から、悠を案じて言っていることを疑う者は、誰もいない。

　それはやはり『ディミトリアス』だった。悠にとって、ロマンを共有し合える友人の──

「あまり声を荒あららげなさるな。こうなっては、ユウは梃て子こでも動かんよ」

「カティア……!?」

「じっとしていてください。貴方あなたがどうあれ、多分ユウは実を食べてしまうでしょうし」

「シエルくん……」

　カティアとシエルが、ディミトリアスへ釘くぎを刺す。

　どうせ、言ってもわからないと思ったからだ。友人の命を救おうとする悠が、無茶をするはずがない。

「だって、食べ物だもん。ね、ユウ」

　クララが、困ったように笑う。

　悠は頭をかいて、誤ご魔ま化かすように笑みを浮かべた。

「そりゃ、な？　大丈夫。コレは俺の直感が毒じゃないって言ってる。美味うまそうだって、さっきからうるさいくらいにな！」

　だが、そのとおりだ。

　友人を救えるかも知れない。そのついでに『全知の実』とも呼ばれる伝説の木の実を味わうことが出来るかも知れないのだ。

　まるで欲ほつするかのように実の美味さを説く『食』の力が求めるままに。

　悠は、輝かがやく『全知の実』に豪ごう快かいに齧かじり付いた。

　──最初に感じたのは、ほとばしる果か汁じゆうのみずみずしさ。

　りんごを強くしたような爽そう快かいな歯ごたえ、レモンよりも爽さわやかな香かおり、メロンよりも芳ほう醇じゆんな甘さ。

　視覚、触しよつ覚かく、聴ちよう覚かく、嗅きゆう覚かく、そして味覚。あらゆる感覚という情報が、順番にやってきては身体を突き抜ける。

　その全ての感覚が、情報なのだと、悠は味覚で感じた。

　そして──悠の周りが、闇やみに包まれていく。

　気がつけば──悠は、たった一人闇の中に立っていた。

　どこまでも続く闇。あるのは自分の姿だけで、地面に立つ感覚も、香りも音も、時間の感覚さえない闇の世界。

　だが悠は不思議と恐おそれなかった。なんとはなしに、その闇を身近なものの様に感じたからだ。

『肝きもが座っているな』

　やがて、そんな悠へ、闇の中から声がかけられる。

　老いた男性のようにも、若い女性のようにも聞こえる、声ではない『音』。

『その分だと察しがついているようだが、説明しよう。ここは君の心の中。そして我われ々われは──実に蓄たくわえられた、賢者の知恵』

　精神の回かい廊ろうで、悠は大いなる存在と邂かい逅こうした。








第十五話　魂たましいの旅路









「賢者の知恵……かあ。なんというか、荒こう唐とう無む稽けいだな」

『だが君は、その様なものを物語として知っているのだろう。精神の世界を、これほどすんなりと受け入れたのは、君が初めてだ』

　悠自身の精神の中という世界で、悠は頭の後ろで手を組んだ。

　重力さえない世界で、悠はリクライニングチェアに身を預けるような、リラックスした姿勢を取った。紛まぎれもなく寛くつろいでいる図太さに、抑よく揚ようのない賢者の声も心なしか困こん惑わく気味だ。

「それで、何の用でしょう？　なんとなくは想像ついてますけど」

『話が早いのは良いことだ。『全知の実』を口にした者として、二三質問させてもらいたい』

「おお……お約束な感じ……ちょっとワクワクするなあ。あ、ハイ、いいですよ」

　知恵が語りかけてくるという展開に、ファンタジーを想起した悠は興奮に口調を乱しつつも、敬語を取り繕つくろって応えた。

　知恵そのものに年ねん齢れいがあるかどうかはともかく、蓄ちく積せきされる知恵を持っていた賢者は、人類的に先せん輩ぱいとでも言うべき人々だろう。

『畏かしこまらなくても良い。我々に賢者の人格は存在せず、個は最も早はや意味をなさない。むしろ君の言葉で答えてくれた方が良い。それに、君は厳密的に我々の後こう輩はいという存在でもない』

「え？　……じゃあ遠えん慮りよなく普ふ通つうに喋しやべるけど……それ、どういう意味だ？」

　と、そう思っていたのだが、おそらくは考えていることを読み取って、賢者の知恵はそう返した。

　素すで喋れという要求には従いつつ、悠は質問を投げかけた。

『異なる世界から来た君は、非常によく似ているが我々とは別の生物だ。極ごく々ごく僅わずかだが、遺伝子の情報も異なっている。厳密には──我々からすると、魔ま物ものと表現すべき存在だ』

　そうして帰ってきた答えは、悠が魔物である、というものだった。

　思い当たるフシは幾いくつかあった。地球とは異なる生態系を持つ惑わく星せいの、地球とは違ちがう法則の下もとで暮らす人々だ。自身が『スキル』と片付けるには範はん囲いの広い『能力』を持っていることもあり、それはそうだろうなと思いつつも、悠はうなだれた。

「うわー……マジか……いや、わかるはわかるんだけど。ちょびっとショックだわ……」

『言う通り、あまりダメージは受けていないようだな』

　だが、賢者の知恵の言う通り、そのダメージは少ない。

　前までの悠ならば、己おのれの根底を変えるほどの衝しよう撃げきとなったろうが──

「まあこっちに来たばっかだったら俺はこの世界じゃ化物かよ！　ひとりぼっちだー！　ってなったんだろうけど、クララ達がいるしな。考え方も似てるし、俺が厳密には魔物だって言っても、軽く流してくれそうだしさ。ゴリラと人間でさえ二％も遺伝子が変わらねーんだし、これだけ似てりゃ変わりモンの範囲内だろ」

　今はクララ達がいる。言う通り、悠が自分は明確には魔物という存在になるらしいと打ち明けても、クララ達はさほど気にしないだろう。

　仮に生物的に違うとしても、『仲間』だ。今はクララがよりかけがえのない存在となっている、ということもある。

『なるほど。優すぐれた精神性だ。……では、質問の方へ入ろう。まず、君は何を望んで『全知の実』を口にした？　君の言葉で聞かせてほしい』

　悠の口ぶりに満足する様子を見せつつも、賢者の知恵は本題として一つ質問を投げかけてくる。

　恐らくは既すでにそれも知っているのだろうが、自分の口からそれを語るよう願われれば、拒こばむ必要もない。

「今身体が崩ほう壊かいしつつあるディミトリアスの治し方かな。ついでに、その後で『全知の実』を──あー、樹きに返す？　方法があるならそれも知りたい」

『なるほど。では何な故ぜそれを望む？』

　やはり満足げな色を含ふくませて、賢者の知恵は問う。

「ん、友達を助けたいのは当たり前だろ？　幸い俺の知る限り、取り返しのつかないことはしてないわけだけど、悪いことは結構やってるっぽいし──なんでも政治家としては優れてるみたいじゃん、だったら反省して償つぐなう機会があれば、この世界のためにも本人のためにもなるんじゃないかなって」

『では実を返還したいというのは？　彼──『ディミトリアス』には資格がなかったが、君の食の力ならば我々を存在ごと取り込むことも可能だし、我々が有資格者と認めれば、副作用なく力を使いこなすことも可能だ。我々は君を有資格者に足る存在だと認めているが、それでもか？』

　どちらかといえば、こちらが本当に聞きたいことなのだろう。

　うなずいてから、悠は答える。

「それでもだ。……いや、嫌いや味みじゃないんだけどな、『全知の実』っていうくらいじゃん？　全部知ってるってのもあんま楽しくなさそうだなって思って。……やっぱ俺、一番好きなのは知らない食材を食って、美味い！　とかマッズ！　みたいに驚おどろくのが好きだからさ。アレはどんな味だろう？　って考えた時に、これこれこういう味だ、って食いもしないでわかっちまうのはキツいなって。なんつーか、謎なぞ解ときゲームの最中に隣となりで解説されつづけるみたいな……わかるっしょ？」

　悠の答えに、顔がわからない誰だれかが苦笑いをするのが浮かんだ。

　世界を統すべるような力を天てん秤びんにかけても、悠は自分の趣しゆ味みを優先した。

　当然、満たされているからというのもある。この世界に来たばかりの悠なら、全知全能の力を優先しただろう。

　だがクララ達がいて、一いつ緒しよに食材の味を一いつ喜き一いち憂ゆうできる。それこそが悠にとっていちばん大切なことなのだ。

『素晴らしい。君の望むようにしよう。あの青年を助ける知識も、実を返還する知識も、確かに存在する。最低限必要な知識のみを与あたえよう』

「マジか！　やっぱやってみるもんだな！」

　賢けん者じやの知恵の言葉に、思わずガッツポーズをする悠。

『ただし』

　だが前置きをされて、悠は凍こおりついたように動きを止める。

　全知全能、その必要な部分だけを得るというのは、やはり都合がいいのだろうか。とんでもない制約を、思い浮うかべたからだ。

　しかし、違った。

「一つだけ『お願い』がある」

　背後から、柔やわらかな青年の声がする。

　声に自然と振ふり返ると、そこにいたのは見覚えのない青年だった。

　それが誰かはわからなかったが、推測はできる。多分、『全知の実』がまだ『全知』ではなかった頃ころの、賢者の誰かだ。

　青年は振り返った悠に微笑ほほえむと、ぱちんと指を鳴らす。

　すると──悠の左右から、凄すさまじい量の食材が流れてきた。こちらのものから、地球のものまで。魔物の肉も、スーパーに並ぶカップの納なつ豆とうまでが。

「何か、作ってくれないか」

　圧あつ倒とうされる悠に青年が告げたのは──そんな、ありふれた一言だった。

　口を半開きにしてほうけていた悠の顔に、みるみる明かりが差していく。

「おう！」

　即そく答とうだった。

　ネーデの醬しよう油ゆ。スーパーで売っている様な、普通のじゃがいもとしらたき。使う肉は、その料理に合う中で最も質が良いであろうバイコーンの肉。出だ汁しは猪いのしし魚うおの削けずり節ぶしだ。主食となる白銀米も忘れられない。

　精神世界のことではあるが、調理の感覚は現実のそれと何ら変わりはなかった。自分でも驚くほど良い手て際ぎわに、思えば料理もうまくなったなと思いながら、悠は炊たいた米と合わせるたった一品のおかずを作り上げた。

「出来たぞ！　肉じゃがっていうんだ。俺も一緒に食っていいか？」

「もちろん。食事は、共に食べる人が多いほど美味うまいのだろう」

「わかってんな～」

　それは、肉じゃがと米。ただそれだけだった。

　だが、それはあまりにも十分に過ぎた。

「……うん、なんとも柔らかい芋いもだ。ホクホクとした食感もいいし、汁しるで崩くずれた部分の優やさしい味わいもいい」

「この世界の肉、ホント美味いよなあ。出汁も旨うま味みが半はん端ぱねえ」

「シラタキとやらの食感がいいな。味もよく染しみている」

「それを追っかけてメシを食うのが、たまらねえよな」

　なんとも穏おだやかな時間が流れていた。

　それはマオルの賢者にとっても、悠にとっても同じ──新しくて、懐なつかしい味だった。

　交かわす言葉は少なかったが、心ここ地ちの良い空間だった。

　だが、食事を平らげるまでに、さほどの時間はかからなかった。

「ごちそうさま。美味おいしかったよ」

「どういたしまして。俺も肉じゃがなんか久々に食ったなあ」

「現実の君の腹の中には、何も入っていないがね」

「そういう寂さびしいこと言うなよ」

　腹をさすりつつも、この満腹感は現実のものではないという。

　なんとも無ぶ粋すいな言葉で、悠は苦笑していた。が、愉ゆ快かいだった。

　精神世界で大昔の賢者と肉じゃがを食べる、なんてちぐはぐさが、面おも白しろかった。

「しかしシミュレーションとはいえ、『全知』による再現の精度は完かん璧ぺきだ。現実でも同じ材料を同じ様に調理すれば、同じものが出来上がるだろう」

　これは、全知の力によって再現されたものだった。全知に蓄積された食材の情報と、悠の記き憶おくを再現した食材を、悠が調理し、全知が演出したもの。

　そうして出来上がったのが、この肉じゃがだ。

「……つまり、二度と味わえない料理ってわけだな」

「そうなるね」

　つまりそれは、現実では再現不可能な料理であるということだった。

　この世界の食材と、地球の食材をふんだんに使用した肉じゃがは、決して交わることがない世界が一いつ瞬しゆんだけ交わったものだ。

「一応聞いておくけど俺が『向こう』に帰る手段ってあるのか？」

「あるよ。ただし、元の世界であったことは変わらないし、向こうに行っても今このままの君が変わることもない」

「要するに、向こうじゃ本当に化物ってことか」

「そうなる」

　ふと気になって、悠はそんな疑問を口にした。

　その答えは、予測しているものだった。

　一度死んだ人間が不可思議な力を身につけて帰き還かんする。悠を亡くした人達から見れば、夢のような話だろう。

　だが死んだはずの人間が現れ、現実の理ことわりを超こえた能力を幾つも持っていたら、それはきっとロクなことにはなるまい。気味悪がる人間はいくらでもいるだろう。

「それを聞けて安心したわ。なんつーか、この世界に残る理由が出来たっつーか？」

　だからこそ、吹ふっ切れた。敢あえて異世界の食材と地球の食材をそれぞれ使った肉じゃがには、最高の料理をご馳ち走そうしようという考え以外にも、無限の食材を見て自分自身への決着をつけようという意図もあった。

　戻もどれるというのなら、気にかかる人達がいたのも事実だ。だが、やはり向こうではもう悠はいない人間なのだ。

　だったら、自分を必要としてくれる人達のいる世界に残った方が、よほどいい。向こうはあるべきまま回るだけなのだから。

「それじゃそろそろ戻りたいんだけど、まだ何かあるか？　ディミトリアスとかそろそろやべーんじゃないかなって思うんだけどさ」

「心配は要いらないよ。現実では、時間はほんの数十秒しか経っていない。これ以上引き留めるのも悪いし──お帰りはあちらだ」

　青年が指を鳴らすと、シンプルなドアが現れて、悠はすぐドアノブに手をかけた。

「最後にもう一度だけ聞くが、『全知の実』の力を受け入れるつもりはないかい。君ならば、この力を有用に使うことが出来ると思うが」

　悠の背中に、声がかけられる。

　悠はその言葉に、振り返る。ドアノブには、手をかけたまま。

「さっき、俺が肉じゃがを作った時さ。あんたは、味を知っていたのか？」

「いいや、知らなかった。精神世界なら、人格を力と切り離はなすことが出来るからね。敢えて、味を先だってシミュレートすることはしなかった」

「じゃあ、さっきの料理を食った時、どう思った？」

　問いかけに対して、悠は問いかけで返していた。

　質問に質問を返すのは、ともすれば無礼になるだろう。

　しかし青年は顔を顰しかめるでもなく真面目に考える素そ振ぶりを見せると、愛いとおしそうに答える。

「美味かったよ。僕も知る材料を使っていたのに、予測できない味だった。違ちがう食材に手を伸のばすたび、新しい発見に驚いたよ」

「だろ～？　結構自信作だったしな……ってそれはいいや。知らないものが美味いって、良かったろ？　楽しいし、嬉うれしいし。俺はこういう小さな発見を大切にしていきたい、小さな人間だからさ。──それを引き替かえにする全知全能ってのは、ピンとこねえや」

「……そうか、つくづく惜おしいな。君の『地球』の知識があれば、『全知の実』はより素晴らしい存在になったろうし、マオルの恩人である君にも大いなる力が与えられると思ったのだがね」

　悠の答えに、青年はああ、と納得して頷うなずいた。

「先さき程ほど、『僕ら』は君を厳密には魔ま物ものだと表現したが──訂てい正せいする。君は、どこまでも人間臭くさい奴やつだよ」

「はは、ありがとう。そんじゃ、またな……ってのは、おかしいか」

「再び実を口にするというのなら、歓かん迎げいするがね。……さらばだ」

　もうそれきり、問答は行われなかった。

　別れの挨あい拶さつでドアノブをひねると、開いた隙すき間まから激しい光が溢あふれ出る。

　ドアを開ききると、そこには泣きながら悠を揺ゆする少女達の姿が見えた。数十秒でも大だい惨さん事じだな、と悠は苦笑する。

　引き留められたのを言い訳にして、クララ達は許してくれるだろうか？　カティアなんか、結構無理することに厳しくなってきたしなあ。

　怒おこられることを憂ゆう鬱うつに感じつつも、悠は勢いよくその世界へと飛び出していった。

　悠が、クララ達が暮らす、その現実へ──
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　長く暗い道を、歩いていた。

　悠達は今、とある『道』を歩いていた。

　人口の洞どう窟くつに手を加えることで生み出された通路は、岩によって構成されるトンネルだ。

　しかし今、丁度そのトンネルは終わりを迎むかえるところだった。

　足元が見えるだけの薄うす暗ぐらい誘ゆう導どう灯とうとは違う、もっと強い光が、トンネルの出口から差し込んでいる。

　その先の光景に胸を躍おどらせて、悠達は駆かけ出した。

「うはー……すげえ。トンネルを抜ぬけたら……なんて表現すりゃいいんだろうな、これ」

　トンネルを出た先に広がっていた光景は──三百六十度を囲む、一面の深い青色。

　外周の『青い壁かべ』には魚を中心とした海の生物が泳いでいる。

　そして目の前に広がるのは、神の気配を感じさせる、神しん殿でんのような遺い跡せきだった。

「ここがマオルの『海底都市』……！　綺き麗れいだね……！」

「本当、綺麗……この光景だけでも延々歩いてきた甲か斐いがあったってものね」

　──いま、悠達がいる場所は文字通りの海の底であった。

　ただし、不思議な力で水が押しのけられ、呼吸も出来るドーム状の空間が広がっている。

　そこに広がるのが、かつてマオル族が作ったという海底都市だった。

「さて、生き残りの方達を捜さがそうか？　ガトゥム殿どのによると、確率は高いとのことだが」

「むぐ……見たかんじ、しょくぶつがほうふですね。何らかの手をくわえなければ、海の中で地上のしょくぶつが生きていくのはむずかしいでしょうし、とくべつなじゅつしきをかんりしている人がいるのではないでしょうか」

　カティアがその都市の見取り図を広げ、アリシアは謎なぞの串くし焼やきを頰ほお張ばりながらも、分ぶん析せきを進める。

　マイペースながらも仕事をきっちりとこなす姿に、クララが苦笑した。

「そうだなあ……っと、いやその前に、腹ごしらえをすることになるな」

　そして──悠は、口角を不敵に吊つり上げ、紅の刀を抜き放はなった。

　神殿の跡あとから、のっそりと──白い触しよく手しゆを持つ、イカの様な生物が現れる。

　悠の食の力はその生物の美味うまさを感じ取っていた。

　やれやれ、とため息を吐はき出しながら、カティアが構える。

「ユウも、先程から串焼きを食べていたじゃないか。まだ食べられるのか？」

「おやつと昼飯は別だぜ。順序は逆になっちまいそうだけどな」

「こんかいは、これがおみやげになるでしょうか。ディミトリアスは、シーフードが好きみたいですが」

「どうだろうなあ。海産物は足が早いから……公務の励みに、なんかしら持って帰ってやりたいけど」

「相変わらず緩ゆるいわね。リラックスしているのはいいことだけど」

　カティアとアリシアの疑問に答えていく緊きん張ちよう感かんのない悠に、シエルが楽しそうに呆あきれたため息を吐つく。

　けれど、そう。この五人が揃そろっているのなら、きっとどんな困難だって乗り切っていけるのを知っているから。

「やろう、みんな！　ユウ！」

「おうよ！　……刺さし身みにイカ飯、煮に物ものもいいな。今から迷うぜ」

　どこまでも旅は続く。かつて空の果てまで行った悠達なら、どこにだって行けるだろう。

　きっとまだヒトが知らない場所にさえ、もしかしたら、誰だれかが夢見た、理想の世界までだって──
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　まずは『異世界チートサバイバル飯～食べて、強くなって、また食べる～』を手にとっていただきありがとうございます。赤石あかし赫かつ々かくです。

　早速ですが、まずは謝罪から……原げん稿こうを落としてしまい大変申し訳ございませんでした！　本来であれば八月にお届けできているところ、一月遅おくれでの刊行になってしまったのはひとえに私の責任でございます。お待ちいただいている読者の方には大変申し訳ないことをしてしまったと、反省しております。

　それでもこうして『サバ飯』五巻をお届けすることができたのは、担当の編集様、編集部の皆みな様さま、イラストレーターの東とう西ざい様、コミック版作者の山田モジ美様、校正の方や流通に関わる方々など、本当に色々な方のおかげです。

　何よりも、こうしてこの本を手にとっていただいている皆様方のお陰かげでございます。

　『サバ飯』五巻をお届けする機会を与あたえてくれて、本当にありがとうございました。

　最終巻という存在を最悪の形で締しめることにならず、胸むねを撫なで下おろしております……。




　……そんなわけで、謝罪から入ってしまった最終巻あとがきですが、内容の方はいかがでしたでしょうか。

　個人的にはここで終わってもひと先ずきれいに見える形として四巻をお送りしたので、続きが出ること自体意外だった方もいらっしゃるかもしれませんね。

　その辺りは四巻でも少し触ふれた気がいたしますが──今回は、機会に恵めぐまれた、ということですね。本当に……。




　ちなみにですが、この五巻に登場する料理にはある共通点を設定するよう意識しています。今まで図らずもそうなっていた場合があるかもしれませんが、それはともかく。

　簡単な共通点すぎて逆にお気づきになれないかもしれませんが、これは私が『サバ飯の締めくくり』だからこそ、設定したものです。旅の最後としてお送りする最終巻だからこそ、出てくる料理は全部……といった具合です。もしかするとあとがきから読まれる方もいらっしゃるかもしれないので、ここでは語りませんが！




　……と、こぼれ話も終えたところで。

　改めて『異世界チートサバイバル飯』五巻にて完結でございます。

　なんというか、やはり感かん慨がい深いですね。これで赤石赫々は『武に身を捧ささげて百と余年、エルフでやり直す武者修行』に続いて二作目の完結作を送り出したことになります。

　『武エルフ』以前も物書き見習いとしては活動しておりましたが、ぐだぐだと途と中ちゆうまで書いては未完のまま終える……というのが多かったので、そんな飽あき性しような自分がこうして二作目を終わらせた、というのには色々と感じるところがございます。

　あるいは、やっぱりそれが商業と趣しゆ味みの違ちがいなのかもしれません。責任があるぶん、しっかりと作品を完結させよう！　と思っているのかも……。




　最初は趣味で始めた創作でも、続けていれば辛つらいことはたくさんあります。Ｗｅｂ上ですと特に辛いご意見をダイレクトにいただくこともあるので、そういった時にはやっぱり平気なフリをしていても辛かったり、逆に何の反応も貰もらえないとそれはそれでちょっと寂さびしかったり……。

　なので自分的には、作品を一つ仕上げられるって結構驚おどろきのことです。

　それが出来ているのは、やはり皆様のお力ちから添ぞえがあってこそなんだなあと、毎度痛感している次第でございます。

　そうして作品をちゃんと『仕上げた』時の達成感は何物にも代えがたいですね。終わったー！　ってスッキリ感を今まで知らずにいたのは、ちょっともったいないと感じております。




　さてさて。そんなこんなで今回もお別れの時間が近づいてまいりました。

　いつもはあとがきを書く時はとても迷うのですが、最終巻！　という感覚があると逆に書くことが多すぎて困ってしまうのだから贅ぜい沢たくなものですね。

　これにて『異世界チートサバイバル飯』は終わりになりますが、赤石赫々にはまだまだ書きたいお話がたくさんございます。

　それが本として皆様の元へとお届けすることが出来るかはまだわかりませんが、物書きとしての活動は続けていくつもりでございます。

　意外と、Ｗｅｂで「ああ、『サバ飯』の作者かぁ」なんて機会もあるかもしれません。




　それでは、今回はこの辺りで筆を擱おくことといたしましょう。

　出来ることなら、と皆様とまたお会いする機会があることを願いつつ──




　最後にもう一度。

『異世界チートサバイバル飯』の物語にここまでお付き合いいただき、まことにありがとうございました！





赤石赫々





















異い世せ界かいチートサバイバル飯めし５




食たべて、強つよくなって、また食たべる








赤石あかし赫かつ々かく
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/cover.jpg
VW \
D
N
D
5
N
N






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOKY~WALKER





item/image/allcover-001.jpg
9995000

F=F;

DRITPOE SRMELT
T/ 0%, BOBEERITY
WBERSHT, EWDTHIE

SRR (R—7] AR e, 2
TUEE < DB, TR & 9D b 3 A IR KB > 72

BRI b & L7oHid LORIRZHIEL DD, <A ViKks
T IO =Y bRIB T EATEIAEIHEIRD % SR |
AR ES—FRE—AOIIED RS REFOO%
VIR 0 AT K, RTOARO (8] %%< 3]

A¥N (K] o5k Hish, BR~NEERLZF I MY

Al R AR, R TER S O &R 1B
RATUSE RAR L T IEGHE 27V A T 5

z
9
:
%
[

Sl 77/997241

DIFHA | KOMEWORKS






item/image/p189.jpg
7 38 ik e

-~ W

wm
Al T o

L
v
=4
z
D
2

Tyt 2xES

c AHFENT49Ya -+ 200 T4

"RRORICEFSIEABY D, AATEN Ty V1% IHELLELD. REAECEVOT, FOAVEA2AY)
YIEL, BELTWA. RERALTOVRVESVEHEC Ya1-Y-BHLEHVIFAAoRERFNTVSSR
b, ATy IBEORIEEBNSHERBICRNERAT B LD, BREY - ZBALLAOFE Ao oY - &Gk
hiRY -2, FRCHBEOFH - FEREFAATOBROH, KEHROTRY —R CFRSEL,

IS4 A—VHLEY SbhH

AR =B 20} 3-10]
c/N{O—VDELH e :
cN{IA-CDEE THBBLAUDBEERKR - D&
s JL—E=Y—-2
£200554LEFE

BEROZY, N I-YORORRICHELEOEBMLIELLEED. ENBEFR L LERAT ENDY-BRE. Bl
YRPPHDU-HBVEOD, ERBHCHEENR KON, ENERINELISYERBEOEGHBHMN
T BIFFOFUHNRONZLESS. BOFVBHCRYFE1ORE, FERECHIVBILHYDEFRB LTS
YERLVEETS,

IS4 A — v DI

150 45 4

cAR=TrDE - . 100 2JYv L
cTUBALHYSD

RAI-VOREFNVCLEDE, BBRLLEED, SRORH/AMI-VARI-LYELERRE, BOER
THRENBV, FL2-7 (LRI UL ERERTEIZRBRIRDNTHY, RROBLER, RETSEION
AI-VREEITVALS, BAKTRBBRICA LN >LZ-TRBNE, E5E5TANEV KBRS, BUE
PEOHTESEVA, BERLHEBEOEARLLL.






item/image/p268.jpg
2R Y ,SLI)ILEf L YE 203

HRICA>E—D

RANEOEEDMES T (L. M—DEIRE ZOKREHELHTL HL -
FO - BoEV - e [FVRE H50B%EZRBEHC. LA L—D—DdrEWER
L3857 MABR BRZ ZETRARER TRV TELBEE LS OM#EZ /32N
HRBH, BEBELROSNBVIBA. ZOBARBBED T I12BRZE—AD
BTEFIESRBIFNEVGFRV IRV CE+EERZE>TRLEZL,

c LpLE .- e 4 {H
cERE e 2801
s UbER

A = |

HEDEMERXR—T DEMZE SAZAICERLTES 2. ZDOERNRDERIE,

ERICRIEHDORICEBS I L — MBS I>THE ED oo, FEL
BREV—REBDBVDRUREENELL BELLVFEMZHE O CHAELILE
L&V BHFCLIBREELSREBDNTER DB TV,






item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ＭＥＮＵ



		序章　ネーデの大地



		第一話　星霜の果てに



		第二話　ヘレムの街



		第三話　故郷の食卓で



		第四話　遥か彼方の故郷にて



		第五話　非日常



		第六話　有り得ぬ邂逅



		第七話　生きる、の源



		第八話　最後の旅の始まり



		第九話　タコの衝撃



		第十話　草原の覇者



		第十一話　ルビーを散りばめて



		第十二話　決戦前夜



		第十三話　最後の戦い



		第十四話　カルマ



		第十五話　魂の旅路



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/titlepage.jpg
RRF—MF/NANIVERS

BRTCE# IO TCEERBND

i =Y iEe

O

TP TN E
2864






item/image/kuchie-001.jpg
QD
tﬁ’\é-" |
\/\/\/\/\/\/\/.\'/o\'/'

‘TR >T th A
\'/\/\/\/\/\/\/ AN AN

A~

=

; \Mﬁo‘.\/ 7

el :w.un.@%%.ﬂbbh\ [

o _uﬂhﬂoﬂvﬂu&~n®w&is%&cﬁ
e ) = |
- gEius






item/image/toc-001.jpg
i
W

+ A £ " M =
SRR R R OEE BE R OEE O O OE G

|
I

ol
oH
o

oH
BY
ol
oH
ol
oH
it

R Rk LE SR AEHEERDE R
O Mg Y E gy B H»B YL E L
K¥om | o203 B88H 507
¥ #Bziuoaf®r,n »RgEO
i ﬁk,—ggﬁmﬁgg o & T X
Y w o e o< =t

& ¥ 55

& Y (=

T <

272 269 256 226 202 190 178 156 141 130 110 095 082






item/image/kuchie-002.jpg
SHRATHI9%.

1580 TF, 17/

B ELODY S EEMCkho%ELE aAYD—2FER.
BVEBUEHATLE BABAEZ,

»?

— FEaRE — — FEaRE —— — % — — FEARE — — FEaRE ——
BABRTRREIRF v FA—THRI{ L[S L&) A7DE>TLhELD A0 TChE HeEm!
—va—F>n, buten: RBERATHIFELH, Ih= Lokt BEFA TN GERD
AETHRBOREE> —DEBRSE[HIL 2EB B,

o vFal CEBELE,
E: 8% 3 1)) E: 1883 Y0) {883 1) —— #uhbto E: 883 10)
EY) 1Y HRER 1 HECTCHLELET HEESLTHED HODRBERBED NIHFHHDELALL
HiRETHH V&, Fh. Vo ZKEFRE Ao RN | I s o
HETULESEDTo BOES>36520EH

— @k /R —— B - B —— —— &k - RHE Bk - —— @B ——
MEAVHEREBE, BRBEERIFETT. KBOFANGR,E SABORERELTSE! FRERE,

------ BROKE. HE ZORHRAENETES BOE, RE MBI BB BESTESEY/eq/¢
EBTORIFER, ThohET L, Eko NERERBLER,.

—— BEz21L —— BEzs10 — 284 —— BE2s 0 —— BMzz L
BB DY K- EBOL ERATEEEED VR RIFCHAEN BB KERBEEFED OH BYoENEFE-TRAL
®AER, EHFTTTH. €ALE AT EEE. BY BEESL. T3E!
BBBEHCGAENSH BLEDBLTERT LY DEICZEHNBL BIBC B &0 ERERI D EXHERBBERAD
Bb. NEVBEFEV>EDTT, o BHBGFE e o EBS(TE,

SYALOVIVHD






item/image/p129.jpg
.k o ok e

- W

@
qAl T e

| 2
v
=4
z
D
1

250 H'SL o B ceeeeeereeniiiiniinns —@EL
20045546 - HE1ODIR BIFHTDLL

TELCEBRERD. ALLEBOAIOBICES HREE) 2Y&((CL. B
DECERETVZED,
BERRED/VESToKWELEEITERABELL TUDREHKRDL,

BAROT 05T Y E B g,
BITDELSERVS Y FIELBD,
HNFEBEVNNEFEESEEBKRLLY,

HBEG -5
SIET] onaoncaonaBodonoas £CXA
s BR9T4yVafli o0 BY2EG

BHROAL DS, BHLATEVHLE, XBO (IR, KARIOIRE, 52K5
SAHUELEEH, BRESALKERL. BRERBTOtYS, RMBRLLASE, JBRE
BNTZREFBORAZ. LD LESRTNERL L AHERROIEBESL BAS[LHE TS,






